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は じ め に

当研究センターは、県民の安全・安心を確保するため、公衆衛生に関する調査研究や試験分

析を行い、感染症や食品、医薬品、飲料水などに関する行政推進のための科学的、技術的根拠

を提供しています。 

昨年度は、当研究所の第 4 期中期事業計画（平成 26 年度～28 年度）が終期を迎えたことか

ら、過去の事業実績と外部評価委員会による機関評価を踏まえ、第 5 期中期事業計画（平成 29

年度～31 年度）を取りまとめました。 

新しい中期事業計画の基本的方向に基づき、当研究センターは、健康に関する技術的、科学

的な中核的機関として、健康福祉事務所（保健所）等の関係機関と連携して、高度な試験検査

機能を生かし、感染症、食品、医薬品及び飲料水等の健康危機管理対応における原因究明の役

割を担うとともに、平素から試験検査に関する調査研究及び検査精度の向上、感染症等の疫学

的調査研究などに努めることとしています。 

また、感染症等の疫学的情報や花粉飛散状況などの公衆衛生に関する情報の収集、解析、提

供などを多様な媒体を活用して行い、リスクコミュニケーションを実施します。 

さらに、平成 27 年度から移転建て替えを進めており、来年度からは加古川市神野町の新たな

研究センターで充実した研究環境のもとに業務に取り組む予定です。 

来年 8 月には、当研究センターが県立の衛生研究所として設立 70 年の節目も迎えます。新し

い庁舎で、職員一丸となって、国や他府県の研究機関や大学等とも連携を図りながら、行政機

関への技術的支援や研究成果等の県民への情報提供など、更に県民の公衆衛生の向上に努めて

まいりますので、今後とも、皆様方のご理解とご支援をお願いいたします。 

  平成 29 年 8 月 

兵庫県立健康生活科学研究所健康科学研究センター 

所長兼センター長  大橋 秀隆
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1 沿   革 

昭和 23年 8月 16日 兵庫県衛生研究所規程（兵庫県規則第 78 号）が制定され，神戸市生田区下山手

通 4丁目 57において衛生研究所として発足． 

昭和 24年 5月 17日 機構拡充に伴い，神戸市長田区大谷町 2丁目 13に移転． 

昭和 40年 4月 1日 衛生研究所，工業奨励館にそれぞれ公害部を設置． 

昭和 43年 4月 1日 公害部を一元化し，公害研究所として発足． 

昭和 43年 4月 20日 保健衛生センター新築により，衛生研究所及び公害研究所が神戸市兵庫区荒田町

2丁目 1番 29号に移転． 

昭和 50年 8月 1日 公害研究所が新庁舎の施工により，神戸市須磨区行平町3丁目1番 27号に移転． 

昭和 62年 4月 1日 県立衛生研究所，県立公害研究所に改称． 

平成 14年 4月 1日 機構改革により，県立衛生研究所（兵庫区）と県立公害研究所（須磨区）が統合

され，県立健康環境科学研究センターとなる． 

平成 21年 4月 1日 機構改革により，県立健康環境科学研究センターの健康部門（兵庫区）と生活科

学総合センター（中央区）が再編統合され,県立健康生活科学研究所となる.  

2 研究センターの概要 

2.1 職員数 平成 29 年 4月 1日現在 

区  分 事 務 職 
技 術 職 技能労務職 

計 
医 師 職 研 究 職 その他技術職 自動車運転員 

危機管理部   4 1   0（1） 2 1 8（1） 

感染症部   0 0 6 1（1） 0 7（1） 

健康科学部   0 0 9（1） 1 0 10（1） 

小 計   4 1 15（2） 4（1） 1 25（3） 

研修広報部 5（1） 0   0 0 0 5（1） 

相談事業部 4 0   0 5（2） 0 9（2） 

小 計 9（1） 0   0 5（2） 0 14（3） 

合  計 13（1） 1 15（2） 9（3） 1 39（6） 

（注）（ ）外書き：再任用職員 

2.2 施設・設備 
健康科学研究センター  神戸市兵庫区荒田町 2丁目 1-29

(1) 敷地面積 2,318.04㎡ 

(2) 建築面積 880.73㎡ 延面積 4,683.91㎡ 

 延面積内訳 本館（地上 7階，地下 1階建） 4,005.95㎡ 

別館（3階建） 576.00㎡ 

車庫・受水槽・ポンプ室 95.21㎡ 

危険物倉庫 6.75㎡ 

(3) 設備概要 特殊研究室 高度安全実験室（P3），クリーンルーム，核種実験室 

（生活科学総合センター 神戸市中央区港島中町 4-2） 

(1) 敷地面積 3,480.99㎡ 

(2) 建築面積 1,118.31㎡  延面積 2,087.02㎡ 

(3) 延面積内訳 研究棟(3階建)  1,422.37㎡ 

多目的実験棟(2階建) 601.63㎡ 

倉 庫 42.48㎡ 

  ボンベ庫 20.54㎡ 

－ 1 －
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2.3 組織及び分掌事務 

県立健康生活科学研究所 

健康科学研究センター 

危機管理部 

職員の身分取扱い・研修及び福利厚生に関すること 

総務課 庶務事務 

予算・経理事務 

健康に係る危機管理機能の総括 

関係機関との連絡調整 

研究の評価・進行管理・調整，研究機能充実方策の検討 

研究業務の企画調整 

県民に対する情報収集，提供（広報誌の発行，講演会の開催等） 

GLPに関すること 

健康教育の促進，人材育成の支援 

研修業務に係る企画調整 

細菌性疾病，ウイルス性疾病に関する試験研究 

結核，エイズ等の検査 

食中毒感染源・感染経路調査 

感染症発生動向調査 

県感染症情報センターの運営 

衛生検査所の外部精度管理 

       公衆衛生の統計に関すること 

食品中の残留農薬，動物用医薬品及び食品添加物等に関する試験研究 

食品の毒性に関する試験研究 

食品中の有害物質に関する試験研究 

医薬品，化粧品及び衛生材料等に関する試験研究 

家庭用品及び容器包装等に関する試験研究 

遺伝子組換え食品に関する試験研究 

放射能及び飛散花粉に関する調査研究 

衛生害虫及びカビに関する試験研究 

水道水等の安全性に関する試験研究 

水道水の監視項目等に関する試験研究 

水道水質検査機関の外部精度管理 

温泉に関する試験研究 

生活科学総合センター 
職員の身分取扱い・研修及び福利厚生に関すること 

研修広報部 庶務事務 

予算・経理事務 

施設見学・施設利用受付 

広報・消費者啓発 

各種研修事業 

相談事業部 

市町等消費生活相談支援 

消費生活相談の受付・処理 

安全・安心相談 

商品テスト及び調査 

指 導 課 県消費生活関係条例及び法令に基づく事業者指導 

危機管理課

企画研修課

感染症部

健康科学部

相談調査課

－ 2 －
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2.4 職員一覧                 平成 29年 4月 1 日現在 

部 名 職 名 氏 名 

研究所長兼センター長 
副研究所長兼 
   副センター長 
副研究所長兼 
   副センター長 

大 橋 秀 隆 

大 西   徹 

稲 田 忠 明 

危機管理部 部 長 
総 務 課 長 
課 長 補 佐 

〃 
主 任 技 師 

眞 杉 佳 憲 
（眞杉危機管理部長兼務） 

増 屋 吉 隆 
幸 田 純 一 
長 田 幸 久 

所 長 補 佐 兼 
危機管理課長 
上 席 研 究 員 
主 査

西 下 重 樹 
望 月 利 洋 
小 林 美 幸 

感 染 症 部 部 長 
研 究 主 幹 
衛生検査専門員 
上 席 研 究 員 
主 査
主 任 研 究 員 

〃 
〃 

（稲田副研究所長兼務） 

秋 山 由 美 
松 尾 美也子 
押 部 智 宏 
坂 野   桂 
荻   美 貴 
髙 井 伝 仕 
荻 田 堅 一 

健康科学部 部 長
研 究 主 幹 
主 席 研 究 員 
主 任 研 究 員 
主 任 研 究 員 
課 長 補 佐 
主 任 研 究 員 

〃 
〃 

研 究 員 
〃 

野 村 素 行 
川 元 達 彦 
後 藤   操 
井 上   亘 
吉 岡 直 樹 
上 村 育 代 
赤 松 成 基 
谷 畑 智 也 
服 部 涼 子 
鈴 木 雅 和 
小 林 直 子 

2.5 職員の異動
転 出（平成 29年 4月 1日） 

感染症部 主任研究員   齋藤 悦子  芦屋健康福祉事務所へ 

健康科学部 担当課長補佐 林 幸子   宝塚健康福祉事務所へ 

転 入（平成 29年 4月 1日）

研究所長兼センター長   大橋 秀隆  龍野健康福祉事務所から 
副研究所長兼副センター長 
兼感染症部長      稲田 忠明  県薬務課から 

健康科学部長       野村 素行  県薬務課から 

健康科学部  研究員   鈴木 雅和  朝来家畜保健衛生所から 

再任用（平成 29年 4月 1日） 

危機管理部 上席研究員  望月 利洋 

感染症部 衛生検査専門員 松尾 美也子 

健康科学部 主任研究員  井上 亘 

退 職（平成 29年 3月 31日） 

研究所長兼センター長   前田 盛 
副研究所長兼副センター長 
兼健康科学部長     吉田 昌史 

感染症部長        望月 利洋 

感染症部 主任研究員   近平 雅嗣 

－ 3 －
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2.6 試験研究主要備品 

（注）購入価格 500万円以上の備品を記載 

機器名 型式 数量 
取得 
年月 

価格 
千円 

機器名 型式 
数
量 

取得 
年月 

価格 
千円 

超遠心機 日立 CP-70 1 H.2.3 8,991 
蛍光微分干渉顕微鏡 
及びデジタル装置 

オリンパス 
BX61-34-FLD-1 

1 H.16.3 6,216 

高速液体クロマトグ
ラフ 

HP社 HP1090M 1 H.2.10 6,664 
ガスクロマトグラフ
／質量分析計 

アジレントテクノロジー 
5973inert 

1 H.16.8 15,435 

超遠心機 日立 CP-56G 1 H.3.12 7,769 
誘導結合プラズマ 
質量分析計 

パーキンエルマー 
ELAN DRC-E 

１ H.17.3 16,989 

高度安全実験施設 
日立 
BHラボユニット 

1 H.4.1 33,533 
ゲル浸透クロマトグ
ラフ 

ジーエルサイエンス社
G-Prep8100 

１ H.18.6 5,880 

蛍光プローブ定量用 
プレートスキャナー 

cytofluor2350 1 H.5.9 6,180 
液体クロマトグラフ 
飛行時間型質量分析
計 

Agilent6210 １ H.18.6 39,900 

P&T装置付 GC/MS HP5972A-5890Ⅱ 1 H.5.11 19,852 
窒素燐検出器及び炎
光光度型検出器付き
ガスクロマトグラフ 

Agilent7890ANPD 1 H.20.8 7,630 

セミクリーンルーム SC-B53TTS 1 H.5.11 20,600 
高速液体クロマトグ
ラフ／質量分析装置 

ウォーターズ社 
UPLC-TQD 

1 H.20.8 23,835 

卓上型四重極 GC/MS HP社 HP5972A 1 H.7.3 15,656 
ゲルマニウム半導体 
核種分析装置 

キャンベラジャパン 
GC3018 

1 H.21.2 18,270 

ガスクロマトグラフ 
HP5890A シリーズ
Ⅱ 

1 H.7.6 7,971 リアルタイム PCR 
PE ﾊ ﾞ ｲ ｵ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ 
ABIPRISM7900HT-4 

1 H.21.8 14,931 

原子吸光分光光度計 
パーキンエルマー 
SIMAA6000 

1 H.7.6 14,461 DNAシークェンサー 
ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ 
ABI3500 

１ H.22.1 17,503 

高速液体クロマトグ
ラフ 

島津 LC-10A システ
ム 

1 H.7.7 10,290 
高速液体クロマトグ
ラフ 

島津製作所 
Prominence UFLCXR 

１ H.22.2 9,292 

超ミクロトーム 
ライヘルト 
ULTRACUT-R 

1 H.7.7 5,613 ECD ガスクロマトグラフ
島津製作所  
GC-2010Plus 

１ H.22.2 6,373 

高速液体クロマトグ
ラフ／アミノ酸分析 

島津 LC-10A システ
ム 

1 H.9.3 9,038 
ガスクロマトグラフ
／質量分析装置 

ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ 
TSQ QuantumGC 

１ H.22.3 22,449 

高速液体クロマトグ
ラフ／カルバメート
分析 

島津 LC-10A システ
ム 

1 H.9.3 9,064 イオンクロマトグラフ 
日本ダイオネクス社 
ICS-2100 

１ H.22.3 6,646 

ガスクロマトグラフ 島津 GC-17A 1 H.11.3 6,594 
誘導結合プラズマ 
発光分光分析装置 

パーキンエルマー  
OPTIMA7300DV 

１ H.22.3 12,285 

電子顕微鏡 日立 H-7500 1 H.11.3 49,245 蛍光Ｘ線分析装置 
ｴｽｱｲｱｲﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
SEA1200VX 

１ H.22.3 9,975 

高速液体クロマトグ
ラフ／質量分析計 

HP1100 
フィニガン AQA 

1 H.12.3 16,515 
ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動・質
量分析装置 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ  
7100Ｂ，6410ＢＡ 

１ H23.3 28,087 

リアルタイム PCR 
ABI PRISM 
7900HT-4 

1 H.14.2 15,067 
ゲルマニウム半導体 
核種分析装置 

キャンペラジャパン 
GC3520 

1 H.23.10 19,110 

高速液体クロマトグ
ラフ／質量分析計 

Agilent1100 
LC/MSDシステム 

1 H.14.3 27,835 モニタリングシステム アロカ MAR-22 1 H26.1 6,216 

P&T高速ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ
／質量分析装置 

サーモクエスト 
HS2000 

1 H.15.1 21,693 原子吸光光度計 
17 年式日立ﾊｲﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰｽﾞ Z-2000 

１ H26.3 6,930 

ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動装置 
大塚電子 
CAPI-3300 

1 H.15.3 6,562      

－ 4 －
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2.7 予算・決算 
2.7.1 歳入 

科       目 調定額（円） 収入済額（円） 収入未済額（円）

（款）使用料及び手数料 
（項）使用料 

（目）衛生使用料 
（節）財産使用料 

（項）手数料 
（目）衛生手数料 
（節）健康生活科学研究所手数料 

（款）諸収入        
（項）受託事業収入 

（目）衛生費受託事業収入 
（節）健康科学研究センター研究受託費収入 

（項）雑 入 
（目）雑 入 
（節) 目的外使用許可等収入 
（節）臨床研修医研修受入収入 
（節）雑 入

40,586,931 
545,861 
545,861 
545,861 

40,041,070 
40,041,070 
40,041,070 

283,518 
200,000 
200,000 
200,000 

83,518 
83,518 
20,040 
11,875 
51,603 

40,586,931 
545,861 
545,861 
545,861 

40,041,070 
40,041,070 
40,041,070 

283,518 
200,000 
200,000 
200,000 

83,518 
83,518 
20,040 
11,875 
51,603 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 

計 40,870,449 40,870,449 0 

2.7.2 手数料及び受託事業収入の内訳 

項      目 件      数 金      額 

水 質 検 査 
温 泉 分 析 試 験 料 
食 品 検 査 
生 物 学 的 検 査 料 

5,572 
8 
12 
96 

件 35,634,070 
699,400 
55,200 

3,652,400 

円 

計 5,688 40,041,070 

2.7.3 歳出 
 （単位：円）

科  目 予算令達額 
決  算  額 

人件費 旅 費 需用費 備品費 その他 計 

健康科学研究ｾﾝﾀｰ職員費 

健康科学研究ｾﾝﾀｰ職員費 

健康科学研究ｾﾝﾀｰ運営及び調査研究費 

健康科学研究ｾﾝﾀｰ整備費 

一般管理事務費等 

196,680,415 

2,537,351 

116,377,000

33,801,000 

186,000 

196,680,415

2,537,351 

21,148,887 2,080,174 23,553,201 

16,539,437 9,947,016 

68,575,012 

6,491,438 

185,328 

196,680,415 

2,537,351 

115,357,274 

32,977,891 

185,328 

研究センター費 小計 349,581,766 220,366,653 2,080,174 40,092,638 9,947,016 75,251,778  347,738,259 

食品衛生指導費 

水道法施行経費 

大気汚染対策費 

健康福祉事務所運営費 

医療法等施行経費 

薬事法等施行経費 

野菜振興対策費 

酪農振興対策費 

水産環境保全対策費 

漁場整備開発費 

感染症・ハンセン病等対策費 

19,822,500 

700,000 

5,677,000 

302,000 

20,000 

16,236,000 

15,000 

5,000 

519,000 

40,000 

18,088,276 

2,344,596 

2,136,749 

303,000 

295,493 

425,000 

  581,000 

11,288,500 

700,000 

1,036,920 

302,000 

16,686 

11,146,500 

15,000 

5,000 

519,000 

40,000 

11,429,276 

254,880 

327,240 

1,912,896 

7,976,000 

1,996,488 

4,333,300 

2,020,000 

19,822,380 

700,000 

5,673,497 

302,000 

16,686 

16,232,040 

15,000 

5,000 

519,000 

40,000 

18,079,921 

行政機関からの依頼経費 小計   61,424,776 4,481,345 1,604,493 36,498,882 2,495,016 16,325,788 61,405,524 

合    計 411,006,542 224,847,998 3,684,667 76,591,520 12,442,032 91,577,566 409,143,783 

－ 5 －
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3 部の概要 

3.1 危機管理部 

健康危機への対応及び連絡調整を適切に行うた

めに，地方衛生研究所全国協議会近畿支部が主催

する健康危機事象模擬訓練の事務局を担い，地方

衛生研究所全国協議会近畿支部内の模擬訓練の課

題等の整理を行った． 

また，地域保健関係従事者の人材育成として，

関係機関からの依頼により各種研修会の企画・調

整を行い，健康福祉事務所職員等の知識・技術の

向上に寄与した． 

食品衛生検査施設における検査等の業務管理

（GLP）については，当研究所（2 研究部），健康

福祉事務所（5 検査室），食肉衛生検査センター及

び食肉衛生検査所に対し，内部点検を実施した． 

また，平成 28 年度から，感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律の一部改正に

伴う検査施設における病原体等検査の業務管理

（GLP）として，当研究所（1 研究部），健康福祉

事務所（5 検査室）に対し，内部監査を実施した． 

各部の研究業務の企画及び調整として，各種外

部資金導入にかかる研究業務の企画及び調整に努

めるとともに，研究課題等評価調整会議において

研究課題の内部評価並びに試験分析及び普及指導

について内部点検を行った．特に，研究活動の推

進に対する指導・助言等を得るために，研究アド

バイザーの積極的な活用に努めた． 

また，研究成果の普及のために県民向け公開講

座を開催するとともに研究報告，業務年報及び広

報誌の発行並びにホームページのリニューアル等

により，県民及び関係機関などへの情報提供を積

極的に行った． 

さらに，当研究所の一翼を担う生活科学総合セ

ンターとは，県民の安全・安心に一元的に対応す

るために，情報交換や連携強化に努め，一体的な

取り組みに向け調整を行った．  

特に，平成 28 年度は，県立健康生活科学研究所

第 4 期中期事業計画（平成 26 年度から平成 28 年

度）が終期年度を迎えたため，3 年間の実績を取

りまとめて，外部評価専門委員会で機関評価を受

け，その評価等を踏まえて第 5 期中期事業計画（平

成 29 年度から平成 31 年度）を策定した． 

機関評価の結果及び第 5 期中期事業計画につい

ては，県ホームページで公開している． 

3.1.1 健康危機管理 

(1) 健康危機管理への対応 

健康危機に対応するため，健康危機管理マニュ

アルを整備するとともに，例年，地研全国協議会

近畿支部が実施している健康危機模擬訓練（理化

学検査の精度管理を含む．）について，平成 28

年度は当研究センターが事務局として取り組ん

だ． 

健康危機模擬訓練の実施日は，平成 28 年 10 月

11 日（火）を基準日とし，保健所への食品（輸入

食品ゼリー菓子）の有症苦情の事例を想定し，原

因物質を究明するための健康危機事象模擬訓練及

び原因物質（D-ソルビトール）の検査についての

精度管理事業を実施した． 

参加形態 参加機関数 

模擬訓練のみ ７か所 

精度点検のみ ４か所 

模擬訓練及び鮮度点検 ５か所 

(2) 職員対象の研修会の開催 

職員の資質の向上を図るため次表のとおり研修

会を開催した． 

当所職員以外の地域保健関係従事者等に対する

研修会は 7.3 及び 7.4 に記載している． 

3.1.2 GLP 信頼性確保部門業務 

(1) 食品 GLP 信頼性確保部門 

平成10年4月1日付け「兵庫県の食品衛生検査施

設における検査等の業務管理要綱」（平成26年4

月1日一部改正）に基づき，当研究所感染症部及び

月日 テーマ 講 師 

8. 3 
日本人の食品添加物の

1 日摂取量調査研究 

兵庫栄養調理製菓専門学校 

講師 伊藤 誉志男 

9.21 

ノンターゲット分析手

法に関する研究及び水

道水質検査のあり方に

関する新たな提言 

国立医薬品食品衛生研究所 

生活衛生課学部 

第三室長 小林 憲弘 

12.9 

感染症をめぐる二つの

話題（βﾗｸﾀﾏｰｾ産生菌/

性感染症） 

三田市民病院 

事業管理者・ 

病院長 荒川 創一 

2.22 

食品・ﾌﾘｰﾗｼﾞｶﾙ分野で

の低分子化合物の検出

定量法の構築とその応

用 

兵庫県立大学環境人間学部

教授・同大学先端食科学研究

ｾﾝﾀｰ 

ｾﾝﾀｰ長 加藤 陽二 

－ 6 －
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健康科学部，検査室設置健康福祉事務所（宝塚，

加古川，龍野，豊岡及び洲本）並びに食肉衛生検

査センター，食肉衛生検査所（西播磨，但馬，淡

路）の計11施設に対して内部精度管理及び外部精

度管理調査の結果を確認するとともに，内部点検

を実施し，検査等の信頼性確保を行った． 

平成28年度内部精度管理は，理化学検査323項目，

微生物学検査283項目を実施した.その結果，1施設

でｚスコアが2を超える事例があったが，再検査を

実施し，検査の精度を確認した.外部精度管理は，

一般財団法人食品薬品安全センター秦野研究所が

実施する食品衛生外部精度管理調査において，理

化学調査は，重金属検査（カドミウム），食品添

加物検査Ⅰ（着色料），食品添加物検査Ⅱ（安息

香酸），残留農薬検査Ⅱ（チオベンガルブ，マラ

チオン，クロルピリホス），残留動物用医薬品検

査（スルファジミジン），微生物学調査は，一般

細菌数測定検査に参加した．その結果，1施設でR

が管理基準線を超えた事例があったが，収去検査

を実施する際，内部精度管理で適合を確認してい

ること，基準値の適否の判断を行う行政検査に影

響を与えるレベルではないことを確認した． 

信頼性確保部門による内部点検は，標準作業書

の管理に関する点検，検査等の結果の処理に関す

る点検を重要点検項目とし，定期点検11施設，検

査項目ごとの点検37日178項目，内部精度管理に係

る点検18日221項目，外部精度管理調査に係る点検

11日18項目を実施した． 

内部点検の結果，検査結果通知書において，検

査担当者名の記載が漏れていたこと，検査結果通

知書において，生菌数の検査結果の記載に誤りが

あったこと及びこれらのことについて検査区分責

任者の確認漏れがあったことを不適事項とし,是

正した．その他，記録のチェック漏れ等について

は口頭注意とした． 

なお，昨年度に引き続き食品衛生検査施設に対

して自己点検を推奨するとともに，更なる効果的，

効率的な内部点検の実施に努めた． 

(2) 感染症 GLP 信頼性確保部門 

平成28年3月7日付け「兵庫県の検査施設におけ

る感染症病原体等検査の業務管理要領」に基づき，

当研究所感染症部，検査室設置健康福祉事務所（宝

塚，加古川，龍野，豊岡及び洲本）の計6施設への

内部監査を実施した．また，GLP対象検査を実施し

た施設に対して内部精度管理及び外部精度管理調

査の結果を確認し，検査等の信頼性確保を行った．

平成28年度内部精度管理は，26項目を実施した．

外部精度管理は，厚生労働省が実施する外部精度

管理事業のテーマ，インフルエンザウイルスの核

酸抽出検査（リアルタイムRT-PCR法）による型・

亜型診断検査に参加し，適切な結果が得られた. 

信頼性確保部門による内部監査は，定期監査6

施設，検査項目ごとの監査4日13項目，精度管理に

係る監査3日11項目を実施した． 

内部監査では，良好な結果が得られた.  

3.1.3 研究支援・企画調整 

(1) 研究課題等評価調整会議の開催 

平成 28 年 12 月 5 日（月）に平成 28 年度県立健

康生活科学研究所研究課題等評価調整会議（内部

評価委員会）を開催し，研究課題 14 題について，

事前評価及び事後評価を受けた．なお，中間評価

及び追跡評価に係る研究課題はなかった． 

評価結果は，事前評価を受けた研究課題 9 題に

ついて全て採択された． 

ア 事前評価 

・（感染症部）ウイルス性発疹症の病原体解析

と迅速検査法の確立に関する研究 

・（感染症部）24 領域 VNTR 法を用いた遺伝子型

別による結核菌分子疫学調査に関する研究 

・（健康科学部）食品中のカビ毒類の簡易分析

法の開発 

・（健康科学部）食中毒の原因となる自然毒の

検査方法の確立および探索 

・（健康科学部）違法薬物の迅速検査体制の強

化 

・（健康科学部）LC/TOF-MS を用いた動物用医薬

品一斉分析法の開発 

・（健康科学部）温泉資源保護に繋げるための

兵庫県内の温泉地等における影響圏の設定 

・（健康科学部）水源施設等のデータベース化

及びマッピングに基づく要監視地点の選択

的，集中的実態調査（耐塩素性原虫追加） 

・（健康科学部）化学物質による水質汚染事故

を想定したターゲット及びノンターゲット

分析手法の開発 

イ 事後評価 

・（感染症部）兵庫県における動物由来感染症

対策のための新たな検査法導入に関する研

－ 7 －
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究 －リケッチア感染症対策を中心に－ 

・（感染症部）インフルエンザウイルスの性状

解析及び迅速検査診断法に関する研究 

・（感染症部）食中毒細菌の病原因子の保有実

態に関する調査研究 

・（健康科学部）水道法規制・未規制金属類の

多成分一斉分析法開発に関する研究 

・（健康科学部）水道水源における消毒副生成

物前駆物質の迅速検査手法の開発 

なお，研究課題の事前評価 4 題及び事後評価

3 題について外部評価専門委員会健康科学研究

センター評価部会による外部評価（平成 29 年 1

月 31 日開催）を受けた． 

(2) 倫理審査委員会の開催 

人を対象とする研究や人体より採取した試料

（血液，尿等）を用いる研究の実施にあたっては，

倫理的妥当性や科学的合理性が求められるととも

に，個人情報などプライバシーに配慮することが

不可欠なため，文部科学省・厚生労働省告示「人

を対象とした医学系研究に関する倫理指針」（平成

26 年告示第 3 号）に基づき，第三者を含む委員か

ら構成する倫理審査委員会を設置，開催し，意見

を聞いて適正に実施している，また，開催状況，

結果等については研究倫理審査委員会報告システ

ム（厚生労働省）及び当研究センターのホームペ

ージで公表している． 

平成 28 年度は，審査する研究課題が無かったた

め開催していない． 

(3) 研究アドバイザーの設置 

最新の技術分野の補完や現場サイドの観点から

の多様な事例を踏まえた指導・助言等を得るため，

外部の有識者を「研究アドバイザー」として委嘱

した． 

平成 28 年度は，細菌感染症及び食品・飲料水関

連等の分野の専門家 5 人を招聘した． 

(4) 兵庫県立大学との連携 

今後の研究活動に資するため，兵庫県立大学（理

学部及び環境人間学部）で取り組まれている研究

と当研究センターの研究について情報交換や研究

成果についての理解を深めるため，合同で研究発

表会を開催した． 

月日 合同研究発表会内容 

11.30 

○県立大学環境人間学部との研究発表会 
【研究発表】 
・「融点の異なるスクロースの調理特性」 

県立大学環境人間学部 
先端食科学研究センター教授 坂本 薫 

・「動的粘弾性測定法による食品のゲル化と分解過
程の解析」 

県立大学環境人間学部 
先端食科学研究センター教授 吉村 美紀 

・「A群ロタウイルスの検出状況と遺伝子解析」 
感染症部主任研究員 髙井 伝仕 

・「牛の筋肉および腎臓のモネンシンナトリウム残
留分析法の検討」 

健康科学部主任研究員 服部 涼子 
【意見交換及び施設見学】 

2.10 

○県立大学理学部との研究発表会 
【研究発表】 
・「バクテリアの感染戦略：エフェクターによる宿
主防御経路の阻害機構」 

兵庫県立大学理学部 
構造細胞生理学 教授 水島 恒裕 

・「兵庫県における VNTR法を用いた結核菌分子疫
学解析」 

感染症部 研究員 荻田 堅一 
・「牛の筋肉および腎臓のモネンシンナトリウム残
留分析法の検討」 

健康科学部 主任研究員 服部 涼子 
【意見交換】 

(5) オンライン文献検索システム（JDream）の利用 

洋雑誌の高騰，予算縮減の中，研究に必要な文

献検索を十分に実施できるよう，専門図書購読に

代え平成17年4月より固定料金制のオンライン文

献検索システム（JDream）を導入している． 

その使用実績は，平成 28年度の検索回数は 175

回であった． 

3.1.4 情報発信・提供 

(1) 公開講座（講演会）の開催 

平成 29 年 2 月 9 日(木)，兵庫県民会館パルテホ

ールで開催した．内容は次表のとおりで，県民及

び関係者 73 人が参加した． 

(2) 研究・調査発表会の開催 

平成 28 年 9 月 14 日（水），研究センター講堂で

開催した．当研究センター感染症部及び健康科学

部及び健康福祉事務所検査室から，現在取り組ん

でいる研究・調査について 9 題の発表が行われ，

54 人が参加した． 

演 題 名 講 師 等 

特別講演 
・兵庫県におけるマダニ刺症と
ダニ媒介性感染症 

兵庫医科大学皮膚科学 
准教授 夏秋 優 

一般講演 
・感染症媒介蚊の対策について 
・医薬品の基礎知識 

・生活用品による科学物質暴露
と健康リスク評価 

感染症部長 望月 利洋 
副研究所長兼 
健康科学部長 吉田 昌史 

相談事業部主査 青木 幸生 

－ 8 －
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(3) 広報誌の発行 

広報誌「健科研リポート」を年 2 回発行し，ホ

ームページに掲載するとともに，広く県民に情報

提供を行った． 

当研究センターの業務を県民に対して分かりや

すく解説するため，話題性を考慮した特集記事，

トピックス，研究センター便りとして編集した． 

第 14 号（平成 28 年 8 月発行）では，特集に“水

道水中のかび臭物質”及び“結核・死者 150 万人!!-

結核の現状と低まん延化に向けた取り組みについ

て-”を掲載した.トピックスでは“ジカウイルス

感染症やデング熱等の蚊媒介感染症”について掲

載し，研究センター便りでは “兵庫県立須磨友が

丘高等学校職場訪問”を紹介した． 

第 15 号（平成 28 年 12 月発行）では，特集に“カ

ビ毒「アフラトキシン」について”及び“ダニに

よる感染症”を取り上げた．また，トピックスと

して，“ジェネリック医薬品をめぐる取り組み”を

掲載するとともに，研究センター便りでは“県立

健康生活科学研究所公開講座の開催”で公開講座

の開催を紹介した． 

(4) ホームページの運営 

県民生活の安全と安心を守るため，調査研究結

果や感染症や食品，医薬品，飲料水などに対する

科学的・技術的情報について，ホームページを通

じて広く県民に提供した． 

トップページでは，トピックスとして感染症情

報，花粉情報，講演会の案内等について掲載した．

感染症情報は毎週，花粉情報はスギ・ヒノキ花粉

飛散シーズン中に毎日更新して県民に最新情報を

提供した.また，年報や広報誌等の出版物を発行し

た際は，その内容を全文掲載し，講師派遣や研修

の受け入れについても掲載した． 

その結果，トップページへのアクセスは 25,381

件，トピックスのうち“感染症情報”は 123,585

件，“花粉情報”は 20,822 件のアクセスがあった． 

なお，県民にわかりやすい情報発信を行うため，

平成 29 年 3 月 30 日にホームページをリニューア

ルした. 

－ 9 －
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3.2 感染症部 

感染症部では，「感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律」（以下「感染症法」）

に基づく各種検査や調査研究及び感染症発生動向

調査を行い，それらの情報を感染症情報センター

において関係機関や県民の方々に提供するととも

に，「食品衛生法」による食中毒原因微生物の特定

や感染源調査など，行政ニーズに基づいた様々な

試験研究や情報提供を行い，感染症対策，食中毒

対策等を科学的に支援している． 

① 新感染症への警戒 

近年，新型インフルエンザの発生が危惧さ

れていることから，季節性インフルエンザの

患者や野鳥等が保有するインフルエンザウ

イルス遺伝子を検査して，新型インフルエン

ザの発生を警戒している． 

② 輸入感染症の侵入監視 

ヒトや物の国際交流が盛んになるに伴い，

MERS（中東呼吸器症候群），デング熱，ジカ

ウイルス感染症等，散発する輸入感染症に備

え，検査体制を整えている． 

③ 薬剤耐性対策への貢献 

WHO で世界的な課題とされている薬剤耐性

菌対策として，腸内細菌における薬剤耐性遺

伝子の保有状況を調査している． 

④ 食中毒，感染症対策等の支援 

食中毒原因微生物の特定，麻しん，SFTS（重

症熱性血小板減少症候群），日本紅斑熱等の

病原体検査を行うほか，感染症発生動向を分

析して医療機関等に情報提供を行い，地域医

療を支援している．また，県内で年間 1,200

人を超える患者が発生している結核対策の

一環として，結核菌の遺伝子型別（VNTR）分

析を行い，これらの試験検査から得られた解

析データを県疾病対策課，健康福祉事務所と

で共有して，感染源の追求や感染経路の解明

に寄与している． 

⑤ 試験検査結果の信頼性確保 

食品 GLP に加え，平成 28 年 4 月から適用

されている感染症 GLP の遵守を徹底し，食中

毒，感染症等の原因となる微生物検査の信頼

性確保を図っている． 

3.2.1 調査研究 

(1) 兵庫県における重症手足口病の原因となるエ 

ンテロウイルス流行の早期把握に関する研究 

手足口病は口腔粘膜と四肢末端に現れる水疱性

の発疹を主症状とし，主にエンテロウイルスによ

って引き起こされる. 一般に手足口病の予後は良

好であるが，時に髄膜炎や脳炎等の中枢神経系合

併症を生ずることがある．

本研究では重症の手足口病を引き起こすウ

イルスの感染拡大の防止を目的とし，病原体

サーベイランス等で収集された検体について，

原因ウイルスの流行状況の把握と遺伝子型等

の分子疫学解析を実施すると共に，手足口病

の病因の迅速診断を可能とする検査体制の確

立に取り組んだ．

ア 手足口病の起因ウイルスの流行状況 

平成 28 年度は，6 月に 1 人からコクサッキー

ウイルス A9 型，8 月に 1 人からエンテロウイル

ス 71 型，9 月以降に 13 人からコクサッキーウ

イルス A6 型が検出された．コクサッキーウイ

ルス A6 型は，平成 23 年以降隔年で夏季に流行

が見られていたが，平成 28 年は秋から冬にか

けての検出が確認された． 

イ エンテロウイルス 71型の遺伝子解析 

エンテロウイルス 71 型は中枢神経系合併症

の発生率が高く，主にアジア地域で小児の重篤

例や死亡例が多数報告されている．平成 28 年

度に検出されたエンテロウイルス 71 型の遺伝

子型は C2 で，平成 22 年以降 C2 の流行が継続

していた．C2 が検出された患者の中には脳炎を

併発している症例が認められた． 

ウ 迅速診断法の検討 

手足口病の主要な原因ウイルスのエンテロ

ウイルス 71 型，コクサッキーウイルス A16 型，

コクサッキーウイルス A6 型を同時に検出でき

る PCR 法を検討した．臨床検体に適用し，シー

クエンス反応による塩基配列で同定した型と

同結果を得たが，一部に非特異反応が見られた

ことから，さらなる検討が必要と思われる． 

(2) 兵庫県における胃腸炎ウイルスの分子疫学解

析および迅速検査体制の構築に関する検討 

胃腸炎ウイルスの県内流行状況の把握と，迅速

な検査体制の構築を目的とし，病原体サーベイラ

ンスや集団食中毒・感染症事例で収集された検体

－ 10 －
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について，遺伝子型別等の分子疫学解析を行った．

さらに，多様な胃腸炎ウイルスを効率的に検出

するための検査診断法の改良に取り組んだ． 

ア 胃腸炎ウイルスの遺伝子型別等による分子

疫学解析 

平成 28 年度に病原体サーベイランスで収集

された小児の感染性胃腸炎患者の検体及び集

団食中毒・感染症事例において収集された検体

について，胃腸炎ウイルス検出と，分子疫学解

析による県内流行状況の把握に努めた． 

当所に搬入された 27 食中毒等集団感染事例

のうち，ノロウイルスが 19 事例から検出され

た．4 種類の遺伝子型が検出され，GⅡ.2 が 12

事例と最も多く，次いで GⅡ.4 が 4 事例であっ

た．一方，病原体サーベイランス由来検体では，

105検体中 22検体からノロウイルスが検出され

た．5 種類の遺伝子型が検出され，こちらも G

Ⅱ.2 が 9 検体と最も多く，次いで GⅡ.3 が 5 検

体であった．このシーズンはすべての年齢層に

おいて GⅡ.2が流行の主体となっていたことが

示唆された． 

A 群ロタウイルスは，病原体サーベイランス

由来検体 105 検体中 15 検体から検出された．

平成 27 年度及び 28 年度当初は遺伝子型 G2 が

流行の主体となっていたが，平成 29 年 2 月以

降 G3 の検出頻度が増加しており，主流遺伝子

型の変遷が確認された．検出された G3 につい

て VP6 領域以降の解析を行ったところ，2 型に

分類された．DS-1 株とのリアソータントの可能

性が示唆され，この株の今後の動向に注意する

必要があると考えられた． 

イ Multiplex-PCR 法の検討 

複数の胃腸炎ウイルスを効率的に検出する

ため，試薬やプライマープローブ，反応条件等

の検討を行い，既存のリアルタイム PCR 法を改

良したマルチプレックス PCR 法を検討した．A

群ロタウイルス，アストロウイルス，サポウイ

ルスについて検討した検査法を病原体サーベ

イランスに導入した．平成 28 年度に収集され

た感染性胃腸炎患者の糞便検体 105検体につい

てウイルス検出を実施し，15 検体から A 群ロタ

ウイルス，1 検体からアストロウイルス及び 5

検体からサポウイルスが検出された． 

(3) ムンプスワクチンの安全性に関する調査研究 

ムンプスウイルスの県内流行状況を分子疫学的

に把握するとともに，ムンプスワクチン接種後の

耳下腺腫脹，無菌性髄膜炎等副反応の出現頻度の

検証や原因ウイルスの同定に努め，ワクチンの安

全性評価の一助とする．今年度は，以下の２つの

項目について取り組んだ．

ア ムンプスウイルスの県内流行状況調査 

流行性耳下腺炎の定点あたり患者報告数は

平成 27 年から 28 年にかけて増加し，28 年第

42 週の報告数は 1.98 とピークに達し，県内流

行が確認された．平成 22 年から 23 年に見られ

た前回の流行以降，5 年ぶりに患者数が多い状

態で推移した．平成 28 年度に病原体サーベイ

ランスにより収集され，ムンプスウイルス感染

が疑われた 43人についてウイルス検出を行い，

14 人からムンプスウイルスを検出した．そのう

ち 10 人は流行性耳下腺炎（疑い），4 人は無菌

性髄膜炎であった．これらの患者由来の 14 株

について SH 領域（316 塩基）の遺伝子型別を行

った結果，12 株が遺伝子型 G，2 株が B 型に分

類された．系統樹解析を行ったところ，検出さ

れた G型はすべて主に西日本で流行が見られる

Gw で，3 つの群に分かれていた．この Gw の流

行が平成 27 年以降の患者数増加の一因となっ

ているものと考えられ，今後も引き続き検出状

況に注意する必要があると考えられた． 

イ ワクチン接種後の副反応調査 

兵庫県小児科医会と連携し，ムンプスワクチ

ン接種後に副反応を認めた検体についてウイ

ルス検査を行い，原因ウイルスの同定に努めた．

平成 28 年度は 6 人についてウイルス検査を実

施し，そのうち 3 人からムンプスウイルスを検

出した．これらの患者由来の 3 株中ワクチン株

が 2 株（星野株）から検出され，1 検体から野

生株（遺伝子型 Gw）が検出された．なお，野生

株が検出された患者はワクチン接種前にムン

プス感染者との接触が確認された．ワクチン株

陽性となった患者は 1 回目接種後の罹患で，耳

下腺腫脹，顎下腺腫脹や発熱等の症状が確認さ

れた．ムンプスウイルス陰性の検体についてウ

イルス探索を行い，ヒトヘルペスウイルス 6 等 

のウイルスが検出された． 
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(4) 歯科口腔保健と作業関連疾患との関連に関す

る実証研究 

厚生労働省労災疾病臨床研究補助金事業の研究

班に，兵庫県健康局健康増進課とともに研究協力

者として参加し，職域における歯科保健対策の有

効性について疫学的実証研究を行い，効果的な職

域における歯科保健対策について具体的な提言を

行うことを目的とする．

ア 成人歯科検診及び口腔保健指導 

兵庫県内の 3 事業所において，平成 27 年度

歯科検診を受診した 115 人中，平成 28 年度も

引き続き受診したのは 70 人であった．このう

ち，平成 27 年度口腔保健指導を行った介入群

は 38 人，口腔保健指導を行わなかった対照群

は 32 人であった．対照群のうち，30 人には平

成 28 年度歯科保健指導を行った．また，歯科

検診にあわせて，研究班で作成された「生活歯

援プログラム」質問票に基づく調査を昨年度に

引き続き実施した． 

受診者一人あたりの歯科検診費用及び口腔

保健指導に要する費用を算出し，今後の事業実

施に向けて，価格設定及び費用効果性の把握の

ための基礎資料とした． 

イ 調査データの解析 

兵庫県内の 3事業所の歯科検診結果及び質問

票調査結果は，研究班の主任研究者の元に送ら

れ，データベース化された後，還元された． 

事業所ごとの歯科検診結果について，研究班

全体の検診結果との比較及び 2年連続受診者の

年度比較を行い，歯科保健指導の基礎資料とし

て健康増進課に提供した． 

2 年連続受診者について，平成 27 年度の介入

群と対照群の比較（ベースライン比較），各群

における平成 27年度から 28 年度への変化量の

比較を行い，対照群での変化量を歯科検診の効

果，介入群の変化量から対照群の変化量を引い

たものを口腔保健指導の効果とした．その結果，

以下のような効果が見られた． 

歯科検診により，歯石や歯周の改善に伴い要

治療者が減り，「仕事に支障がある」者を減ら

せた．口腔保健指導により，歯科医院での指導

を受けたり，フッ素入り歯磨きや歯間ブラシを

使ったり，間食を食べないようにしたりするこ

とで，歯周病のリスクが減少し，「歯や口の状

態で気になることがある」者を減らせた． 

 (5) 兵庫県におけるインフルエンザウイルスの

性状解析に関する研究 

インフルエンザウイルスは，同じ亜型の中で

毎年少しずつ変異する連続変異と亜型が変わる

不連続変異がある．季節性インフルエンザウイ

ルスは，流行を繰り返す度に連続変異が生じる

ことで，抗原性が変化してワクチンの効果の低

下を招き，また，薬剤耐性株が出現している． 

このような背景から，本研究課題では，県内

で収集されたヒト，ブタ，トリ由来のウイルス

分離株の型・亜型を解析して流行株の動向を調

査すると共に，これらの変異を把握するための

シークエンス解析，薬剤耐性変異や赤血球凝集

活性等の詳細な性状を解析する．また，新たな

インフルエンザの同定検査法の導入や改良に取

り組む． 

ア 鳥インフルエンザウイルスの分離，同定，遺

伝学的性状解析 

新型インフルエンザウイルス系統調査・保存事

業の一環として平成 28年 11月に実施した県内の

水鳥（カモ類）の糞便調査で，1 検体から鳥イン

フルエンザウイルス（A/duck/Hyogo/1/2016）株

を分離した．遺伝子検査により H5 型であるこ

とが判明し，国立感染症研究所の検査で

A(H5N6)型と同定された．また，遺伝子性状の

比較により平成 28 年 11 月以降，韓国及び日本

の野鳥及び家禽で流行した株と近似している

ことが分かった．分離された株は平成 29 年 2

月に世界保健機関（WHO）で開催されたワクチ

ン選定会議においてワクチン候補株に選ばれ

た． 

イ インフルエンザウイルスの遺伝学的性状解析

感染症発生動向調査により収集された県内

分離株について，抗原性に関与するヘマグルチ

ニン（HA）遺伝子の HA1 領域の塩基配列を決定

し，系統樹解析を行った． 

解析した A(H1N1)pdm09 ウイルスは，昨シー

ズンと同様にすべてクレード 6B に属し，サブ

クレード 6B.1 に分類された． 

最も流行した A(H3N2)型ウイルスは，すべて

ワクチン株 A/香港/4801/2014 株と同じクレー

ド 3C.2a に属し，29 株中 14 株（48％）がサブ

クレード 3C.2a1 に分類された．3C.2a1 内では

さらに N121K，K92R，H311Q のアミノ酸置換し

た株が多く，3C.2a1 以外では T131K R142K 置換

－ 12 －
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した株が多くみられ，遺伝学的に多様化が進ん

でいることが明らかとなった． 

B 型 Victoria 系統のウイルスは，すべてワク

チン株 B/テキサス/2/2013 株と同じクレード 

1A に属し，Yamagata 系統は，すべてワクチン

株 B/プーケット/3073/2013 株と同じクレー

ド 3 に分類され，遺伝学的にワクチン株と類

似していることが分かった． 

ウ 抗インフルエンザ薬耐性ウイルスの検出 

県内で分離されたウイルス株について，ノイ

ラミニダーゼ（NA）遺伝子の薬剤耐性マーカー

の検出を試みた．その結果，今シーズンは耐性

マーカーが認められなかった． 

(6) 薬剤耐性菌の耐性遺伝子保有実態に関する調

査研究 

薬剤耐性遺伝子の検出法を確立し，兵庫県内で

発生した食中毒事例，院内感染事例等について検

査を実施して耐性遺伝子の保有状況を明らかにす

る．また，県内のと畜場に搬入された牛等の家畜

における薬剤耐性菌及び耐性遺伝子の保有実態を

調査する. 

ア コンベンショナル PCR法による薬剤耐性遺伝

子検出法の確立

現在，薬剤耐性菌として最も警戒されている

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）に関

連した薬剤耐性遺伝子として，①基質拡張型β

-ラクタマーゼ（ESBL）遺伝子，②カルバペネ

マーゼ遺伝子及び③AmpC 型β-ラクタマーゼ遺

伝子を対象に，主要な遺伝子型を検出する

MultiplexPCR 法を確立した. 

イ 家畜における薬剤耐性遺伝子の保有実態調査 

兵庫県内産牛における薬剤耐性遺伝子の保

有実態を調査する目的で，加古川食肉センター

でと畜された牛の腸内容物 100 検体について，

ESBL 遺伝子（TEM 型，SHV 型，CTX-M 型），カ

ルバペネマーゼ遺伝子（KPC 型，IMP 型，VIM 型，

NDM 型，OXA-48 型）及び AmpC 型β-ラクタマー

ゼ遺伝子（MOX 型，CIT 型，DHA 型，ACC 型，EBC

型，FOX 型）の検出を行った．大腸菌 5 株から

CTX-M 型の ESBL 遺伝子が検出された．カルバペ

ネマーゼ遺伝子及び AmpC型β-ラクタマーゼ遺

伝子は検出されなかった. 

ウ CRE 感染症患者由来菌株の薬剤耐性遺伝子保

有状況調査 

CRE 感染症として届出のあった患者 1 名から

分離された Klebsiella pneumoniae について耐

性遺伝子倹素を実施した結果，IMP-6 カルバペ

ネマーゼ遺伝子と CTX-M-2 グループの ESBL 遺

伝子が検出された.

3.2.2 試験検査 

(1) 結核菌の同定試験及び結核の感染源調査 

健康福祉事務所から検査依頼があった 139 検体

について遺伝子型別（JATA(12)-VNTR 法）分析を

行った．同一患者の検体及び結核菌群以外の菌を

除いた 125 菌株の内，44 菌株が新たに同一遺伝子

型のクラスターを形成した．また，INH など抗結

核薬 9薬剤及び LVFXまたはPZAの感受性試験を実

施した結果，2 菌株に薬剤耐性がみられた．その

内訳は，TH と CS の多剤耐性 1 菌株，INH と TH の

多剤耐性１菌株であった． 

(2) 血液検査による集団結核菌感染の早期診断 

平成 28 年度は，結核の集団感染事例等で民間検

査機関での迅速な接触者検診が困難な場合に限り，

行政依頼によって当研究センターでクオンティフ

ェロン TB ゴールド検査を行った．健康福祉事務所

から 116 検体が搬入され，陽性 7 検体，判定保留

2 検体，陰性 107 検体であった． 

(3) 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

健康福祉事務所から依頼のあった腸管出血性大

腸菌 67 菌株（O157 25 株，O26 39 株，O111 1 株， 

O103 1 株， O121 1 株）について血清型別，毒素

型別を実施した．また，集団発生が疑われる事例

では PFGE 解析を実施した．また，国立感染症研究

所では MLVA 解析が行われ，広域関連事例の検出に

活用された． 

(4) 細菌による食中毒（疑）事例の感染源，感染

経路調査 

食中毒（疑）事例で分離されたカンピロバクタ

ー１株について，菌種の同定を行った． 

(5) 食中毒（疑）発生時のクドア（ヒラメ寄生虫）

の検査 

ヒラメの喫食後に発生した食中毒（疑）（一過

性の嘔吐下痢症）の原因を明らかにするため，患

者便について，寄生虫 Kudoa septempunctata の検

－ 13 －
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査を行った． 

(6) 輸入ナチュラルチーズのリステリア菌検査 

食品衛生対策事業の一環として販売店で収去さ

れた輸入ナチュラルチーズ 16 検体について，リス

テリア菌（L．monocytogenes）の検査を行った． 

その結果，検体からリステリア菌は検出されな

かった． 

(7) その他の細菌の依頼検査 

健康福祉事務所からの依頼により，感染症の患

者から分離された赤痢菌や肺炎球菌等の菌株につ

いて，生化学性状試験や血清型別検査等を行った．

乳児ボツリヌス症疑いの患者便及びハチミツに

ついて，マウス試験によるボツリヌス毒素の検出

及び培養法にボツリヌス菌の分離・同定を試み，

いずれも陰性であることを確認した． 

(8) インフルエンザ集団感染事例等におけるイン

フルエンザウイルスの検査 

インフルエンザの流行初期，流行期に小学校や

保育所等においてインフルエンザ様疾患患者が集

団発生した事例や重症例，薬剤耐性が疑われる事

例について，健康福祉事務所の依頼に基づきイン

フルエンザウイルスの検査を実施した． 

集団感染が発生した 3 施設から計 6 検体が搬入

され，すべて A(H3N2)型のウイルスが検出された．

重症患者から採取された 2検体は A(H1N1)pdm09 

ウイルスが検出され，薬剤耐性が疑われる患者か

らは検出されなかった．

(9) 感染症発生動向調査におけるインフルエンザ

ウイルスの検査 

県内のインフルエンザの流行状況を把握するた

め，定点医療機関で採取された検体のインフルエ

ンザウイルス検査を行った． 

ア 21 か所の定点医療機関からインフルエンザ

の流行期を中心として延べ 157 回にわたり 243

検体が搬入された.  

イ 搬入された咽頭あるいは鼻腔ぬぐい液の検

体のうち 236 検体（97％）からインフルエンザ

ウイルスが検出され， 6 検体（ 3%）から

A(H1N1)pdm09 ウイルス，191 検体（81%）から

A(H3N2)ウイルス，15 検体（6%）から B 型

（Victoria 系統）ウイルス，24 検体（10%）か

ら B型（Yamagata系統）ウイルスが検出された．  

(10) 平成 28 年度新型インフルエンザウイルス系

統調査・保存事業（厚生労働省への協力事業）

新型インフルエンザウイルスの出現が予測され

るウイルス株のうちワクチン製造や検査キット等

の作製に必要な株を事前に収集し，迅速なワクチ

ンの生産や検査キットの供給を可能にすることを

目的として，トリのインフルエンザウイルスの分

離を試みた． 

冬季に県内のため池に飛来した水鳥（ホシハジ

ロ，ヒドリガモ等）の糞便 240 検体について発育

鶏卵法によりウイルス分離を試みた．その結果，1

検体からインフルエンザウイルス分離され，

A(H5N6)型と同定された． 

(11) 平成 28 年度新型インフルエンザウイルスの

出現監視を目的とした感染源調査（厚生労働省

感染症流行予測調査） 

新型インフルエンザウイルスの出現監視を目的

として，県内産の豚の鼻腔スワブからインフルエ

ンザウイルスの分離を行った．6 月から 3 月にか

けて毎月約 10頭，合計 100頭から検体を採取した．

その結果，いずれの検体からもインフルエンザ

ウイルスは分離されなかった． 

(12) 平成 28 年度日本脳炎感染源調査（厚生労働

省感染症流行予測調査） 

日本脳炎の発生を未然に予測し， その予防対策

を効果的に行うため，6 か月未満の豚血清中の日

本脳炎ウイルスに対する赤血球凝集抑制（HI）抗

体を測定し，日本脳炎ウイルスの活動状況を調査

した． 7 月から 9 月にかけて県内飼育ブタから 8

回にわたり採血し，1 回当たり約 10 頭，合計 80 

頭分の血清を検査した． 

 その結果，いずれの検体からも日本脳炎ウイル

スの HI 抗体は検出されなかった． 

(13) 蚊媒介感染症の検査 

デング熱，チクングニア熱，ジカウイルス感染

症の流行地域に渡航歴があり，発熱，発疹等の症

状を呈した患者や渡航歴がなくてもこれらの疾病

が疑われる患者を対象として，健康福祉事務所（保

健所）の依頼に基づきリアルタイム RT-PCR 法によ

る検査を実施した． 

－ 14 －
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疑い患者 21 人から採取された血液，尿などの

32 検体を検査した結果，6 人の検体からデングウ

イルス 1 型，2 人からデングウイルス 3 型，1 人か

らデングウイルス 2 型が検出された.これらの患

者の渡航先はタイ，マレーシア，ベトナム等の東

南アジアが多くを占めていた． 

(14) 飼育鳥の高病原性鳥インフルエンザウイル

スの検査 

動物愛護センターからの依頼に基づき，県内の

ため池で飼育され，死亡したコブハクチョウ 2 羽

（4 検体）について，リアルタイム RT-PCR 法によ

る H5 型のインフルエンザ遺伝子検査を実施した．

その結果，H5 型のインフルエンザウイルスは検

出されなかった． 

(15) 鳥インフルエンザＡ(H5N1，H7N9)ウイルスの

検査 

カンボジアで鶏との接触歴があり，香港及びカ

ンボジアから帰国した後，発熱等のインフルエン

ザ様の症状を呈した患者 2 人（2 検体）について，

健康福祉事務所からの依頼に基づき，鳥インフル

エンザ A(H5N1，H7N9)及び季節性インフルエンザ

ウイルスの検査を実施した． 

その結果，2 検体から鳥インフルエンザウイル

スは検出されず，A(H3N2)型のウイルスが検出され

た． 

(16) 麻しんウイルスの検査 

麻しんの排除状態を維持するため，麻しんウイ

ルスの遺伝子型を調査し，土着株の伝播がないこ

とを確認している．麻しんと届出された 42 人の患

者（血液，咽頭ぬぐい液等 119 検体）について遺

伝子検査を行った結果，6 人 18 検体から麻しんウ

イルスが検出された．2 人は遺伝子型 D8，4 人は

遺伝子型 H1 で土着株は検出されなかった． 

 (17) 風しんウイルスの検査 

県内での風しんの流行実態を把握するため，風

しんウイルスの遺伝子検出を実施した．患者 4 人

（血液，咽頭ぬぐい液等 9 検体）の検査を行った

結果，1 人から風しんウイルス遺伝子型 2B を検出

した． 

(18) 急性脳炎・脳症等の実態把握調査 

原因不明の急性脳炎・脳症の実態解明のため，

日本脳炎ウイルス，インフルエンザウイルス，HHV6，

エンテロウイルス等の病原体検索を行った．患者

2 人の血液，髄液，咽頭ぬぐい液，尿，便等 10 検

体の検査を行ったが，いずれの検体からもウイル

スは検出されなかった． 

(19) エンテロウイルスの検査 

保健所設置市からの依頼により，脊髄炎及び髄

膜炎患者 1 人の咽頭ぬぐい液と便について，エン

テロウイルスの遺伝子検査を行ったが，エンテロ

ウイルスは検出されなかった． 

(20) ウイルスによる集団嘔吐下痢症及び食中毒

（疑）事例の感染源，感染経路調査 

県下でウイルス感染が疑われた集団感染症事例

や食中毒疑い事例について，原因病原体やその感

染ルートを解明するため，健康福祉事務所からの

依頼により,ノロウイルス（NoV）等の検査を実施

した． 

ア 下痢症ウイルス感染が疑われた 27 集団嘔吐

下痢症事例で採取された患者便や推定原因食

品などについて，原因微生物追求のためのウイ

ルス検査を実施し，NoVが 19事例で検出された．

イ 27 事例のうち，食品等を介した感染が疑われ

たのは 25 事例，小学校や保育所などの施設又

は地域流行と考えられたのは 2 事例であった．

ウ 健康福祉事務所等から依頼された 27 事例由

来の 150 検体（患者便等 76 検体，調理従事者

便 44 検体，拭き取り 30 検体）について検査し，

67 検体（患者便等 54 検体，調理従事者便 11 検

体，拭き取り 2 検体）から NoV が検出された．

エ NoV 陽性の 19 事例のうち，遺伝子グループⅠ

（GⅠ）が単独で検出されたのは 1 事例，遺伝

子グループⅡ（GⅡ）が単独で検出されたのは

18 事例であった．遺伝子型別を行ったところ，

GⅡ.2 が最も多く検出され（12 事例），次いで G

Ⅱ.4（4 事例），その他 GⅡ.17（2 事例），GⅠ.7

（1事例）の計 4種類の遺伝子型が検出された． 

(21) 市販生食用かきのノロウイルス検査 

市販生食用かきのノロウイルスによる衛生上の

危害を防止するため，流行期の 12 月から 2 月に試

買調査を実施した．15 検体について検査を実施し，

－ 15 －
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2 検体からノロウイルスが検出された．

(22) A 型肝炎ウイルスの検査 

健康福祉事務所から依頼により，1 人の A 型肝

炎ウイルスの検査を行ったところ，遺伝子検査陽

性であった． 

(23) HIV のスクリーニング検査及び確認検査 

HIV 抗体スクリーニング検査は，平成 17 年度か

ら健康福祉事務所において即日検査が行われてお

り，当センターはスクリーニング陽性となった検

体の確認検査や，職員の健康診断等の検査を実施

している．今年度健康福祉事務所の依頼により実

施した 78 検体のうち，73 検体はスクリーニング

検査で，すべて HIV 抗体陰性であった．また，確

認検査を行った 5 検体のうち，1 検体が HIV 抗体

陽性であった． 

(24) 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの検査 

重症熱性血小板減少症候群を疑う患者について，

健康福祉事務所からの依頼によって 9 人から採取

された 10 検体について遺伝子検査を行ったが，同

ウイルス遺伝子は検出されなかった． 

(25) 日本紅斑熱及びツツガムシ病リケッチアの検査 

淡路島南部で散発する日本紅斑熱の原因リケッ

チアである Rickettsia japonica の抗体及び遺伝

子検査を健康福祉事務所等からの依頼により実施

している．これに加えて医療機関等からの検査希

望が多いツツガムシ病リケッチア（Orientia 

tsutsugamushi）についても遺伝子及び 5 種の血清

型抗原による抗体検査を実施した． 

日本紅斑熱は 21 人 43 検体の依頼があり抗体検

査及び遺伝子検査で 7 人が陽性となった．ツツガ

ムシは 9人 16検体抗体検査等で 3人が陽性であっ

た． 

(26) 感染症発生動向調査における病原体検査（イ

ンフルエンザウイルスを除く） 

感染症の原因となる病原体の県内の流行状況を

把握するため，小児科定点医療機関で採取された

患者検体の病原体検索を行った．平成 28 年度は

350 人の患者の咽頭拭い液，髄液，便など 522 検

体の検査を行った． 

ア 咽頭結膜熱 

12人の患者のうち 9人の咽頭ぬぐい液からア

デノウイルスが検出された．5 人からアデノウ

イルス 2 型，3 人から 1 型，1 人から 64 型が検

出された． 

イ ヘルパンギーナ 

13 人の患者のうち，6～8 月に検体を採取さ

れた 10 人からコクサッキーウイルス A4 が検出

された． 

ウ 無菌性髄膜炎 

14 人の患者のうち，4 人からムンプスウイル

ス，2 人からコクサッキーウイルス B5，その他

コクサッキーウイルス B1， エコーウイルス 6

型，水痘帯状疱疹ウイルスがそれぞれ 1 人から

検出された． 

エ 感染性胃腸炎 

66 人の患者から検体が採取され，21 人から

ノロウイルス，13 人から A 群ロタウイルスが検

出された．その他サポウイルス，アストロウイ

ルス，アデノウイルス，パレコウイルス，エコ

ーウイルス等のウイルスが検出された．  

(27) 感染症発生動向調査週報患者情報分析 

県内の感染症発生動向を把握するため，「感染症

の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律」及び「兵庫県感染症予防計画」に基づく感染

症発生動向調査が継続的に実施されている．当部

は基幹地方感染症情報センターとして，政令市を

含む県下の医療機関からの感染症患者情報を分析

し,週報として健康福祉事務所・保健所，市町，医

師会，医療機関等に還元すると共に，ホームペー

ジを通じて広く県民に公開している． 

週報対象疾病についてはインフルエンザ（鳥イ

ンフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を

除く）が県下 199 定点から，小児科対象の 11 疾病

が 129定点から，眼科対象の 2疾病が 35定点から，

病院対象（基幹定点）の 5 疾病が 14 定点から,毎

週健康福祉事務所・保健所を通じて報告される．  

平成 28年は延べ 160，112人の患者報告があり，

毎週各疾病の発生状況を分析して，コメント及び

グラフ化した発生状況を掲載した週報を 52 報発

行した． 

(28) 感染症発生動向調査月報患者情報分析 

上記の週報対象疾病と同様に，月報対象疾病に

ついても情報分析を行っている．月報対象疾病は，

－ 16 －
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性感染症の 4疾病が県下 46定点から，病院対象（基

幹定点）の 3 疾病が 14 定点から毎月健康福祉事務

所・保健所を通じて報告される．  

平成 28 年は延べ 2,171 人の患者報告があり，毎

月各疾病の発生状況を分析して，コメント及びグ

ラフ化した発生状況を掲載した月報を 12 報発行

した． 

(29) 感染症発生動向調査年報患者情報分析 

感染症法の対象疾病である 1類から 5類感染症，

新型インフルエンザ等感染症及び指定感染症の合

計 112 疾病のうち，全数把握の疾病（87 疾病）は

県内すべての医療機関から，定点把握の疾病（25

疾病）は患者定点（294 定点）に指定された医療

機関からの患者発生届出が健康福祉事務所・保健

所に出されている．また，疑似症 2 疾病は疑似症

定点（県下 295 定点）に選定された医療機関から

健康福祉事務所・保健所に報告され，汎用サーベ

イランスシステムに入力される．これらのデータ

を集計，解析して各種感染症の動向に関するコメ

ントを付けて，年報として健康福祉事務所・保健

所，市町，医師会や医療機関等に還元し，さらに

ホームページに掲載して広く県民に公開している．

全数把握疾病では，ジカウイルス感染症が，平

成 28 年 2 月 15 日に 4 類感染症に追加された． 

平成 28 年の全数把握疾病報告患者数は，1 類感

染症，新型インフルエンザ等感染症及び指定感染

症とも報告がなかった． 

2 類感染症は結核が 1,162 人であった． 

3 類感染症は細菌性赤痢 5 人，腸管出血性大腸

菌感染症 129 人であった． 

4 類感染症は E 型肝炎 3 人，A 型肝炎 8 人，つつ

が虫病 9 人，デング熱 16 人，日本紅斑熱 13 人，

レジオネラ症 71 人であった． 

5 類感染症はアメーバ赤痢 48 人，ウイルス性肝

炎（E 型肝炎及びＡ型肝炎を除く）16 人，カルバ

ペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 75 人，急性脳炎

（ウエストナイル脳炎，西部ウマ脳炎，ダニ媒介

脳炎，東部ウマ脳炎，日本脳炎，ベネズエラウマ

脳炎及びリフトバレー熱を除く）51 人，クロイツ

フェルト・ヤコブ病 10 人，劇症型溶血性レンサ球

菌感染症 27 人，後天性免疫不全症候群 34 人，ジ

アルジア症 2 人，侵襲性インフルエンザ菌感染症

17 人，侵襲性髄膜炎菌感染症 3 人，侵襲性肺炎球

菌感染症 142 人，水痘（患者が入院を要すると認

められるものに限る）9 人，梅毒 182 人，播種性

クリプトコックス症 3 人，風しん 9 人，麻しん 20

人であった（以上，平成 29 年 3 月 6 日現在の把握

数）． 

平成 27 年の兵庫県感染症発生動向調査事業年

報を編集し，冊子として発行した． 

(30) インフルエンザ情報センターからの情報提供 

新型インフルエンザ（H1N1）流行対策の検証委

員会の提言に基づき，インフルエンザに関する情

報を一元的に管理提供するため，学校サーベイラ

ンス，医療機関情報及び広域・救急医療情報の 3

つのシステムのポータルサイトを県の感染症情報

センターホームページ上に設け,感染症発生動向

調査情報との一体的な情報提供を図った． 

(31) 細菌診断キットの性能評価に係る受託研究

アルフレッサファーマ(株)の委託により，同社

製の A 群β溶血性レンサ球菌迅速診断キットの性

能評価を開始する前に，咽頭拭い液からの分離培

養法による分離・同定法を検討し，評価が可能で

あることを確認した．咽頭拭い液 10 検体中，迅速

キットで陽性と診断された検体から，A 群溶血性

レンサ球菌が検出され，PCR 法による遺伝子増幅

及びその塩基配列から emm 型を決定できた. 

－ 17 －
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3.3 健康科学部 

健康科学部では，当研究センターにおける理化

学分野の業務を担当し，以下の 5 項目に関する調

査研究，試験検査及び研修指導を行い，県民の安

全で安心な生活を確保するための施策の推進に寄

与している．

① 食の安全と安心の確保のための試験研究

② 医薬品の規格及び不正使用に関する試験

研究

③ 水道水と水道原水の安全性確保に関する

試験研究

④ 温泉に関する試験研究

⑤ 花粉飛散量や環境放射能の調査研究

食品の試験検査は，主に「兵庫県食品衛生監視

指導計画」に従った収去検査である．農産物や食

肉中の残留農薬，残留動物用医薬品，食品中の食

品添加物，カビ毒やアレルギー物質，さらに遺伝

子組換え食品及び家庭用品中の有害物質等につい

て試験研究を行った．医薬品の試験検査は「県薬

務課の一斉監視指導計画」に従って実施した．水

道原水及び水道水の試験検査は「兵庫県水道水質

管理計画」に従い，有害物質等による健康被害を

未然に防止し，安全で快適な生活環境の確保を目

的とした．また，県内の水質検査機関の外部精度

管理調査とそれに伴う分析技術の研修指導を実施

した．温泉の試験検査は，温泉に含まれる成分及

び可燃性天然ガス（メタン）を対象項目として実

施した．

突発的な食品や飲料水の事件や事故等が発生し

た場合は，日常業務や調査研究等で培った試験検

査技術を駆使して，そのつど有益なデータを提供

した．また県民からの苦情等においても，迅速な

原因解明を行うことで，県民の「食や生活」の安

全確保に貢献した．

県のアレルギー性疾患対策の一環として，花粉

症予防のためにスギ・ヒノキ科の花粉飛散時期に

毎日の飛散花粉数をホームページに掲載した．

放射能に関わる調査及び試験は，平成 23 年 3

月に発生した福島第一原子力発電所の事故を契機

として，調査及び試験業務を強化した．原子力規

制庁からの委託事業である環境放射能水準調査の

他，県内で生産又は流通する農畜水産物や食品の

放射能試験を実施した．

委託事業としては，上記の「環境放射能水準調

査」の他に，厚生労働省からの｢食品中に残留する

農薬等の摂取量調査｣及び｢後発医薬品の品質情報

提供等推進事業｣を実施した．研修指導については，

健康福祉事務所検査担当者等を対象に実施した．

なお，以下の調査研究，試験検査の結果は，県

所管課，健康福祉事務所，県内市町，国，全国の

地方衛生研究所等の関係機関にも幅広く情報提供

しており，科学的根拠に基づく行政の推進に大き

く貢献している．

3.3.1 調査研究 

(1) 食品添加物における多成分確認分析法の開発 

食品添加物のうち，防かび剤，保存料，甘味料

等の公定分析法は個別分析法が多く，実際の食品

検査で使用される多成分分析法の報告は少ない．

本研究では，これらの食品添加物の多成分分析法

についての検討を行った． 

日本で食品への使用が認められている甘味料 7

種（アセスルファムカリウム，サッカリン，アス

パルテーム，ネオテーム，スクラロース，アドバ

ンテーム，グリチルリチン酸）及び日本での使用

が認められていないサイクラミン酸，ズルチン，

アリテームの合計 10 種類の甘味料について，

LC/MS による分析条件を検討した．その結果，フ

ェニルカラムを用い，負イオンモードを用いるこ

とにより 10 種甘味料を高感度に同時分析するこ

とが可能となった．本法を用いることにより，県

内に流通する食品中の甘味料検査において，LC/MS

法で 10 種甘味料の同時分析が可能となり，

HPLC-UV 法に比べて，迅速かつ信頼性の高いモニ

タリング検査が可能となった． 

(2) 広範囲の輸入食品を対象としたアフラトキシ

ンの試験法の確立 

発がん物質であるアフラトキシン類（AFs）は，

平成 23 年には規制項目数が増え規制値も強化さ

れた．しかし，対象物質が増えた公定法は，食品

の種類によっては分析法が大きく異なり操作が煩

雑となっている．また，十分な回収率を得られな

いケースが報告されるなど，全ての食品に対応出

来ておらず，県内を流通する輸入食品の安全性確

保に向け，大きな課題である．そこで，本研究は

種実類など違反割合の多い食品類を中心に，モニ

タリング検査の迅速化を目指し，より効率的な試

験法を確立することで食品の安全安心に資するこ

－ 18 －
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とを目的としている．  

 今年度は，新たに規制値の設けられた乳中アフ

ラトキシン M1(AFM1)の試験法の前処理において，

イムノアフィニティカラム(IAC)と比較し操作性

が優位と考えられる新規前処理用固相カラムを用

いた前処理条件の検討を行った．成分無調整牛乳

を対象に行った結果，抽出では酢酸アンモニウム

溶液で安定した回収率が得られ，精製では，新規

前処理用固相カラムへの試料抽出溶液の通液量が

通知法の 1/4 の 5g，洗浄溶液は水及び 10%アセト

ニトリルを各 3mL，溶出液は 0.1%ギ酸アセトニト

リル 3mLで LC-FLによるクロマトグラムは夾雑物

と分離でき，十分な回収率が得られた．さらに，

脂質除去等で効果の期待できる C18 など分散固相

の添加を検討した結果，C18 の 100mg/3mL で溶出

液の液状は改善し，夾雑ピークが減少した．AFM1

の回収率は，ほとんど影響を受けず，規制値濃度

（0.5  g/kg）添加で平均 85.9％，併行精度 2.2％，

室内精度 8.1％(n=10)，定量限界値 0.05  g/kg の

良好な結果が得られた．新規前処理用固相カラム

への通液・洗浄作業工程の簡便性が増し，多検体

をより効率的に取り扱うことが可能となり，分析

時間は 1 検体あたり約 10 分程度短縮できた．その

他の対象食品である乳として，成分調整牛乳及び

低脂肪牛乳中の AFM1 について本方法の適用を検

討した結果，LC-FL 分析で成分無調整牛乳同様に

良好なクロマトグラムが得られた．AFM1 の平均回

収率は 83.4％～91.2％(各 n=3）で良好な結果とな

り，モニタリング検査の迅速化に向け有用な情報

が得られた． 

(3) 飲料水中農薬類の系統的多成分一斉分析法開

発と妥当性評価に関する研究 

農薬類を原因とする水道水源の汚濁等に対して，

迅速かつ信頼性の高い検査結果を行政機関等に提

供するために，新規設定農薬類の多成分一斉分析

法を開発し，その分析法の妥当性評価に関しては

関係機関と連携して実施する．さらに，その分析

法を用いて，県下の実態把握及び浄水処理過程に

おける除去対策法に関する調査研究を実施し，水

道水の安全性確保に資することを目的とした． 

平成 28 年度は，全国的に検出頻度が高いとされ

ている除草剤ブロモブチドの分析法開発を優先し

て取り組んだ．ブロモブチドは比較的脂溶性が高

いことから，ポリマー系固相カラムを適用した濃

縮・精製法を確立し，分析法は GC/MS 法とした．

本法による回収率は 90％～100％，再現性は 10％

以下で，また分析時間は 30 分以内と迅速分析を可

能とした．また，このブロモブチドは他の脂溶性

農薬（除草剤クロルニトロフェン，殺虫剤フェニ

トロチオン，殺菌剤ピロキロンなど規制・未規制

140 農薬）と同時分析が可能であることが判明し，

水中からの濃縮・精製操作としてポリマー系固相

カラムを適用した結果，回収率は 80～110％，再

現性は 20％以下となり，厚生労働省妥当性評価基

準を満たす分析が可能であった．また，上記の農

薬類を経年的にモニタリングした結果，水道水源

で微量濃度検出されたが，オゾンと粒状活性炭で

分解除去が可能であることが明らかとなった．活

用方法として，飲料水中農薬類の高精度かつ迅速

な分析法開発を行い，兵庫県水道水質管理計画に

基づく水質検査等に適用した．また，迅速な分析

法は緊急時に極めて重要であることから，県下の

関係機関に兵庫県水道水質管理連絡協議会等を通

じて分析技術の普及啓発等を行った． 

(4) 温泉資源保護に繋げるための兵庫県内の源泉

の水質・地質・帯水層係数等の解析 

当研究センターでは，平成 23 年度から平成 25

年度の 3 年間に，課題研究「兵庫県内の温泉資源

保護に関する研究」について，県薬務課の「温泉

資源の保護基準の策定」と連携して実施してきた．

その中で，温泉資源保護に繋がる因子を検討した

結果，ハンタッシュ-ヤコブの式を用いた温泉井戸

の揚水による影響範囲，源泉の密集度を数値化し

た旧市町別の坑井密度指数，地下に賦存する温泉

水量を表す比湧出量等の算出及び解析を行った．

また，これらの取り組みを，兵庫県環境審議会温

泉部会や温泉科学会で公表（情報提供）してきた．

しかし，3 年間の期間では，これらの算出及び解

析結果に対する確認作業が十分ではないため，他

のアプローチ（解析方法）から得られる結果を用

いて妥当性を確認する．また，源泉が密集した温

泉地は，温泉資源を保護する必要性が特に高い地

域に分類されることから，まずは各温泉地の現状

を把握するために，温泉地ごとの経年データの解

析を行うことを目的とした． 

今年度は，源泉が密集した温泉地の 10 源泉につ

いて，月１回，泉温，電気伝導率及び pH を測定し

た．また，10 月と 2 月には各源泉の陽イオン，陰

－ 19 －
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イオンの分析を行った． 

現在のところ，モニタリングを開始したところ

であるため，当該温泉地の源泉の状態について断

定することはできないが，引き続きモニタリング

を行い，温泉資源保護に繋げるデータとする予定

である． 

(5) 畜水産食品における効率的な残留動物用医薬

品検査の確立に関する研究 

動物用医薬品は依然, 基準値超過が報告されて

おり, 摂取によるヒトへの健康影響が懸念される. 

違反食品の流通防止のための効率的な検査体制の

構築と検査対象項目の拡充が必要である. 本研究

では, 近年基準値超過が報告されている動物用医

薬品を中心として迅速分析法を確立することで, 

県内に流通する畜水産食品の安全性確保に寄与す

る. 

家畜の抗コクシジウム剤であるモネンシンナト

リウム（MNS）は, 飼料安全法に基づいて家畜の増

体率向上のための飼料添加物としても多用されて

いる. 平成 28年度は, 基準値超過の MNSが添加さ

れた飼料を給餌された肉用牛の県内への搬入を受

けて, 当該牛の安全性確認を目的として厚労省通

知法（Ⅰ法）をもとに MNS 残留分析法の検討を行

った. 本法ではⅠ法の脱脂操作をヘキサン液液分

配から ODS 及び PSA を用いた分散固相抽出法に改

変し, さらにシリカゲルカラムによる精製を行っ

た. この結果, イオン化抑制がⅠ法の 1/10 に抑

えられるとともに, 操作が簡便化され，回収率が

安定した. また, 厚労省ガイドラインに基づく妥

当性検証の結果, 目標値（真度：70～120％, 併行

精度＜25％, 室内精度＜30％）を満たし, 行政検

査として適用可能となった. 搬入牛 2 頭の筋肉及

び腎臓について本法による MNS 残留検査を行い, 

陰性を確認した. 

(6) 危険ドラッグの系統的分析法の開発 

近年，薬物の乱用はマスメディアにおいても頻

繁に取り上げられているが，乾燥植物片等に麻薬

や覚醒剤と類似の構造をもつ化学物質（指定薬物）

を添加した危険ドラッグが安易に使用され，社会

問題となっている．2000 種類を超える物質が「医

薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確

保等に関する法律」による指定薬物に指定されて

おり（平成 29 年 3 月末現在），添加物質を特定す

るために標準物質との照合が必要であるが，入手

が困難な標準物質もある．そのため，本研究では

添加が予想される物質についてマススペクトル等

を用いた系統的な分析法を開発し，迅速な添加物

質の構造推定を行うことを目的としている．

今年度は，精密質量を用いたデータベースを構

築した．指定薬物のうち，個別指定された化合物

だけでなく，包括指定された化合物もデータベー

スに含めた．精密質量データベースは，LC/TOFMS

によるスクリーニング分析に活用することで，危

険ドラッグ製品中に含まれる指定薬物候補を絞り

込むことができ，照合すべき標準物質の迅速推定

に有用である．

(7) 水源施設等のデータベース化及びマッピング

に基づく要監視地点の選択的，集中的実態調査 

平成 24年 5月の関東地方の首都圏で起こったヘ

キサメチレンテトラミン（HMT）事故を受け，厚生

労働省がHMTをはじめ 24の消毒副生成物前駆物質

と 12 の事故原因物質をリストアップした．本研究

では，県下の浄水場，汚水処理場及び排出事業所

などをデータベース化し，マッピングすることで

可視化，解析することで，潜在リスクの高い箇所

を抽出し，優先順位をつけて調査を行い，飲料水

健康危機管理に寄与しようとするものである． 

水源における PRTR 事業所や下水処理場の有無，

PRTR 事業所及び処理場からの距離，浄水処理方法

などのデータを用いて，水源域での様々な汚濁に

対して水質監視の必要な浄水場をエクセル上で抽

出し，そのデータからマクロを使って KML ファイ

ルを作成した．今回作成した様々な KML ファイル

を地図上で重ね合わせる(マッシュアップ)ことで，

いくつかの課題が明らかになった．厚生労働省が

提示した浄水処理困難物質等を取り扱う PRTR 事

業所のほとんどは水系に放流していなかったので，

平時において浄水場への影響はないと考えられた．

ただ，1 か所スチレンを公共用水域に放流する

PRTR 事業所が認められたため，河川水を採水，分

析した．また，当初の主要テーマであった HMT を

取り扱う PRTR 事業所は，県内に 8 か所あり，いず

れも公共用水域には放流していなかったが，確認

のため 1 か所を現地調査した．さらに，ある同じ

川から取水している 3 つの浄水場で，水質管理目

標設定項目であるニッケルが微量に検出される箇

所を発見した．そこで，ニッケルを取り扱う PRTR

－ 20 －
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事業所の KML ファイルと重ね合わせたが，その上

流には該当する PRTR 事業所は存在しなかった．し

かし，さらに詳細に調べたところ,金属製品製造業

の事業所があることが分かり,何らかの関連があ

ると考えられたので，ここも現地調査を行った． 

現地調査の結果，HMT,スチレン,ニッケルについ

ても検出されなかったが，PRTR 事業所や浄水場を

地図上に並べたことで，調査対象を迅速かつ的確

に決定できたことは，本研究の成果である． 

本研究で開発したシステムの特徴は，1．基盤地

図を使用せず，地図上に表示するデータだけを

KML ファイルにすることで，ファイルの容量が小

さく，メールなどで様々なデバイスに送ることが

できること．2．スマートフォンなどの携帯デバイ

スで表示すれば，その GPS 機能で現在地が確認で

きるため，現場での使用に有効であること．3．デ

ータはエクセルで管理するため，入力，更新，デ

ータ抽出が容易であり，汎用性が高いこと．4．水

源データに，他の水質事故にかかる要因，例えば，

油流下に対しては油を使用，保管する施設，かび

臭に対してはため池を，原虫に対しては下水処理

場，牧場，家庭浄化槽供用区域のデータを加える

ことなどで，応用可能であること．5．KML ファイ

ル生成に用いたマクロは平易なものであり，技術

継承が容易であること．6．用いたデータは，入手

しやすく，他の事業体でも同様のシステムを構築

することが容易であることなどである． 

PRTR データに限らず，浄水場のデータにおいて

も，将来水質データなどを組み込み，活用を考え

ていきたい． 

(8) 化学物質による水質汚染事故を想定したタ

ーゲット及びノンターゲット分析手法の開発 

厚生労働省は，全国の水道水源調査で検出頻度

の高い未規制農薬テフリルトリオンについて，平

成29年度を目途に基準農薬に設定することを検討

している．また，未規制のネオニコチノイド系農

薬（ジノテフラン等）についても全国都道府県で

の監視調査（水道水源）で検出率は高く課題とな

っている．兵庫県は水道水源として，河川水，伏

流水，浅井戸等から取水している浄水場が多いた

め，これらの農薬等が多量に散布された場合や化

学物質による汚染事故の発生により，これらの物

質が水道水源へ流入し，取水停止や給水停止（健

康への影響）に至る恐れがある．従って，兵庫県

では，これらの農薬等を含む化学物質の使用・流

通実態の把握，迅速な分析法（基準が設定されて

いる物質に対する分析法〈公定法が未設定成分を

含む同時分析〉，未規制物質等に対する網羅的な

分析法：前者をターゲット分析法，後者をノンタ

ーゲット分析法）の確立及び除去対策法の確立が

重要となっている．これらにより，水質事故発生

時に迅速な対応が可能となり，県施策「水道水の

安全性確保」に寄与することが可能となる． 

県内での水質異常時に対して，迅速かつ信頼性

の高い検査結果を提供するために，規制・未規制

農薬等を含む化学物質のターゲット及びノンター

ゲット分析法を開発する．更に，その分析法を用

いて県下の実態調査及び浄水処理過程における除

去対策に関する調査研究を実施し，水道水の安全

性確保に繋げる．

平成28年度は，水道水質管理目標設定項目等に

リストアップされた農薬，未規制農薬類及び有害

な揮発性有機化合物の保持時間，定性・定量に最

適なマススペクトル等のパラメーターを確認し，

データベース化を行った．活用方法として，様々

な有害化学物質が水道水源を汚濁した場合を想定

して，高精度かつ迅速な定性・定量法に関する技

術支援データとして，兵庫県水道水質管理連絡協

議会等で関係機関に提示した．

3.3.2 試験検査 

(1) 穀類，野菜，果実等の残留農薬試験 

食品衛生監視指導の一環として，残留農薬の基

準を超える農産物等がないかどうかを試験し，そ

の安全性の確保を目的とした．検査項目は，農薬

270種及び代謝物 33種の合計 303種として試験検

査を行った．検体は健康福祉事務所が県内で流通

している食品から収去した 115 検体で，その内訳

は，国内産品が 95 検体，輸入品が 20 検体であっ

た． 

国内産 31 検体，輸入品 8 検体（１検体から複数

の農薬が検出される場合がある）から農薬あるい

は代謝物が検出されたが，残留基準及び一律基準

を超過する農薬等の残留は認められなかった． 

(2) 国産食肉の残留農薬試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内に流通予

定の国産食肉の残留農薬試験を行い，食品衛生行

政の推進に活用した．検体は，食肉衛生検査セン
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ターが収去した国産の牛肉，豚肉，鶏肉それぞれ

4 検体，合計 12 検体であった．農薬 178 種及びそ

の代謝物 14 種を検査対象項目とした．残留農薬は

いずれの検体からも検出されなかった． 

(3) 輸入畜水産食品の残留医薬品試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内に流通す

る輸入畜水産食品等に残留する抗生物質，合成抗

菌剤及び合成ホルモン剤の試験を行い，畜水産食

品の安全確保に資すること目的とした． 

各健康福祉事務所が収去した輸入食肉 15 検体

（牛肉，豚肉，鶏肉それぞれ 5 検体）及び輸入エ

ビ 15 検体について，テトラサイクリン類 4 項目を

含む合計 31 項目（牛肉については 33 項目）の残

留医薬品の検査を行った．その結果，いずれの検

体からも医薬品の残留は認められなかった．

(4) 国産食肉の残留医薬品試験 

食品衛生対策事業の一環として，県内に流通予

定の国産食肉に残留する合成抗菌剤及び内寄生虫

用剤の試験を行い，畜水産食品の安全確保に貢献

した． 

食肉衛生検査センターが収去した国産の牛肉，

豚肉，鶏肉は，それぞれ 8 検体，7 検体，9 検体，

合計 24 検体であった．合成抗菌剤 6 項目及び内寄

生虫用剤 3 項目を検査対象とし，各検体に指定さ

れた項目について検査を行った．その結果，いず

れの検体からも医薬品の残留は認められなかった．

(5) 輸入柑橘類等の防かび剤試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内に流通し

ている輸入柑橘類に使用されている防かび剤の試

験を行い，食品衛生行政の推進に活用した．チア

ベンダゾールなどの防かび剤 4種類について，健

康福祉事務所が収去したオレンジ，グレープフル

ーツ，レモン等合計 15 検体の試験を行った．オル

トフェニルフェノールとジフェニルはいずれの検

体からも検出されなかった．チアベンダゾールは

11検体から検出されたが，基準値 10 ppmを超える

違反はなかった．イマザリルは 12検体から検出さ

れたが，基準値 5.0 ppm を超える違反はなかった． 

(6) 輸入食品における指定外添加物等の試験 

食品衛生監視指導の一環として，輸入食品が日

本の基準に適合しているかどうかを確認するため

に，健康福祉事務所が収去した輸入食品の食品添

加物を試験した．輸入食品（菓子，乾燥果実，ジ

ャム，果実缶詰等）50 検体について，着色料 40

種類（指定外着色料 28 種類及び日本で使用許可さ

れている 12 種類），保存料のパラオキシ安息香酸

メチル（指定外添加物），ソルビン酸，TBHQ（指定

外添加物）及び甘味料のサイクラミン酸（指定外

添加物）等を検査した．検体は全て日本の基準に

適合していた． 

(7) 米の成分規格試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内で生産し

た米のカドミウム試験を行い，食品衛生行政の推

進に活用した．健康福祉事務所が収去した新米 21

検体の玄米について，原子吸光光度計を用いてカ

ドミウムの含有量を測定したところ，基準（0.4ppm

未満）を超えて検出されるものはなかった．

(8) ピーナッツ等のカビ毒(アフラトキシン)試験 

食品衛生監視事業の一環として，県内に流通し

ている輸入ピスタチオナッツ等について，カビ毒

（アフラトキシン）の試験を行い，食品衛生行政

の推進に活用した． 

各健康福祉事務所が収去したピーナッツ，ピス

タチオナッツ，香辛料（唐辛子，白コショウ）等

15 検体について，総アフラトキシン（B1，B2，G1

及び G2の 4 種類の総計）の試験を行った． 

試験結果は，全ての検体で定量下限値（B1，B2，

G1及び G2ともに 1.0  g/kg）未満であった．  

(9) 有用貝類等毒化調査 

毒化した貝類による公衆衛生上の危害を防止す

るために，県水産課の依頼により，兵庫県沿岸産

貝類の毒化状況の調査を行った．麻痺性貝毒につ

いて，アサリ 31 検体，マガキ 23 検体，イワガキ

1検体の合計 55検体の検査を行った．試験結果は，

平成 28 年 4 月から 6 月の間及び平成 29 年 3 月に

採取したアサリ 19 検体から最大 148 MU/g の麻痺

性貝毒を検出した（規制値：4 MU/g）．その他の検

体については，麻痺性貝毒は検出されなかった． 

(10) 器具・容器包装の規格試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内に流通し

ている食品用器具，容器等の試験を行い，食品衛

生行政の推進に活用した．ガラス製品及び陶磁器

製品の合計 20 検体の容器等について，鉛とカドミ

－ 22 －
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ウムの溶出試験を行った．試験結果は，いずれも

基準に適合していた．

(11) 家庭用品(繊維製品)のホルムアルデヒド試験 

食品衛生監視指導の一環で，家庭用品に対する

安全対策として，県内に流通している衣類につい

て，皮膚に障害を起こすホルムアルデヒドの試験

を行い，違反品の発見排除に寄与し，安全性の確

保を図った．健康福祉事務所が買い上げた外衣，

よだれ掛け，下着，帽子など,乳幼児用衣類等 10

検体について，ホルムアルデヒドの試験を行った．

試験結果は，いずれも基準に適合していた． 

(12) 遺伝子組換え食品検査

遺伝子組換え作物を利用した食品には表示が義

務化されており，遺伝子組換え作物の利用の有無

についての表示違反を調査した．トウモロコシ及

びトウモロコシ加工品等 10 検体について，除草剤

耐性及び害虫抵抗性の 5遺伝子の検査を行った．

トウモロコシ 1 検体及びスイートコーン 1 検体は

定量 PCR によるスクリーニング検査で，検査を行

った 5系統の全体に占める割合は 4.5%以下であっ

た．他の 8 検体は定量下限値（0.1 %）未満であっ

た．遺伝子組換えでない農産物を区別して使って

いる場合，5％以下の意図せざる混入が認められて

いること（平成 27 年 3 月 30 日消費者庁通知）か

ら，全ての検体が表示義務に適合していた．  

(13) アレルゲン（アレルギー物質）を含む食品の

検査 

加工食品に含まれるアレルギー物質の表示に係

る違反等の監視・指導を目的に，県内に流通する

加工食品中のアレルギー物質（そば，卵）の検査

を行った．加熱食肉製品及びうどん等 5 検体の試

験結果は，全て陰性であり，表示は適合していた． 

(14) 県内産の農畜水産物の放射性セシウム試験 

県農政環境部長の依頼により，県内で生産又は

収穫された農畜水産物を対象に放射性セシウムの

測定を行った．年間 12 検体（農産物：米，キャベ

ツなど 3 検体，畜産物：牛乳，水産物：マダイ，

マダコなど 8 検体）を測定した結果，放射性セシ

ウムは全ての検体で検出限界値以下であった．

(15) 県内で流通する食品の放射性セシウム試験 

食品衛生監視指導の一環として，県内で流通す

る食品を対象に放射性セシウムの測定を行った．

年間 25 検体の食品を測定した結果，放射性セシウ

ムは全ての検体で検出限界値以下であった．

(16) 空中飛散花粉の観測と情報の提供 

県下 3 か所の健康福祉事務所（龍野，豊岡，洲

本）及び当研究センターの 4 観測点で，スギ・ヒ

ノキの花粉飛散期間を中心に大気中の飛散花粉の

観測を実施した．調査対象は，花粉症の有病率が

高いスギ，ヒノキ及びカバノキ科の花粉とした． 

観測結果については，花粉の飛散状況を研究セ

ンターでとりまとめ，「兵庫県の花粉情報」として

健康福祉部健康局疾病対策課，各健康福祉事務所

に即日情報を配信するとともに，毎日の飛散花粉

数を近畿花粉情報センターに情報提供した．また，

当研究センターホームページでも，一般公開し，

花粉飛散状況について広く情報発信した．神戸市

内では，平成 28 年のスギ・ヒノキ花粉の飛散開始

日は 2 月 19 日，飛散終了日は 5 月 12 日で，この

期間中に当センターで観測した飛散花粉数は，ス

ギ 1040.4（個/cm2），ヒノキ 930.2（個/cm2）であ

った．平成 27 年と比較すると，飛散期間は 2 週間

短く，スギの飛散数は 66％と少なく，ヒノキの飛

散数は同程度であった．

(17) 医薬品及び医療機器等の一斉監視指導の実

施に伴う試験 

県薬務課の医薬品等一斉監視指導の一環で，規

格への適合性を試験した．医薬品であるアセトア

ミノフェン細粒 20％製剤5検体及びゾルピデム酒

石酸塩錠 10mg 製剤 24 検体の溶出規格試験を行っ

た．全ての検体が溶出規格に適合していた．

また，化粧品 4 検体について防腐剤の含量規格

試験を実施したが，フェノキシエタノール及びパ

ラオキシ安息香酸エステル類（6 成分）の含量は

規格に適合していた．

(18) 危険ドラッグ等試験 

県薬務課が買い上げた危険ドラッグについて，

指定薬物（合成カンナビノイド等）の検査を行っ

ているが，平成 28 年度は検査依頼がなかった．

県内事業者により販売されている健康食品から

強壮成分ホモタダラフィルの混入疑いのある製品

－ 23 －
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について検査を実施した．製品のほか，バルクか

らもホモタダラフィルが検出された．

(19) ジェネリック医薬品から先発医薬品に戻っ

た事例の調査結果の科学的検証 

ジェネリック医薬品安心使用協議会医療専門部

会（事務局：県薬務課）から依頼のあった医薬品

について溶出試験を実施した．1 成分 5 製剤につ

いて 4 種類の試験液（水，pH6.8，pH1.2 及び pH4.0）

の溶出挙動の類似性が確認された．また 5 成分 11

製剤については溶出規格に適合していた．  

(20) 水道水質基準項目の試験検査 

兵庫県水道水質管理計画に基づく監視地点の水

道水及びその原水の水質監視を目的に，基準 51

項目と水質管理目標設定 26 項目（うち農薬類 120

種類）の水質試験（1 検体あたり延べ 196 物質）

を実施し，県施策である「水道水の安全性確保」

に寄与した．検体数は 30 検体で，水質基準項目数

は 1,365 項目であった． 

全監視地点の基準項目の検査の結果は，基準値

以下であった． 

この他，水道水の基準値以下であったが，水道

原水から工業製品である 1,4-ジオキサン，金属で

あるヒ素，マンガン，アルミニウム，カビ臭物質

であるジェオスミン，2－メチルイソボルネオ－ル

などが検出されている地点が認められた．検出値

は基準値以下であったが，このような検出地点を

含めて継続した水質監視と原因究明などが重要と

なっている． 

なお，水道水質基準全項目検査の未対応機関に

対する支援として，水道水等 94 検体につきホウ素

（基準項目），また 2 検体についてホルムアルデヒ

ド等の 4 項目の試験を実施した．試験検査の結果，

すべての検体は基準値以下で水質基準に適合して

いた． 

(21) 水道水質監視項目の試験検査 

水道法の水道水質基準改正により，水質管理目

標設定項目として，水源に流入する可能性のある

農薬類（120 農薬）がリストアップされた．また，

水道水に対する農薬の規制方法として，農薬の毒

性を総合的に評価しうる総農薬方式（個々の農薬

の検出濃度を各農薬の目標値で除した総和が 1 未

満）が水道分野に初めて導入された． 

当研究センターでは，兵庫県水道水質管理計画

により，水道原水を基本として，浄水中の殺虫剤，

殺菌剤及び除草剤である 120 農薬について分析を

実施した．平成 28 年度に実施した検体は，全て検

出指標値（総農薬方式，目標値 1）未満であった．

また，当研究センターの調査研究で，「表流水だけ

でなく地下水（浅井戸）からも農薬が検出される

実態」が明らかになったことから，兵庫県水道水

質管理計画では，水源となる表流水に加えて水源

となる地下水（浅井戸，伏流水等）も監視対象と

して位置付けている． 

平成 28 年度の農薬類を含む水道水質監視項目

の検体数及び項目数は，69 検体，延べ 4,444 項目

（基準項目数を除く）であった． 

(22) 県内温泉の成分分析試験 

温泉法に基づき，温泉を公共の浴用又は飲用に

供する者に対して，10 年毎に温泉成分分析（再分

析）を受け，その結果に基づく提示内容の変更が

義務づけられている． 

平成 28 年度は，県内の温浴施設等から 5 件依頼

があり，再分析を実施した．その結果，5 件すべ

てが温泉に該当し，大きな水質の変化は認められ

なかった．

(23) 県内温泉の可燃性天然ガス(メタン)定量試験 

温泉法に基づき，可燃性天然ガスによる災害防

止を目的に，温泉源から温泉の採取を業として行

おうとする者に対して，温泉水の可燃性天然ガス

（メタン）の測定が義務付けられている． 

平成 28年度については，1源泉から依頼があり，

試験を行ったが，メタンは検出されなかった.

(24) 水道原水中に含まれる可塑剤の試験検査 

兵庫県水道水質管理計画に基づく監視地点のう

ち，県生活衛生課を通じて市水道事業体から依頼

された 40 検体の可塑剤を検査した結果，すべての

検体で目標値以下であった．

(25) 水道水質検査機関に対する外部精度管理 

兵庫県水道水質管理連絡協議会の中に精度管理

委員会が設置され，水質検査精度管理実施要領が

定められている．当研究センターが精度管理実施

機関として，県下で水道水質検査を実施している

全機関に対し，信頼性確保のため，毎年外部精度

－ 24 －
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管理調査を実施している．平成 28 年度は，基準項

目の濁度及 1,4-ジオキサンを調査項目とした．参

加機関数は濁度 27 機関，1,4-ジオキサン 16 機関

であった． 

なお，県健康福祉事務所 5 機関の全てが，水質

検査精度の信頼性確保のために参加している． 

各項目の調査試料を調製・配布し，各機関から

提出されたデータの取りまとめ，データの解析等

の作業を行い，全体及び各機関の結果と評価を行

った．全体としては 2 項目とも概ね良好な結果で

あったが，濁度で 1 機関，1,4-ジオキサンで 1 機

関が Grubbs 検定で棄却された．また，濁度の添加

回収率は判定基準の 80～120％を超過した．直ち

に原因究明の調査と技術指導を行った結果，改善

が確認された．これらの実施結果は報告書として

取りまとめ，兵庫県水道水質管理連絡協議会の承

認を得て，毎年，公表（県刊行誌）している．

(26) 苦情や突発的な事件等への対応の試験検査 

健康被害の発生のおそれのある食品や飲料水の

試験検査，及び本庁，健康福祉事務所等からの苦

情等に係わる依頼検査を行った. 
ア 観賞用ヒョウタン中の有毒成分ククルビタ

シンの検査 

健康福祉事務所の依頼により，平成 28 年 7

月に兵庫県内で発生した，自家栽培した観賞用

ヒョウタンの誤食による中毒事例について，調

理残品であるヒョウタン果実を分析し，嘔吐や

下痢を引き起こす有毒成分ククルビタシン Bを

検出した. 

イ 水中アオコ毒の検査 

ミクロキスチンは，湖沼等で夏季に発生する

アオコの原因となる藍藻類ミクロキスティス

属より産生されるアオコ毒である．最も毒性の

強いミクロキスチン－LRに WHO飲料水ガイドラ

インとして暫定値 0.001mg/L，水道法では要検

討項目として 0.0008mg/L が設定されている． 

阪神間の湖沼を水源とする水道事業体より，

夏季を中心に年間 8 検体の検査を実施した．そ

の結果，ミクロキスチンーLR は水道原水から僅

かに検出されたが，塩素処理で完全に分解し，

浄水では不検出であった． 

測定の結果は，水道事業体及び関係機関に報

告した．

(27) 生活科学総合センターからの依頼検査 

生活科学総合センターでは県民からの相談や苦

情を受け付けており，検査対応できるものは当研

究センターで検査を実施した．

ア 電気ケトルの煮沸水の臭気に関する調査 

電気ケトルに水道水を入れて煮沸水に含ま

れる臭気成分をパージ＆トラップ-GC/MS で測

定を行った．この結果，臭気成分は電気ケトル

製品に由来することが判明し，この成分は煮沸

を繰り返すことで減衰し，やがて臭気成分は消

失した．

イ やかん内部の付着物の成分分析及び煮沸後

の飲用水の成分分析 

やかんの内部に付着した固形成分について，

蛍光X線による非破壊検査及び硝酸による加熱

溶解後に誘導結合プラズマ発光分光分析法に

よる測定結果から，アルミニウムが主成分であ

ることが分かった．また，当該やかんに水道水

を入れて煮沸後の水道水についてもアルミニ

ウムの溶出が確認された．

これらの結果等については，消費者への啓発

を目的とする生活科学総合センターに情報提

供を行った．

(28) 委託事業の試験及び調査 

ア 後発医薬品の品質情報提供等推進事業 

厚生労働省の委託により，後発医薬品の品質

を確認するため，溶出試験を行った．アセトア

ミノフェン細粒 20%製剤 5 品目について，4 種

の試験液（pH 1.2，pH 4.0，pH 6.8 及び水）を

用いて溶出挙動の類似性を調査した．いずれも

オレンジブックの溶出挙動との類似性を示し

た．

イ 食品中に残留する農薬等の摂取量調査 

厚生労働省の委託により，食品群別に調理後

試料中の農薬残留濃度を分析し，一日摂取量を

調査した．定量限界値以上で検出したのは，淡

色野菜からクロルフェナピルで，一日摂取量は

0.56  g で，一生涯にわたって摂取し続けたと

しても，安全上問題のないレベルであった．

ウ 環境放射能水準調査 

原子力規制庁の委託により，県内の環境試料

（雨水，降下物，上水等）及び食物（魚類，牛

乳，米，野菜等）に含まれる人工放射性核種の

測定を実施した．環境中の空間放射線量率を把
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握するために，当研究センター屋上に設置した

モニタリングポストを用いてガンマ線を常時

連続測定した．また，当研究センター敷地の同

一地点において地上 1m 高さの空間線量率をサ

ーベイメータにより毎月 1 回測定した． 

結果は，今年度の測定において福島原発事故

の影響は全く認められなかった． 
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4 試験検査の概要 

4.1 行政検査件数  

試 験 検 査 項 目 
検 査 件 数 

感染症部 健康科学部 計 

水 質 検 査 0 件 94件 94 件 

細 菌 学 的 検 査 354 0 354 

ウ イ ル ス 学 的 検 査 1,509 0 1,509 

穀物，野菜等の残留農薬試験 0 115 115 

ピーナッツ等のカビ毒試験 0 15  15  

器具・容器包装の規格試験 0 20 20 

米 の カ ド ミ ウ ム 試 験 0 21 21 

輸入食品等の添加物試験 0 40 40 

輸入柑橘類の防かび剤試験 0 15 15 

家 庭 用 品 の 試 買 試 験 0 10 10 

遺 伝 子 組 換 え 食 品 試 験 0 10 10 

アレルゲンを含む食品試験 0  5  5 

国産食肉の残留農薬試験 0 12 12 

食 肉 の 残 留 医 薬 品 試 験 0 39  39  

輸入魚介類の残留医薬品試験 0 15  15  

貝 毒 試 験 0 55 55 

食 品 の 放 射 性 物 質 試 験 0 25 25 

そ の 他 0 5 5 

小  計 0 402 402 

医 薬 品 検 査 0 60 60 

危 険 ド ラ ッ グ 検 査 0 2 2 

そ の 他 0 5 5 

小  計 0 67 67 

合      計 1,863 563 2,426 
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4.2 一般依頼検査項目別手数料 

名       称 
単 価 

（円） 

検  査  件  数 金 額 

（円） 感染症部 健康科学部 計 

簡 易 な 方 法 に よ る 検 査 1成分 510 
件 

0 

件 

37 

件 

37 
18,870 

一般的な方法による検査 1成分 3,100 0 396 396 1,227,600 

AAS 又は ICP による検査 
1試料 5,700 0 30 30 171,000 

1成分 3,900 0 386 386 1,505,400 

P T－G C／M S，P T－G C 1試料 8,200 0 96 96 787,200 

HS－GC／MS による検査 1成分 3,000 0 340 340 1,020,000 

固相抽出－GC／MS 又は 1試料 10,300 0 156 156 1,606,800 

固相抽出－GC による検査 1成分 5,900 0 1,829 1,829 10,791,100 

固相抽出－HPLC による検査 
1試料 

1成分 

10,300 

7,000 

0 538 538 5,541,400 

0 1,416 1,416 9,912,000 

溶媒抽出－GC／MS 又は 1試料 10,300 0 224 224 2,307,200 

溶媒抽出－GC による検査 1成分 6,900 0 77 77 531,300 

細菌学的検査 1種目 3,600 0 17 17 61,200 

一 括 

検 査 
水道法施行規則規定検査 1試料 5,100 0 30 30 153,000 

温泉分析試験料 

小分析試験 1試料 28,900 0 1 1 28,900 

中分析試験 1試料 126,700 0 5 5 633,500 

可燃性天然ガス 

定量試験 
1試料 18,500 0 2 2 37,000 

一般理化学的検査料 食品検査 1成分 4,600 0 12 12 55,200 

生物学的検査料 

微生物（ウイルス

を除く）定量試験 
1種目 5,000 19 0 19 95,000 

ウイルス定性試験 1種目 46,200 77 0 77 3,557,400 

合       計 96 5,592 5,688 40,041,070 
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5 調査研究課題一覧表 

研 究 部 調  査  研  究  課  題 実施概要 

感 染 症 部 

兵庫県における重症手足口病の原因となるエンテロウイルス流行の早期把握

に関する研究 

兵庫県における胃腸炎ウイルスの分子疫学解析および迅速検査体制の構築に

関する検討 

ムンプスワクチンの安全性に関する調査研究 

歯科口腔保健と作業関連疾患との関連に関する実証研究 

兵庫県におけるインフルエンザウイルスの性状解析に関する研究 

薬剤耐性菌の耐性遺伝子保有実態に関する調査研究 

p.10 参照 

p.10  〃 

p.11  〃 

p.12  〃 

p.12  〃 

p.13  〃 

健康科学部 

食品添加物における多成分確認分析法の開発 

広範囲の輸入食品を対象としたアフラトキシンの試験法の確立 

飲料水中農薬類の系統的多成分一斉分析法開発と妥当性評価に関する研究 

温泉資源保護に繋げるための兵庫県内の源泉の水質・地質・帯水層係数等の

解析 

畜水産食品における効率的な残留動物用医薬品検査の確立に関する研究 

危険ドラッグの系統的分析法の開発 

水源施設等のデータベース化及びマッピングに基づく要監視地点の選択的・

集中的実態調査 

化学物質による水質汚染事故を想定したターゲット及びノンターゲット分析

手法の開発 

p.18 〃 

p.18 〃 

p.19 〃 

p.19 〃 

p.20 〃 

p.20 〃 

p.20 〃 

p.21 〃 
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6 試験検査項目等一覧表 

研 究 部 試  験  検  査  項  目 実施概要 

感 染 症 部 結核菌の同定試験及び結核の感染源調査 

血液検査による集団結核菌感染の早期診断 

腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

細菌による食中毒（疑）事例の感染源，感染経路調査 

食中毒（疑）発生時のクドア（ヒラメ寄生虫）の検査 

輸入ナチュラルチーズのリステリア菌の検査 

その他の細菌の依頼検査 

インフルエンザ集団感染事例等におけるインフルエンザウイルスの検査 

感染症発生動向調査におけるインフルエンザウイルスの検査 

平成 28年度新型インフルエンザウイルス系統調査・保存事業（厚生労働省へ

の協力事業） 

平成 28 年度新型インフルエンザウイルスの出現監視を目的とした感染源調

査（厚生労働省感染症流行予測調査） 

平成 28年度日本脳炎感染源調査（厚生労働省感染症流行予測調査） 

蚊媒介感染症の検査 

飼育鳥の高病原性鳥インフルエンザウイルスの検査 

鳥インフルエンザＡ(H5N1，H7N9)ウイルスの検査 

麻しんウイルスの検査 

風しんウイルスの検査 

急性脳炎・脳症等の実態把握調査 

エンテロウイルスの検査 

ウイルスによる集団嘔吐下痢症及び食中毒（疑）事例の感染源，感染経路調査 

市販生食用かきのノロウイルス検査 

A型肝炎ウイルスの検査 

HIVのスクリーニング検査及び確認検査 

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの検査 

日本紅斑熱及びツツガムシ病リケッチアの検査 

感染症発生動向調査における病原体検査（インフルエンザウイルスを除く） 

感染症発生動向調査週報患者情報分析 

感染症発生動向調査月報患者情報分析 

感染症発生動向調査年報患者情報分析 

インフルエンザ情報センターからの情報提供 

細菌診断キットの性能評価に係る受託研究 

p.13 参照 

p.13  〃 

p.13  〃 

p.13  〃 

p.13  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14 〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

健康科学部 穀類，野菜，果実等の残留農薬試験

国産食肉の残留農薬試験

輸入畜水産食品の残留医薬品試験

国産食肉の残留医薬品試験

輸入柑橘類等の防かび剤試験

輸入食品における指定外添加物等の試験

米の成分規格試験

p.21参照

p.21  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 
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研 究 部 試  験  検  査  項  目 実施概要 

健康科学部 ピーナッツ等のカビ毒（アフラトキシン）試験

有用貝類等毒化調査 

器具・容器包装の規格試験 

家庭用品（繊維製品）のホルムアルデヒド試験 

遺伝子組換え食品検査 

アレルゲン（アレルギー物質）を含む食品の検査 

県内産の農畜水産物の放射性セシウム試験 

県内で流通する食品の放射性セシウム試験 

空中飛散花粉の観測と情報の提供 

医薬品及び医療機器等の一斉監視指導の実施に伴う試験 

危険ドラッグ等試験 

ジェネリック医薬品から先発医薬品に戻った事例の調査結果の科学的検証 

水道水質基準項目の試験検査 

水道水質監視項目の試験検査 

県内温泉の成分分析試験 

県内温泉の可燃性天然ガス（メタン）定量試験 

水道原水中に含まれる可塑剤の試験検査 

水道水質検査機関に対する外部精度管理 

苦情や突発的な事件等への対応の試験検査 

［観賞用ヒョウタン中の有毒成分ククルビタシンの検査］ 

［水中アオコ毒の検査］ 

生活科学総合センターからの依頼検査 

［電気ケトルの煮沸水の臭気に関する調査］ 

［やかん内部の付着物の成分分析及び煮沸後の飲用水の成分分析］ 

委託事業の試験及び調査 

［後発医薬品の品質情報提供等推進事業］ 

［食品中に残留する農薬等の摂取量調査］ 

［環境放射能水準調査］ 

p.22参照

p.22 〃 

p.22  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 
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7 普及啓発活動一覧表 

7.1 研究センター講演会 

開 催 日：平成 29 年 2 月 9 日（木） 

開催場所：兵庫県民会館 パルテホール 

特別講演 

テーマ 兵庫県におけるマダニ刺症とダニ媒介感染症について 

講 師 兵庫医科大学 皮膚科学 准教授 夏秋 優 

一般講演 

演    題    名 発  表  者 

感染症媒介蚊の対策について 
健康科学研究センター 

感染症部長 望月 利洋 

医薬品の基礎知識 

健康科学研究センター 

副研究所長兼副センター長兼 

 健康科学部長 吉田 昌史 

生活用品による化学物質暴露と健康リスク評価 
生活科学総合センター 

相談事業部 主査 青木 幸生 

7.2 研究・調査発表会 

開 催 日：平成 28 年 9 月 14 日（水） 

開催場所：健康科学研究センター 講堂 

7.3 県職員の研修指導 

研修・講習名 
実施期間 

年 月 日 
実施担当部 実 施 課 題 

実施対象者 

所属機関等 
実施場所 備 考 

平成 28 年度健康

福祉事務所検査業

務担当者研修会 

H28.10.14 
感染症部

健康科学部

検査室職員の研究発表・事例発

表等に係る指導及び助言

各 健 康 福 祉

事 務 所 等 

45 名

健 康 科 学

研 究 セ ン

ター

疾 病 対 策

課主催

平成 28 年度健康

福祉事務所検査

担当者研修 

（メニュー研修） 

H29.3.9 

～3.10 

感染症部 

健康科学部 

三類感染症検査の基本 

高速液体クロマトグラフにおけ

る分析条件の設定方法 

－分析法のバリデーション、定

量下限値を中心として－ 

水道水質検査における分析法の

妥当性評価について 

健康福祉事

務所 5 名 

明石市職員 2

名 

健 康 科 学

研 究 セ ン

ター 

疾 病 対 策

課主催 

発表内容：健康科学研究センター 
感染症部 

3題 「兵庫県におけるＶＮＴＲ法を用いた結核菌分子疫学解析」 
「Ａ群ロタウイルスの検出状況と遺伝子解析｣ 
「手足口病について －検査法の視点から」 

健康科学研究センター 
健康科学部 

4題 「医薬品成分ホモタダラフィルの分析事例について」 
「牛の筋肉および腎臓のモネンシンナトリウム残留分析

法の検討」 
「水道水源情報のデータベース化及びマッピングに基づ

く飲料水健康危機管理対応（第１報）」 
「水中ミクロキスチン類の固相抽出－ＬＣ／ＭＳ法によ

る高感度分析法の開発及び実態調査」 
龍野健康福祉事務所 1題 「高速液体クロマトグラフィーによる保存料および甘味

料分析法の妥当性評価」 
生活科学総合センター 

相談事業部 
健康科学研究センター 

健康科学部 

1題 「弁当、揚げ物等の一食当たりに含まれる食塩相当量調
査について」 
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7.4 県職員以外の研修指導 

研修・講習名 
実施期間 

年月日 
実施担当部 実 施 課 題 

実施対象者 

所属機関等 
実施場所 備 考 

医師臨床研修 (地
域保健研修)

H28.9.26 

～9.30 

(5 日間)

危機管理部

感染症部

健康科学部 

県立健康生活科学研究所の概要，

疫学概論及び実習，感染症発生動

向調査概要及び実習，細菌感染症

概要及び実習，ウイルス感染症概

要及び実習，健康科学部概要

加 古 川 中 央

市 民 病 院 研

修医 1 名 

健康科学

研究セン

ター 

加古川中

央市民病

院の依頼 

水質検査法に係

わる技術研修 

H29.3.13 健康科学部 
水道水中 1,4-ジオキサンの分析

法に関する研修 

神 戸 市 環 境

保 健 研 究 所

職員 1 名 
健康科学

研究セン

ター等 

生活衛生

課等の依

頼 H29.2.22 

H29.3.13 
健康科学部 

水道水中濁度の分析法に関する研

修 

宝 塚 市 水 道

局職員等 2名 

7.5 研修会等での講演 

研 修 会 等 の 名 称 年 月 日 担 当 者 講 演 内 容 主 催 者 場 所 

平成 28 年度健康福祉

事務所検査室長会議 H28.4.22 小林 美幸

平成 28 年度食品 GLP 及び

感染症病原体等 GLP 体制に

ついて

疾病対策課
健康科学研究

センター

兵庫県蚊媒介感染症対

策における研修会
H28.6.2 押部 智宏

兵庫県における蚊の捕集

調査について
疾病対策課 三木防災公園

平成 28 年度結核担当

者研修会 
H28.7.8 荻田 堅一

兵庫県における VNTR 検査

について 
疾病対策課 兵庫県民会館 

兵庫県水道水質管理連

絡協議会 
H28.9.9 川元 達彦

平成 27 年度外部精度管理

実施結果 
生活衛生課 

神戸市教育会

館 

平成 28 年度健康福祉

事務所検査業務担当者

研修会

H28.10.14 

小林 美幸
食品 GLP における外部精度

管理調査の状況について

疾病対策課

県立健康生活

科学研究所

健康科学研究

センター

秋山 由美 

感染症発生動向調査事業

における情報収集体制の

強化 

荻田 堅一 

兵庫県における VNTR 法を

用いた結核菌分子疫学解

析 

川元 達彦 

水道水検査における最新

の動向と妥当性評価につ

いて 

県立大学環境人間学部・

県立健康生活科学研究 

所共同研究発表会 

H28.11.30 

髙井 伝仕 
Ａ群ロタウイルスの検出

状況と遺伝子解析 
県立大学環境人

間学部・健康科

学研究センター

姫路環境人間

キャンパス
服部 涼子 

牛の筋肉および腎臓のモ

ネンシンナトリウム残留

分析法の検討 

第 9回サイエンスフェア

in 兵庫 
H29.1.29 健康科学部 

兵庫県における水道水の安

全性確保に関する取り組み

兵庫「咲いテク」

事業推進委員会

（県立神戸高校）

甲南大学

FIRST など 4

会場
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研 修 会 等 の 名 称 年 月 日 担 当 者 講 演 内 容 主 催 者 場 所 

県立大学理学部セミナー H29.2.10 

荻田 堅一 

兵庫県におけるＶＮＴＲ

法を用いた結核菌分子疫

学解析 県立大学理学部･

健康科学研究セ

ンター

播磨理学キャ

ンパス

服部 涼子 

牛の筋肉および腎臓のモ

ネンシンナトリウム残留

分析法の検討 

兵庫県水道水質検査外

部精度管理委員会 
H29.3.13 川元 達彦 

平成 28 年度外部精度管理

実施結果 
生活衛生課 

県立健康生活

科学研究所 

7.6 施設見学等 

年月日 実施担当部 実 施 内 容 等 
実施対象者 

所属機関等 
実施場所 備 考 

H28.7.11 
危機管理部 

感染症部 

健康科学部 

各部における業務の紹介，設備等の

見学 

県立須磨友

が丘高等学

校生徒 7 名 健康科学研究

センター 

県立須磨友

が丘高等学

校依頼 

H28.10.20 

県立加古川

東高等学校

生徒 5 名 

県立加古川

東高等学校

依頼 

7.7 委員会の委員等の就任 

委 員 会 等 の 名 称（五十音順） 委 嘱 機 関 名 職 員 名 

水道水質検査法検討委員会（専門委員会） 厚生労働省 川元 達彦 

ジェネリック医薬品品質情報検討会 WG 厚生労働省 赤松 成基 

神戸港健康危機管理対策委員会 神戸検疫所 前田 盛 

公益財団法人ひょうご科学技術協会総合企画委員会 公益財団法人ひょうご科学技術協会 前田 盛 

公益財団法人ひょうご科学技術協会 

学術研究助成審査委員会 
公益財団法人ひょうご科学技術協会 前田 盛 

衛生試験法・水質試験法専門委員会 日本薬学会 川元 達彦 

地研全国協議会近畿支部ウイルス部会 地研全国協議会近畿支部ウイルス部会 押部 智宏 

地研全国協議会近畿支部疫学情報部会 地研全国協議会近畿支部疫学情報部会 秋山 由美 

地研全国協議会近畿支部細菌部会 地研全国協議会近畿支部細菌部会 荻田 堅一 

地研全国協議会近畿支部自然毒部会 地研全国協議会近畿支部自然毒部会 吉岡 直樹 

地研全国協議会近畿支部理化学部会 地研全国協議会近畿支部理化学部会 川元 達彦 

衛生試験法・水質試験法専門委員会 日本薬学会 川元 達彦 

日本分析化学会近畿支部幹事 日本分析化学会近畿支部 川元 達彦 

兵庫県公衆衛生協会理事会 兵庫県公衆衛生協会 前田 盛 

兵庫県精度管理専門委員 兵庫県（医務課） 望月 利洋 

兵庫県水道水質管理連絡協議会精度管理委員会 兵庫県（生活衛生課） 川元 達彦 
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委 員 会 等 の 名 称（五十音順） 委 嘱 機 関 名 職 員 名 

兵庫県環境審議会幹事 兵庫県（環境政策課） 前田 盛 

兵庫自治学会運営委員会 兵庫自治学会 前田 盛 

7.8 非常勤講師・客員研究員等の就任 

名 称 科 目 ・ 研 究 テ ー マ 委嘱機関 期 間 職員名 

医学研究科客員教授 感染症フィールド学 神戸大学 H28.4～H29.3 近平 雅嗣 

医学研究科客員准教授 感染症フィールド学 神戸大学 H28.4～H29.3 秋山 由美 

感染症疫学センター協力研究員 

病原体診断法の開発

とサーベイランスへ

の応用 

国立感染症研究所 H28.4～H29.3 荻 美貴 
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8 学会発表一覧表 

演    題    名 発 表 者 名 学    会    名 

感染症部 

ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 法による B型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽの

同定及び系統型別の同時検査法 

押部 智宏（髙井 伝仕, 

荻 美貴，近平 雅嗣，秋

山 由美，望月 利洋） 

平成 28 年度日本獣医公衆衛生学

会近畿地方会講演要旨集 p.91，

2016.10，堺市 

ウシから分離された毒素原性大腸菌

(ETEC)が産生する耐熱性エンテロトキシ

ンSTp遺伝子バリアント

和田 昭裕（秋山 由美，

齋藤 悦子，荻田 堅一ほ

か）

第 90回日本細菌学会総会抄録集，

p.108，2017.3，仙台市 

手足口病について：検査法の視点から 近平 雅嗣（荻 美貴ほか）

衛生微生物技術協議会第 37 回研

究会講演抄録集，p.34，2016.7，

広島市 

健康科学部 

自家栽培した観賞用ヒョウタンによる食

中毒事例について 
吉岡 直樹（吉田 昌史） 

平成 28 年度地方衛生研究所全国

協議会近畿支部自然毒部会研究

発表会，一般発表，2016.11，大

津市 

LC/MS を用いた食品中の糖アルコール分析

法の検討 

吉岡 直樹（林 幸子，川

元 達彦，吉田 昌史） 

平成 28 年度地方衛生研究所全国

協議会近畿支部理化学部会研修

会， 一般発表，2016.11，堺市 

抗インフルエンザ薬タミフルの浄水処

理過程における除去挙動
川元 達彦（吉田 昌史） 

平成 28 年度地方衛生研究所全国

協議会近畿支部理化学部会研修

会， 一般発表，2016.11，堺市 

兵庫県における食品苦情の原因物質分析

例について

林 幸子（吉岡 直樹，赤

松 成基，小林 直子） 

第 53回全国衛生化学技術協議会

年会，講演要旨集 p.60-61，

2016.11，青森市 

カビ毒保持官能基修飾固相カラムを用い

た乳中アフラトキシン M1 の分析法の検

討

後藤 操（林 幸子，服部

涼子，吉田 昌史） 

第 53回全国衛生化学技術協議会

年会，講演要旨集 p.156-157，

2016.11，青森市 

平成27年度兵庫県水道水質検査外部精度

管理実施結果－マンガン及びフッ化物イ

オン－ 

井上 亘（川元 達彦，上

村 育代，吉田 昌史） 

第 53 回全国衛生化学技術協議会

年会 講演要旨集 p.170-171，

2016.11，青森市 

水道水源における農薬類の検出と浄水処理

過程における挙動 

川元 達彦（上村 育代，

井上 亘，谷畑 智也，吉

田 昌史） 

第 53 回全国衛生化学技術協議会

年会 講演要旨集 p.194-195，

2016.11，青森市 

水道法規制・未規制金属類の多成分一斉分

析法の妥当性評価試験結果 

－異なる多原子イオン抑制法を適用した

ICP/MS法を中心として－ 

川元 達彦（谷畑 智也，

井上 亘，吉田 昌史ほか） 

第 53 回全国衛生化学技術協議会

年会講演要旨集 p.196-197，

2016.11，青森市 

質量分析計を用いた合成カンナビノイドの

フラグメントイオン解析 
赤松 成基（吉田 昌史） 

日本薬学会第 137年会講演要旨集，

27PA-pm073，2017.3 仙台市 
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9 論文等発表抄録 

9.1 他 誌 

［和文発表］ 

近畿ブロックにおける食品由来感染症の病原体

情報の解析及び共有化システムの構築に関する

研究

厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症及

び予防接種政策推進研究事業 食品由来感染症の

病原体情報の解析及び共有化システムの構築に関

する研究 平成 28 年度 総括・研究分担報告書，

62-75（2017） 

大阪府立公衆衛生研究所      勢 戸 和 子 

兵庫県立健康生活科学研究所   齋 藤 悦 子 

荻 田 堅 一 

秋 山 由 美 

（研究協力者 他 24 名）

近畿ブロックでは，腸管出血性大腸菌（EHEC） 

O157 の遺伝子型別法として，IS-printing System 

(IS) 法及びパルスフィールド・ゲル電気泳動

（PFGE）法の精度管理を実施するとともに，近畿

IS データベースを活用して，流行株の探知や複数

の自治体のまたがる事例の解析を行った．2016 年

には 266 株が登録され，IS 法で 77 タイプに型別

された．7 月には感染研 IS パターン番号 AA024 の

32 株が分離され，同一感染源であることが強く疑

われた．また，近畿 IS データベース登録株につい

て，エキストラバンド情報が整理された． 

牛における薬剤耐性βラクタマーゼ産生菌の保

有実態に関する包括的調査研究

平成 27 年度「地域保健福祉研究助成」研究報告集

（大同生命厚生事業団），153-157（2016） 

http://www.daido-life-welfare.or.jp/subsidize/we

lfare/results.htm 

兵庫県立健康生活科学研究所  荻 田 堅 一 

牛の腸内容物からの薬剤耐性遺伝子の効率的な

スクリーニング法の検討および兵庫県産牛におけ

るカルバペネマーゼ遺伝子等の薬剤耐性遺伝子の

保有実態の調査を実施した． 

兵庫県産牛 100 頭の内、コロニースイープ法に

よる耐性遺伝子スクリーニングでは 3 頭から、抗

菌性物質添加培地を用いたスクリーニングでは 5

頭から ESBL 遺伝子を保有した大腸菌が検出され

た.これらの遺伝子型は全て CTX-M 型であった.ど

ちらの方法においてもカルバペネマーゼ遺伝子を

保有した大腸菌は検出されなかった. 

揮発性有機化合物の多成分一斉分析法開発とデ

ータベース化に関する研究

平成 28 年度厚生労働科学研究費補助金 健康安

全・危機管理対策総合研究事業「水道水質の評価

及び管理に関する総合研究」 

兵庫県立健康生活科学研究所 研究協力者 

    川 元  達 彦 

   井 上    亘 

谷 畑  智 也 

近年，科学技術の進歩に伴い，化学物質の種類

と使用量の増大から，想定外の化学物質が水環境

等に排出される可能性があることから，対象物質

を定めず，網羅的に分析を行う，ノンターゲット

分析の適用について更なる検討が必要と考えられ

る． 

例えば，P&T-GC/MS を用いた揮発性有機化合物

分析もノンターゲット分析の一種であり，試料中

から検出された物質のマススペクトル情報に基づ

いて定性を行うことができ，各化学物質のデータ

ベースを予め準備しておけば，標準物質を揃えて

おかなくても，スクリーニングが可能であり，水

道水の安全性確保に貢献できるものと考えられる．

本研究では，水質基準項目，水質管理目標設定項

目，要検討項目のみならず全国の水道水源等で水

質事故の原因物質等となった揮発性有機化合物

61 種類の多成分一斉分析法の開発とデータベー

スの構築を行った． 

飲料水健康危機管理対応を目的とした水道水源へ 

の汚濁物質監視地図システムの構築 

平成 27 年度「地域保健福祉研究助成実績」（公益 

財団法人大同生命厚生事業団），148-152（2016） 

http://www.daido-life-welfare.or.jp/subsidize/we

lfare/results.htm 

兵庫県立健康生活科学研究所    井 上 亘 

                上 村 育 代 

                                川 元 達 彦 
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    吉 田 昌 史 

平成 24年 5月の関東地方の首都圏で起こったヘ

キサメチレンテトラミン（HMT）事故を受け，厚生

労働省がHMTをはじめ 24の消毒副生成物前駆物質

と 12 の事故原因物質をリストアップした．本研究

では，県下の浄水場，汚水処理場及び排出事業所

などをデータベース化し，マッピングすることで

可視化・解析することで，潜在リスクの高い箇所

を抽出し，優先順位をつけて調査を行い，飲料水

健康危機管理に寄与することを目的とした．水源

における PRTR 事業所や下水処理場の有無，PRTR

事業所及び処理場からの距離，浄水処理方法など

のデータを用いて，水源域での様々な汚濁に対し

て水質監視の必要な浄水場をエクセル上で抽出し，

そのデータからマクロを使って KML ファイルを作

成した．本研究で開発したシステムの特徴は，1．

基盤地図を使用せず，地図上に表示するデータだ

けを KML ファイルにすることで，ファイルの容量

が小さく，メールなどで様々なデバイスに送るこ

とができること．2．スマートフォンなどの携帯デ

バイスで表示すれば，その GPS 機能で現在地が確

認できるため，現場での使用に有効であること．3．

データはエクセルで管理するため，入力，更新，

データ抽出が容易であり，汎用性が高いこと．4．

水源データに，他の水質事故にかかる要因，例え

ば，油流下に対しては油を使用，保管する施設，

かび臭に対してはため池を，原虫に対しては下水

処理場，牧場，家庭浄化槽供用区域のデータを加

えることなどで応用可能であること．5．KML ファ

イル生成に用いたマクロは平易なものであり，技

術継承が容易であること．6．用いたデータは，入

手しやすく，他の事業体でも同様のシステムを構

築することが容易であることなどであった． 

［欧文発表］ 

A pediatric patient with interstitial

pneumonia due to enterovirus D68

J. Infect.Chemother., 22(10), 712-715 (2016) 

神戸大学大学院医学研究科小児科学分野 

        松 本  真 明 

粟 野 宏 之 

冨 岡 和 美 

運 崎 愛 

西 山 将 広 

豊 嶋 大 作 

池田(谷口)真理子 

永 瀬 裕 朗 

森 岡 一 朗 

飯 島 一 誠 

兵庫県立健康生活科学研究所      荻    美 貴

神戸こども初期急病センター      石 田 明 人 

エンテロウイルス D68 (EV-D68)は主に呼吸器感

染症を引き起こし，小児が感染すると重症化し入

院する割合が高い．EV-D68 に感染した 4 歳女児の

症例を報告する．患者は風邪症状が出現後，急速

に呼吸状態が悪化し，24時間以内に人工呼吸器が

必要となった．胸部画像所見や血液マーカーの増

加等から間質性肺炎と診断され，PCR 法により気

管支肺胞洗浄液から EV-D68 が検出された．ステロ

イドが治療に顕著な効果を示し，入院 15 日目に人

工呼吸器を外し，34 日目に退院した．EV-D68 感染

による間質性肺炎に対するステロイドの有効性を

確認するため，さらなる調査が必要である． 

Shiga Toxin Subtypes and Virulence Genes in

Escherichia coli Isolated from Cattle

Jpn. J. Infect. Dis., 70(2), 181-185 (2017) 

兵庫県立健康生活科学研究所   秋 山 由 美 

                二 井 洋 子

                齋 藤 悦 子 

                荻 田 堅 一

                辻   英 高 

                近 平 雅 嗣

兵庫県食肉衛生検査センター   坂 江   博 

                福 永 真 治 

宮崎大学農学部         井 口   純 

兵庫県内の飼育牛から分離した志賀毒素産生性

大腸菌(STEC)が保有する志賀毒素遺伝子のサブタ

イプを PCR 法で調査した．主として検出されたの

は stx1a と stx2a で，以下検出頻度の高いものか

ら，stx2d, stx2c, stx2b, stx2g の順となった．

志賀毒素は，サブタイプごとに毒性や同時に保

持している病原遺伝子に特徴がある．今回の調査

で，強毒性と関与するといわれる stx2d を保有す

るSTECや estA1を同時保有するSTEC/ETECのハイ

ブリッド型の菌株が牛から検出された．これらは，

人からの検出報告はそれほど多くない．しかし，

－ 38 －
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牛が保有する大腸菌は食品等を介して人への感染

源となることから，新たな病原性を獲得した大腸

菌の保有実態を監視することは，人へのリスクを

考慮する上で重要である． 

9.2 兵庫県立健康生活科学研究所健康

科学研究センター研究報告第 8 号（2017）

【原著】

2012～2015年度に搬入された腸管出血性大腸菌の

ベロトキシンサブタイプと病原遺伝子及び細胞付

着因子の保有状況について 

齋藤悦子，秋山由美，荻田堅一，坂野 桂，二井

洋子，辻 英高

【ノート】

兵庫県における 2015/16 シーズンのインフルエン

ザウイルス株の性状解析 

押部智宏，荻 美貴，髙井伝仕，近平雅嗣，岡藤

輝夫，望月利洋

兵庫県における A 群ロタウイルス検出状況と遺伝

子解析の有用性（2012/13～2015/16シーズン） 

髙井伝仕，荻 美貴，押部智宏，近平雅嗣

抗菌性抗生物質であるモネンシンナトリウムの牛

の筋肉及び腎臓からの分析法の検討 

服部涼子, 後藤 操, 川元達彦, 吉田昌史  

除草剤ブロモブチドの水道原水等からの高感度分

析法の開発及び県内での実態調査 

川元達彦，井上 亘，谷畑智也，吉田昌史 

カビ毒代謝物であるアフラトキシン M1 の乳中か

らの分析法の検討 

後藤 操，林 幸子，服部涼子，吉田昌史 

【資 料】

兵庫県における梅毒患者数の推移（2007年～2016

年）

秋山由美，山本 司，近平雅嗣 

－ 39 －
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10 著書発表一覧表

衛生試験法・注解 2015 年版（2016 年追補版）

第 4 章「飲料水」等に関する理化学試験の分担

執筆 

健康科学部 川 元 達 彦 他

「飲料水」の理化学試験のうち，水質基準項目の

ホルムアルデヒド等の LC/MS 試験法について，詳

細な解説を行った．

－ 40 －
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11 検査結果等 

11.1.1 全数把握対象疾病の疾病別年間累積患者数（平成 28年）
計計

エボラ出血熱 0 ニパウイルス感染症 0

クリミア・コンゴ出血熱 0 日本紅斑熱 13

痘そう 0 日本脳炎 0

南米出血熱 0 ハンタウイルス肺症候群 0

ペスト 0 Ｂウイルス病 0

マールブルグ病 0 鼻疽 0

ラッサ熱 0 ブルセラ症 0

急性灰白髄炎 0 ベネズエラウマ脳炎 0

結核 1162 ヘンドラウイルス感染症 0

ジフテリア 0 発しんチフス 0

重症急性呼吸器症候群*A 0 ボツリヌス症 0

中東呼吸器症候群*B 0 マラリア 0

鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） 0 野兎病 0

鳥インフルエンザ（Ｈ７Ｎ９） 0 ライム病 0

コレラ 0 リッサウイルス感染症 0

細菌性赤痢 5 リフトバレー熱 0

腸管出血性大腸菌感染症 129 類鼻疽 0

腸チフス 0 レジオネラ症 71

パラチフス 0 レプトスピラ症 0

Ｅ型肝炎 3 ロッキー山紅斑熱 0

ウエストナイル熱*C 0 アメーバ赤痢 48

Ａ型肝炎 8 ウイルス性肝炎*F 16

エキノコックス症 0 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 75

黄熱 0 急性脳炎*G 51

オウム病 0 クリプトスポリジウム症 0

オムスク出血熱 0 クロイツフェルト・ヤコブ病 10

回帰熱 0 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 27

キャサヌル森林病 0 後天性免疫不全症候群 34

Ｑ熱 0 ジアルジア症 2

狂犬病 0 侵襲性インフルエンザ菌感染症 17

コクシジオイデス症 0 侵襲性髄膜炎菌感染症 3

サル痘 0 侵襲性肺炎球菌感染症 142

ジカウイルス感染症*1 0 水痘（入院例） 9

重症熱性血小板減少症候群*D 0 先天性風しん症候群 0

腎症候性出血熱 0 梅毒 182

西部ウマ脳炎 0 播種性クリプトコックス症 3

ダニ媒介脳炎 0 破傷風 0

炭疽 0 バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0

チクングニア熱 0 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0

つつが虫病 9 風しん 9

デング熱 16 麻しん 20

東部ウマ脳炎 0 薬剤耐性アシネトバクター感染症 0

鳥インフルエンザ*E 0

*1
平成28年2月15日より追加 （平成29年3月6日現在の把握数）

*A病原体がベータコロナウイルス属SARSコロナウイルスであるものに限る。*B病原体がベータコロナウイルス属MERSコロナウイルスであるものに限る。*Cウエストナイル脳炎

を含む。
*D
病原体がフレボウイルス属SFTSウイルスであるものに限る。

*E
H5N1及びH7N9を除く。

*F
E型肝炎及びA型肝炎を除く。

*G
ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒

介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く。

疾　　　病　　　名 疾　　　病　　　名

一
類
感
染
症

四
類
感
染
症

２

二
類
感
染
症

三
類
感
染
症

四
類
感
染
症

１

五
類
感
染
症
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11.1.2 全数把握対象疾病の疾病別週別患者数（届出のあった疾病）（平成 28年） 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

622241122222327262416232119151914272810272515112120222核結

000100010000000000111000000痢赤性菌細

腸管出血性大腸菌感染症 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 3 3 1 2 11

000000000100000000000001000炎肝型Ｅ

000000110000010000000101000炎肝型Ａ

000000000000000000100000110病虫がつつ

001100111001001100001000000熱グンデ

000010000000000000000000000熱斑紅本日

222611411101010011201311121症ラネオジレ

111000111022000221010301111痢赤バーメア

ウイルス性肝炎
*A 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 0

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 0 1 1 2 2 2 2 0 1 1 0 1 0 2 0 2 3 3 0 3 0 0 1 1 1 1 1

急性脳炎
*B 1 0 1 1 3 0 3 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 2 1 2

クロイツフェルト・ヤコブ病 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0 2 1 0 1 3 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 1 1

後天性免疫不全症候群 0 0 0 2 0 0 0 2 1 0 1 1 1 0 0 1 0 2 0 1 1 0 1 2 0 2 0

ジアルジア症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 2 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0

侵襲性髄膜炎菌感染症 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

侵襲性肺炎球菌感染症 5 2 0 1 4 3 4 0 3 4 6 1 4 8 0 4 9 5 7 3 4 4 4 3 2 1 1

水痘（入院例） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

梅毒 0 0 2 1 1 1 2 1 1 4 2 6 4 4 4 3 4 0 3 3 4 2 5 2 7 3 4

播種性クリプトコックス症 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

風しん 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0

麻しん 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 計

結核 13 19 23 26 30 27 28 25 24 22 20 41 18 21 35 26 25 29 28 23 27 16 25 11 20

細菌性赤痢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

腸管出血性大腸菌感染症 5 7 26 21 3 5 6 5 3 0 0 0 4 2 4 1 2 0 0 2 2 0 2 1 0

Ｅ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

Ａ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

つつが虫病 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 9

デング熱 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 16

日本紅斑熱 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 2 1 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 13

レジオネラ症 1 2 1 0 1 1 1 1 2 0 1 2 7 7 0 0 3 1 1 0 0 0 0 2 0 71

アメーバ赤痢 1 0 1 0 1 2 0 2 0 6 1 0 1 1 1 2 1 1 1 0 0 1 1 1 0 48

ウイルス性肝炎*A 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 16

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 0 2 1 1 1 4 0 3 1 7 1 1 2 1 1 2 4 2 0 2 4 1 1 1 75

急性脳炎*B 1 1 0 0 2 0 1 3 1 0 1 0 0 2 2 2 0 1 0 2 0 0 3 2 1 51

クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 10

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 27

後天性免疫不全症候群 0 0 2 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 1 0 1 0 1 0 1 3 1 0 34

ジアルジア症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2

侵襲性インフルエンザ菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 17

侵襲性髄膜炎菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

侵襲性肺炎球菌感染症 2 1 0 2 2 1 0 2 1 1 1 0 0 1 4 2 4 1 1 2 4 3 8 0 7

水痘（入院例） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 9

梅毒 2 2 5 6 4 4 6 7 6 2 2 3 5 7 2 6 4 7 3 5 4 3 6 3 5

播種性クリプトコックス症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

風しん 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

麻しん 0 0 0 0 0 1 3 5 6 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 20
*AE型肝炎及びA型肝炎を除く 。*Bウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く 。

（平成29年3月6日現在の把握数）

疾　　　　　病　　　　　名

1162

129

182

142

四

類

感

染

症

五

類

感

染

症

疾　　　　　病　　　　　名

二

類

感

染

症

三

類

感

染

症

二

類

感

染

症

三

類

感

染

症

四

類

感

染

症

五

類

感

染

症
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11.2 週報対象疾病の疾病別週別患者数（平成 28年） 
疾　　　　病　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

インフルエンザ*A 323 615 1694 3547 6082 7918 7590 8125 8199 6222 4243 2634 2217 1144 568 433 225 91

RSウイルス感染症 280 138 146 92 57 38 54 30 23 19 15 13 20 12 12 16 15 12

咽頭結膜熱 71 50 66 78 76 79 84 62 83 62 53 49 49 34 44 44 45 45

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 229 231 315 326 312 303 298 325 310 271 221 165 172 180 159 227 206 156

感染性胃腸炎 1001 958 1062 951 956 918 878 852 910 928 887 670 962 904 795 983 978 603

水痘 144 91 88 64 63 60 55 29 39 38 34 38 37 41 43 38 53 49

手足口病 4 12 2 1 3 1 3 2 1 1 1 1 1 0 0 5 1 4

伝染性紅斑 78 81 70 61 49 63 42 44 56 69 57 34 45 35 39 39 26 23

突発性発しん 44 47 33 32 43 38 39 26 37 30 35 35 38 53 42 62 60 49

百日咳 2 3 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 4

ヘルパンギーナ 2 0 6 0 3 0 0 0 0 0 2 2 1 2 1 2 2 4

流行性耳下腺炎 132 93 81 111 90 93 100 112 104 108 108 91 119 135 108 113 97 112

急性出血性結膜炎 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 1 0 1 0 0 1 0

流行性角結膜炎 15 15 16 10 17 16 13 9 16 22 8 6 10 15 10 8 10 15

細菌性髄膜炎*B 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 2 3 0 1 2 0 1

無菌性髄膜炎 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 0 1

マイコプラズマ肺炎 8 4 7 2 4 4 9 2 4 4 6 2 6 5 1 4 5 12

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 3 2 3 9 14 14 7 13 19 11 12 10 17 14 9 5 8 5

疾　　　　病　　　　名 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

インフルエンザ*A 95 50 26 15 6 3 7 3 4 0 1 5 0 0 1 2 1 8

RSウイルス感染症 5 11 1 5 2 2 2 2 5 22 14 15 22 43 30 48 61 86

咽頭結膜熱 70 65 79 59 79 86 75 79 49 60 54 71 57 43 58 54 90 82

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 250 255 297 292 255 258 254 263 239 170 160 155 131 99 80 107 89 129

感染性胃腸炎 1009 1042 1020 1003 1056 1010 895 860 754 670 600 628 567 498 480 610 692 620

水痘 68 66 85 60 69 55 65 40 47 42 35 28 45 35 46 40 41 37

手足口病 4 17 14 14 27 27 44 41 82 71 60 60 66 29 24 39 39 28

伝染性紅斑 49 55 42 43 52 39 42 47 33 30 33 24 20 17 16 14 20 18

突発性発しん 70 60 66 71 62 79 78 69 68 58 53 60 53 49 62 57 58 60

百日咳 6 6 3 1 3 0 4 4 8 2 8 7 1 0 4 1 2 3

ヘルパンギーナ 2 12 23 38 48 126 229 388 546 699 518 363 325 180 80 111 74 52

流行性耳下腺炎 140 131 120 168 103 194 173 150 154 150 187 200 193 123 204 176 174 179

急性出血性結膜炎 1 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

流行性角結膜炎 9 13 15 8 15 11 13 16 14 14 12 19 17 6 10 19 12 20

細菌性髄膜炎*B 0 0 3 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0

無菌性髄膜炎 0 3 2 1 0 1 2 1 0 3 1 3 1 5 0 2 0 0

マイコプラズマ肺炎 6 8 2 7 4 9 9 6 8 11 16 16 16 17 11 18 18 13

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 8 5 0 0 3 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

疾　　　　病　　　　名 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 計

インフルエンザ*A 3 5 5 2 16 37 35 73 97 144 214 375 455 722 1271 1200

RSウイルス感染症 101 117 139 210 190 191 205 178 170 203 180 168 167 179 163 139

咽頭結膜熱 63 40 46 43 20 66 33 22 33 34 39 45 51 78 66 60

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 114 101 106 147 90 118 86 132 139 133 144 164 183 174 160 104

感染性胃腸炎 617 499 623 609 547 711 843 1040 1500 1998 2028 2595 3051 3145 2452 1347

水痘 44 40 31 40 42 45 56 36 84 68 92 85 98 84 75 75

手足口病 39 51 44 68 56 46 64 57 47 45 61 42 48 40 24 14

伝染性紅斑 15 13 20 11 8 14 11 7 10 18 16 12 25 18 14 6

突発性発しん 66 53 61 67 57 38 63 43 40 44 42 52 45 51 48 34

百日咳 2 0 2 2 0 3 2 1 0 0 1 1 4 2 1 1

ヘルパンギーナ 64 32 51 63 46 28 27 25 23 16 19 9 9 11 9 3

流行性耳下腺炎 184 159 237 190 192 256 186 225 192 162 199 174 185 184 150 98

急性出血性結膜炎 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

流行性角結膜炎 12 14 20 17 15 9 16 12 14 10 11 19 13 12 22 16

細菌性髄膜炎*B 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 2 1

無菌性髄膜炎 1 0 0 1 0 4 1 2 1 0 3 1 1 2 0 0

マイコプラズマ肺炎 16 14 9 28 10 21 13 14 12 15 13 8 15 15 13 8

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0

*A鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く 。　*Bインフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因として同定された場合を除く 。

（平成29年3月15日現在の把握数）

7799

66751

4068

3023

9984

53815

2903

1475

1723

2680

102

4276

200

15

706

33

50

508

1
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耐性を示した薬剤 件数

INH　TH 1

TH　CS 1

検査不能 1

耐性なし 14

合計 17

11.3 月報対象疾病の疾病別月別患者数（平成 28年） 
疾　　　　病　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

性器クラミジア感染症 63 59 71 69 74 86 61 89 85 60 72 73 862

性器ヘルペスウイルス感染症 24 25 27 25 28 18 31 25 30 26 26 25 310

尖圭コンジローマ 12 16 9 8 13 20 14 16 14 18 17 14 171

淋菌感染症 26 22 27 20 27 29 28 21 25 21 24 27 297

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 33 35 38 40 49 31 29 45 34 41 44 32 451

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 9 5 7 5 9 4 7 5 4 5 5 6 71

薬剤耐性緑膿菌感染症 0 0 1 0 0 3 0 1 1 1 1 1 9

（平成29年3月15日現在の把握数）

11.4 結核菌の同定試験及び結核の感染源調査 

遺伝子型別 薬剤感受性試験 菌種同定

芦屋 0 0 0

宝塚 0 0 0

伊丹 5 1 0

加古川 26 0 0

明石 1 0 0

加東 18 10 0

中播磨 0 0 0

龍野 25 2 0

赤穂 14 3 2

豊岡 8 0 0

朝来 11 0 0

丹波 2 0 0

洲本 10 1 0

尼崎 19 0 0

合計 139 17 2

件数
健康福祉事務所

薬剤感受性検査結果 

検査対象薬剤： ＩＮＨ（イソニアジド）、RFP（リファンピシン）、 

SM（硫酸ストレプトマイシン）、EB（塩酸エタンブトール）、 

KM（硫酸カナマイシン）、TH（エチオナミド）、EVM（硫酸 

エンビオマイシン）、PAS（パラアミノサリチル酸ナトリウム）、 

CS（サイクロセリン）、LVFX（レボフロキサシン）、PZA（ピラジナミド） 

11.5 血液検査による集団結核菌感染の早期診断

健康福祉事務所 件数 陽性 判定保留 陰性 判定不可

龍野 65 0 0 65 0

加東 26 0 2 24 0

芦屋 25 7 0 18 0

合計 116 7 2 107 0

－ 44 －
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11.6 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

月日
健康福祉
事務所

血清型
毒素型
(VT)

感染者数
(株数)

感染者間の関係等 PFGE型 MLVA型※

5/26 明石 O157:H7 1&2 1 保菌者 16O157001 16m0033

6/2 伊丹 O157:H7 1&2 1 － － 16m0036

6/15 宝塚 O157:H7 2 1 － － 16m0098

6/16 洲本 O157:H7 2 1 － － 16m0107

7/15 加東 O157:H7 1&2 2 家族 16O157001 16m0033

7/15 加東 O26:H11 1 1 － － 15m2116

7/20 洲本 O157:H7 2 1 保菌者 － 16m0109

7/25 宝塚 O157:H7 1&2 1 － － 16m0040(16c008)

7/25 宝塚 O157:H7 1&2 1 － － 16m0095

8/1 龍野 O26:H11 1 1 － － 16m2068

8/2 丹波 O157:H7 2 1 － 16O157002 16m0203(16c035)

8/2 豊岡 O157:H7 1&2 1 － － 16m0193(16c010)

8/26 丹波 O157:H7 2 2 8/2（丹波）の家族 16O157002 16m0203(16c035)

8/29 加古川 O157:H7 2 1 － － 16m0110(16c027)

8/29 加古川 O157:H7 1&2 1 － － 16m0194

8/29 加古川 O157:H7 1&2 1 － － 15m0129(16c051)

8/31 伊丹 O157:H7 1&2 2 家族 16O157002 16m0196

8/31 加古川 O157:H7 1&2 4 家族（保菌者3） 16O157003,3b 16m0197

9/14 芦屋 O157:H7 1&2 1 － － 16m0234(16c044)

9/14 芦屋 O121:H19 2 1 － TN121※ －

30 16O26001 16m2117(16c204)

3 16O26001 13m2040(16c204)

1 16O26001 16m2116(16c204)

1 16O26002 15m2115

10/7 洲本 O157:H7 2 1 保菌者 － 16m0334

10/18 伊丹 O157:H7 1&2 1 － － 16m0360

11/2 明石 O103:H25 1 1 － TN103m5※ －

11/7 明石 O111:H- 1 1 － － 16m3021

12/27 洲本 O26:H11 1 1 － － 16m2170

2/23 加古川 O26:H11 1 1 － － 17m2003
※国立感染症研究所で実施

9/15 加東 O26:H11 1
保育所関連
（保菌者18）

11.7 細菌による食中毒（疑）事例の感染源，感染経路調査 

月日 健康福祉事務所 病原菌 件数 当所での検査等

6/20 宝塚 カンピロバクター 1 カンピロバクター属菌の同定

11.8 食中毒（疑）発生時のクドア（ヒラメ寄生虫）の検査 
No. 月日 健康福祉事務所 検査対象 件数 当所での検査等

1 8/24 伊丹 患者便 1 Kudoa septempunctata (-)

－ 45 －

兵庫県立健康生活科学研究所健康科学研究センター業務年報



- 46 - 

11.9 その他の細菌の依頼検査 

月日 健康福祉事務所 検査対象 件数 当所での検査等

4/1 尼崎市 患者便及びハチミツ 2 ボツリヌス毒素およびボツリヌス菌の検出

5/31 加東 赤痢菌 1 性状試験、血清型別、病原遺伝子検出、MLVA型※

6/21 加古川 溶血性レンサ球菌 1 T型別※、Ｍ型別※、毒素型※

7/25 宝塚 溶血性レンサ球菌 1 T型別※、Ｍ型別※、毒素型※

7/26 洲本 サルモネラ 1 血清型別

7/26 洲本 溶血性レンサ球菌 1 T型別※、Ｍ型別※、毒素型※

8/26 丹波 溶血性レンサ球菌 1 T型別※、Ｍ型別※、毒素型※

11/15 加東 肺炎球菌 2 血清型遺伝子検査

1/27 伊丹 赤痢菌 1 性状試験、血清型別、MLVA型※

2/1 加東 肺炎球菌 2 血清型遺伝子検査

2/1 加東 赤痢菌 1 性状試験、血清型別、MLVA型※

2/7 加古川 溶血性レンサ球菌 1 T型別
※
、Ｍ型別

※
、毒素型

※

3/2 加東 肺炎球菌 1 血清型遺伝子検査
※
国立感染症研究所で実施

11.10 インフルエンザウイルスの検出状況 

A(H1N1)
pdm09

A香港型
B型

（Victoria系統）
B型

（Yamagata系統）
陰性

平成28年4月 23 2 1 2 16 2

5月 6 0 0 2 4 0

6月 1 1 0 0 0 0

9月 1 0 1 0 0 0

10月 1 0 1 0 0 0

11月 11 0 9 0 0 2

12月 29 1 28 0 0 0

平成29年1月 76 0 74 0 0 2

2月 62 0 55 3 4 0

3月 33 2 22 8 0 1

合計 243 6 191 15 24 7

ウイルス検出数

検体搬入年月 検体数

11.11 豚日本脳炎ウイルス抗体保有状況 

<10 10 20 40 80 160 320 ≧640

7/6 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7/13 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7/20 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8/3 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8/17 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8/24 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9/7 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9/14 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2ME感受性
(%)

採血月日 検査頭数
HI抗体価 陽性率

(%)
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11.12 集団嘔吐下痢症からのノロウイルス等の検出結果 

事例No. 月 日
健康福祉
事務所

原因施設 感染経路 原因食 対象者 患者数 検体 検体数 陽性数 検出ウイルス

1 11 伊丹 ホテル 食品疑い 不明 77  44  有症 1 0 -
2 14 宝塚 飲食店 食品疑い 不明 34  23  有症 1 1 NoV GⅡ
3 21 芦屋 飲食店 食品疑い 不明 60  26  有症 1 0 -
4 27 宝塚 飲食店 食品疑い 不明 30  10  有症 1 0 -

調理従事者 10 5 NoV GⅡ
拭き取り 10 1 NoV GⅡ

6 6 1 明石 飲食店 食品疑い 不明 7  5  有症 1 0 -
7 4 明石 小学校 ヒトヒト - 209  69  有症 2 2 NoV GⅠ
8 26 洲本 飲食店 食品疑い 不明 17  8  有症 4 4 NoV GⅡ
9 8 30 加東 飲食店 食品疑い 不明 不明 不明 調理従事者 9 0 -

10 10 26 伊丹 飲食店 食品疑い 不明 15  8  有症 1 0 -
伊丹 有症 1 0 -
明石 有症 1 0 -

12 15 龍野 飲食店 食品疑い 不明 47  21  有症 4 4 NoV GⅡ
宝塚 有症 3 3 NoV GⅡ

加古川 有症 1 0 -
有症 6 4 NoV GⅡ

調理従事者 5 0 -
有症 2 2 NoV GⅡ
吐物 2 2 NoV GⅡ

調理従事者 11 3 NoV GⅡ
拭き取り 10 0 -

丹波 有症 1 1 NoV GⅡ
16 14 加古川 飲食店 食品疑い 不明 43  不明 有症 2 2 NoV GⅡ

朝来 有症 1 1 NoV GⅡ
洲本 有症 1 1 NoV GⅡ
宝塚 有症 1 1 NoV GⅡ
伊丹 有症 1 1 NoV GⅡ

19 28 明石 飲食店 食品疑い 不明 36  18  有症 4 3 NoV GⅡ
20 31 宝塚 飲食店 食品疑い 不明 不明 不明 有症 1 1 NoV GⅡ
21 1 12 伊丹 仕出し 食品疑い 不明 35  21  有症 10 0 -

宝塚 有症 1 1 NoV GⅡ
加東 有症 1 1 NoV GⅡ

有症 2 2 NoV GⅡ
調理従事者 2 2 NoV GⅡ
拭き取り 5 1 NoV GⅡ

24 22 伊丹 飲食店 食品疑い 不明 27  10  有症 2 2 NoV GⅡ
有症 13 13 NoV GⅡ

調理従事者 7 1 NoV GⅡ
拭き取り 5 0 -

加古川 有症 1 0 -
26 27 洲本 旅館 食品疑い 不明 不明 不明 有症 1 1 NoV GⅡ
27 30 明石 ホテル 食品疑い 不明 58  18  有症 1 1 NoV GⅡ

1035  36  

4

7

11

12

2

3

7  7  

不明

6  5  

不明

41  25  

25 8
明石

仕出し 食品疑い

23 9 朝来 仕出し 食品疑い

22 2 飲食店 食品疑い 不明

15  

9  

18 22 飲食店 食品疑い 不明

36  17 15 飲食店 食品疑い 不明

15 9
加東

飲食店 食品疑い

8  

不明 142  

8  

14 19 加古川 こども園 ヒトヒト疑い - 不明 30  

不明 不明

不明

13 17 飲食店 食品疑い 不明

5 5 23 加東 飲食店 食品疑い 不明

食品疑い 不明 不明11 7 ホテル

11.13 蚊媒介性感染症の検査 

疾患名 検体数 患者数（陽性数） ウイルス型（検出人数) 備考 

デング熱 32 21（9：海外渡航歴あり） 1 型（6）、2 型（1）、3 型（2） 遺伝子検査 

チクングニア熱 32 21（0） - 遺伝子検査 

ジカウイルス感染症 32 21（0） - 遺伝子検査 

11.14 リケッチア等の検査 

疾患名 検体数 患者数（陽性数） 備考 

日本紅斑熱 43 21 （7） 遺伝子及び抗体検査 

つつが虫病 16 9 （3） 遺伝子及び抗体検査 

重症熱性血小板減少症候群 10 9 （0） 遺伝子検査 

A 型肝炎 1 1 （1） 遺伝子検査 
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11.15.1 感染症発生動向調査における月別病原体検査件数（インフルエンザの検体を除く）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

37 39 50 64 48 44 39 54 47 20 46 34 522

28 28 33 40 29 29 27 43 35 16 26 16 350

咽頭ぬぐい液 9 12 20 29 16 12 8 12 8 3 12 5 146

鼻腔ぬぐい液 3 6 9 10 11 14 17 19 12 9 13 7 130

髄液 3 2 1 1 5 1 2 3 1 0 4 2 25

便 17 11 8 10 7 5 5 10 18 3 9 7 110

尿 1 2 4 4 4 6 2 2 5 1 3 6 40

血液 3 6 6 9 5 6 3 5 2 4 4 7 60

気管吸引液 1 0 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 6

その他 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 1 0 5

合計

検査材料

平成28年 平成29年

検体数

患者数

11.15.2 感染症発生動向調査における月別疾患別病原体検出件数 
（インフルエンザの検体を除く） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アデノウイルス 1型 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3

アデノウイルス 2型 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5

アデノウイルス 64型 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

コクサッキーウイルス A6型 0 0 0 0 0 1 0 7 1 0 2 2 13

コクサッキーウイルス A9型 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

エンテロウイルス 71型 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

パルボウイルスB19 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

3010000011000スルイウノイラ

コクサッキーウイルス A4型 0 0 4 5 1 0 0 0 0 0 0 0 10

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3

1000000000100スルイウノイラ

コクサッキーウイルス B1型 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

コクサッキーウイルス B5型 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 3

エコーウイルス 6型 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

4110000000011スルイウスプンム

水痘帯状疱疹ウイルス 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

ノロウイルス GⅡ.2 0 0 0 0 0 0 0 1 5 1 1 1 9

ノロウイルス GⅡ.3 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

ノロウイルス GⅡ.4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2

ノロウイルス GⅡ.6 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 5

ノロウイルス GⅡ.17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

A群ロタウイルスG2 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

A群ロタウイルスG3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 4

A群ロタウイルスG9 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

4000021000100スルイウポサ

アストロウイルス 1型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

アデノウイルス 1型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

アデノウイルス 2型 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

アデノウイルス 41型 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

エコーウイルス 25型 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

パレコウイルス 1型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

2000010000001スルイウノイラ

咽頭結膜熱

手足口病

検出病原体 合計
平成28年 平成29年

疾患名

ヘルパンギーナ

無菌性髄膜炎

感染性胃腸炎
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6512892121830010スルイウSR

コクサッキーウイルス A2型 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

コクサッキーウイルス B5型 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

エコーウイルス 6型 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 4

8000314000000スルイウノイラ

00100菌咳日百 0 1 1 0 0 0 0 3

コクサッキーウイルス B1型 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

1000000000100スルイウノイラ

11000112131200スルイウスプンム

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 3

水痘 水痘帯状疱疹ウイルス 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

パルボウイルスB19 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

エコーウイルス 9型 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

ライノウイルス 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

A群溶血性レンサ球菌 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

インフルエンザ菌 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

エコーウイルス 25型 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

パレコウイルス 3型 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3

麻しんウイルス A型 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

サイトメガロウイルス 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ライノウイルス 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3

ヒトメタニューモウイルス 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ライノウイルス 0 1 6 0 2 0 0 1 0 0 0 0 10

RSウイルス 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3

ヒトメタニューモウイルス 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4

コクサッキーウイルス A4型 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3

コクサッキーウイルス A6型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

コクサッキーウイルス B5型 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

パレコウイルス 1型 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

アデノウイルス 2型 1 0 2 2 1 0 0 0 1 1 0 0 8

アデノウイルス 3型 0 1 0 0 0 0 3 0 1 0 1 0 6

アデノウイルス 4型 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

アデノウイルス 6型 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

アデノウイルス 54型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

マイコプラズマ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

インフルエンザ菌 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 0 0 5

水痘帯状疱疹ウイルス 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

ライノウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

コクサッキーウイルス A4型 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 4

コクサッキーウイルス A6型 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

コクサッキーウイルス B1型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

パレコウイルス 3型 0 0 0 5 0 2 0 0 0 0 0 0 7

ライノウイルス 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 4

RSウイルス 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2

単純ヘルペスウイルス 1型 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

EBウイルス 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 6

サイトメガロウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 1 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 0 5

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

パルボウイルスB19 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

ノロウイルス GⅡ.3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

25 17 29 43 27 28 33 43 38 12 14 9 318

平成28年 平成29年
合計

検出数（合計）

RSウイルス感染症

百日咳

流行性耳下腺炎

伝染性紅斑

急性脳炎・脳症

その他
（不明熱・けいれん等）

A群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

発疹症

呼吸器疾患
（上気道炎・下気道炎）

疾患名 検出病原体

－ 49 －

兵庫県立健康生活科学研究所健康科学研究センター業務年報
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11.16 残留農薬検査結果

試験項目一覧　（農薬270種、代謝物33種）

　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm)

2,4-Dｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 0.01 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾅﾌﾀﾛﾎｽ 0.01

2,4-Dｴﾁﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 0.01 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 0.01 ﾅﾚﾄﾞ 0.01

2,4-Dﾌﾞﾄｷｼｴﾁﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 0.01

BHC( -, -, -, - ) 0.005 ｵｷｻﾐﾙ 0.01 ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 0.01 ﾉﾅｸﾛﾙ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽｰ) 0.01

DDT (o,p'-,p,p'- ) 0.005 ｵｷｼﾃﾞﾒﾄﾝﾒﾁﾙ 0.01 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.005 ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ 0.01

EPN 0.01 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏﾙ酸塩 0.01 ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 0.01 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 0.005

MCPAｴﾁﾙ 0.01 ｵﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾊﾞﾐﾄﾞﾁｵﾝ 0.01

TCMTB 0.01 ｵﾘｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ（5z異性体を含む） 0.01 ｼﾏｼﾞﾝ 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 0.01

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 0.01 ｵﾘｻﾞﾘﾝ 0.01 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01

ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 0.01 ｶｽﾞｻﾎｽ 0.01 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ﾋﾞｷｻﾌｪﾝ 0.01

ｱｼﾞﾝﾎｽｴﾁﾙ 0.01 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.01 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ(-E,-Z ) 0.01 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01

ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ 0.01 ｼﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ 0.01

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｶﾙﾎﾞｽﾙﾌｧﾝ 0.01 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 0.01

ｱｾﾄｸﾛｰﾙ 0.01 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01 ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 0.01

ｱｾﾌｪｰﾄ 0.01 ｷﾅﾙﾎｽ 0.01 ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 0.01

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 0.01 ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ 0.01

ｱﾄﾗｼﾞﾝ 0.01 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.01 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01

ｱﾆﾛﾎｽ 0.01 ｸﾏﾎｽ 0.01 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ 0.01

ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝ(B1a,B1b) 0.01 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 0.01

ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ 0.03 ｸﾚﾄｼﾞﾑ 0.01 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 0.01

ｱﾒﾄﾘﾝ 0.01 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 0.01 ﾁｵｼｸﾗﾑ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

ｱﾗｸﾛｰﾙ 0.005 ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ 0.01 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 0.01

ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 0.01

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 0.01 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ 0.01

ｱﾙﾄﾞｷｼｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 0.01 ﾁｵﾒﾄﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｸﾛﾙﾃﾞﾝ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽ-) 0.01 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 0.01

ｲｻｿﾞﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.005 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 0.01

ｲｿｶﾙﾎﾞﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾝﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 0.01

ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾋﾟﾚﾄﾘﾝ(Ⅰ,Ⅱ) 0.01

ｲｿﾁｱﾆﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾄﾞ 0.01 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.002

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 0.01 ｻﾘﾁｵﾝ 0.01 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 0.01

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.01 ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 0.01 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.01

ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ﾃﾞﾒﾄﾝSﾒﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 0.01 ｼｱﾉﾎｽ 0.01 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 0.01

ｲﾐｼｱﾎｽ 0.01 ｼﾞｳﾛﾝ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾁﾗｼﾞﾝ 0.01 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 0.005 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ(-E,-Z ) 0.01

ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 0.01 ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 0.01

ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 0.01

ｴﾁｵﾝ 0.01 ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾄﾎｽ 0.01 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 0.01

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.01

ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 0.01 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ(-E,-Z ) 0.01

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.01 ﾄﾘﾌﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 0.005 ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.01

ｴﾄﾘﾑﾎｽ 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 0.01 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 0.01

ｴﾏﾒｸﾁﾝ(B1a,B1b) 0.01 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 0.01

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ( -, - ) 0.01 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.01 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.01

ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 0.01
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11.16 残留農薬検査結果

試験項目一覧　（農薬270種、代謝物33種）

　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm)

2,4-Dｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 0.01 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾅﾌﾀﾛﾎｽ 0.01

2,4-Dｴﾁﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 0.01 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 0.01 ﾅﾚﾄﾞ 0.01

2,4-Dﾌﾞﾄｷｼｴﾁﾙ 0.01 ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 0.01

BHC( -, -, -, - ) 0.005 ｵｷｻﾐﾙ 0.01 ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 0.01 ﾉﾅｸﾛﾙ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽｰ) 0.01

DDT (o,p'-,p,p'- ) 0.005 ｵｷｼﾃﾞﾒﾄﾝﾒﾁﾙ 0.01 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.005 ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ 0.01

EPN 0.01 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏﾙ酸塩 0.01 ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 0.01 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 0.005

MCPAｴﾁﾙ 0.01 ｵﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾊﾞﾐﾄﾞﾁｵﾝ 0.01

TCMTB 0.01 ｵﾘｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ（5z異性体を含む） 0.01 ｼﾏｼﾞﾝ 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 0.01

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 0.01 ｵﾘｻﾞﾘﾝ 0.01 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01

ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 0.01 ｶｽﾞｻﾎｽ 0.01 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ﾋﾞｷｻﾌｪﾝ 0.01

ｱｼﾞﾝﾎｽｴﾁﾙ 0.01 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.01 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ(-E,-Z ) 0.01 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01

ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ 0.01 ｼﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ 0.01

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｶﾙﾎﾞｽﾙﾌｧﾝ 0.01 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 0.01

ｱｾﾄｸﾛｰﾙ 0.01 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01 ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 0.01

ｱｾﾌｪｰﾄ 0.01 ｷﾅﾙﾎｽ 0.01 ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 0.01

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 0.01 ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ 0.01

ｱﾄﾗｼﾞﾝ 0.01 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.01 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01

ｱﾆﾛﾎｽ 0.01 ｸﾏﾎｽ 0.01 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ 0.01

ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝ(B1a,B1b) 0.01 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 0.01

ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ 0.03 ｸﾚﾄｼﾞﾑ 0.01 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 0.01

ｱﾒﾄﾘﾝ 0.01 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 0.01 ﾁｵｼｸﾗﾑ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

ｱﾗｸﾛｰﾙ 0.005 ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ 0.01 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 0.01

ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 0.01

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 0.01 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ 0.01

ｱﾙﾄﾞｷｼｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 0.01 ﾁｵﾒﾄﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｸﾛﾙﾃﾞﾝ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽ-) 0.01 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 0.01

ｲｻｿﾞﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.005 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 0.01

ｲｿｶﾙﾎﾞﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾝﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 0.01

ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾋﾟﾚﾄﾘﾝ(Ⅰ,Ⅱ) 0.01

ｲｿﾁｱﾆﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾄﾞ 0.01 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.002

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 0.01 ｻﾘﾁｵﾝ 0.01 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 0.01

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.01 ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 0.01 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.01

ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ﾃﾞﾒﾄﾝSﾒﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 0.01 ｼｱﾉﾎｽ 0.01 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 0.01

ｲﾐｼｱﾎｽ 0.01 ｼﾞｳﾛﾝ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾁﾗｼﾞﾝ 0.01 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 0.005 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ(-E,-Z ) 0.01

ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 0.01 ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 0.01

ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 0.01

ｴﾁｵﾝ 0.01 ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾄﾎｽ 0.01 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 0.01

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.01

ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 0.01 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ(-E,-Z ) 0.01

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.01 ﾄﾘﾌﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 0.005 ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.01

ｴﾄﾘﾑﾎｽ 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 0.01 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 0.01

ｴﾏﾒｸﾁﾝ(B1a,B1b) 0.01 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 0.01

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ( -, - ) 0.01 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.01 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.01

ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 0.01
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試験項目一覧　（農薬270種、代謝物33種）

　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm)

ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 0.01 ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 0.01 ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.01 ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 0.01

ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 0.01 ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾒﾀｸﾘﾎｽ 0.01

ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾓｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.01 ﾒﾀﾌﾙﾐｿﾞﾝ 0.01

ﾌﾙｵﾋﾟｺﾘﾄﾞ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 0.01 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 0.01

ﾌﾙｵﾒﾂﾛﾝ 0.01 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾎｷｼﾑ 0.01 ﾒﾀﾗｷｼﾙ(ﾒﾌｪﾉｷｻﾑを含む) 0.01

ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 0.01 ﾎｻﾛﾝ 0.01 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 0.01

ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 0.01 ﾌﾞﾛﾏｼﾙ 0.01 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 0.01 ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01

ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 0.01 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 0.01

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 0.01 ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ(-E,-Z) 0.01 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 0.01

ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 0.01 ﾎｽﾒｯﾄ 0.01 ﾒﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z) 0.01

ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾎｽ 0.01 ﾎﾙﾓﾁｵﾝ 0.01 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 0.01

ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 0.01 ﾎﾚｰﾄ 0.01 ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ 0.01

ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ 0.01 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.01 ﾓﾘﾈｰﾄ 0.01

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 0.01 ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.01 ﾘﾆｭﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ 0.01 ﾍﾞﾉﾐﾙ 0.01 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.01 ﾙﾌｪﾇﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.01 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 0.01 ﾒｶﾙﾊﾞﾑ 0.01 ﾚﾅｼﾙ 0.01

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾒｿﾐﾙ 0.01 ﾚﾋﾟﾒｸﾁﾝ(A3,A4) 0.01

ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 0.01 ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 0.01

[代謝物]

DDD (p,p'- ) 0.01 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｽﾙﾌｧｰﾄ 0.01 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 0.01 ｴﾏﾒｸﾁﾝｱﾐﾉ体(B1a,B1b) 0.01

DDE (p,p'- ) 0.01 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ(ｴﾝﾄﾞ,ｴｷｿ) 0.01 ﾃｸﾛﾌﾀﾗﾑｲﾐﾄﾞ 0.01           ｴﾏﾒｸﾁﾝﾎﾙﾐﾙｱﾐﾉ体(B1a,B1b) 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽｵｷｿﾝ 0.01 3-OHｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01 ｴﾏﾒｸﾁﾝN-ﾒﾁﾙﾎﾙﾐﾙｱﾐﾉ体(B1a,B1b) 0.01

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽｵｷｿﾝ 0.01 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ脱ﾍﾞﾝｼﾞﾙ体 0.01 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ代謝物 2,4-ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 0.01

ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽｵｷｿﾝ 0.01 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾎﾙﾐﾙ体 0.01 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙ代謝物 4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾉﾝ 0.01

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝｵｷｿﾝ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ脱臭素体 0.01 ｷｬﾌﾟﾀﾝ,ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ代謝物 cis -1,2,3,6-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ 0.01

ﾌｪﾝﾁｵﾝｵｷｿﾝ 0.01 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ体 0.01 ｼﾞｺﾎｰﾙ代謝物 4,4'-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01

ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝｽﾙﾎﾝ 0.01 ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ代謝物 TFNA-AM 0.01 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄ代謝物 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ‐2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾒｰﾄ 0.01

ﾊﾞﾐﾄﾞﾁｵﾝｽﾙﾎﾝ 0.01 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ代謝物 N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-3-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｿｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 0.01

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞｽﾙﾎｷｼﾄﾞ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ代謝物 4-ｸﾛﾛ- -ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-N-(1-ｱﾐﾉ-2-ﾌﾟﾛﾎﾟｷｼｴﾁﾘﾃﾞﾝ）-o -ﾄﾙｲｼﾞﾝ 0.01

ﾒｿﾐﾙｵｷｼﾑ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ酸化体 ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=2-(4-ﾒﾄｷｼﾋﾞﾌｪﾆﾙ-3-ｲﾙ)ｼﾞｱｾﾞﾆﾙﾎﾙﾏｰﾄ 0.01

ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ代謝物B 1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-3-[(3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)ｱﾐﾉ]-6-[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ｴﾁﾙ]ｷﾅｿﾞﾘﾝ-2-ｵﾝ 0.01
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（国産品）    実施期間：平成 28 年 5 月～平成 29 年 1 月 

分 類 品   名 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数  検出値 ppm 基準値 ppm 

野 菜 えだまめ エトフェンプロックス 2 / 3  0.03～0.09 5   

フルフェノクスロン 1 /    0.04 5   

  えりんぎ 0 / 1    

  おくら 0 / 2    

  かぶ（根） 0 / 1    

  かぼちゃ イミダクロプリド 1 / 4  0.04 1 

  かんしょ 0 / 5    

  キャベツ プロシミドン 1 / 7  0.01 2   

ボスカリド 1 /    0.01 5   

  きゅうり クロチアニジン 2 / 8  0.05～0.08 2   

ジノテフラン 1 /    0.03 2 

ディルドリン 1 /    0.01 0.02 

プロシミドン 2 /    0.07～0.33 5 

フロニカミド 1 /    0.01  2 

ボスカリド 1 /    0.03  5 

ホスチアゼート 1 /    0.02  0.2 

メタラキシル 2 /    0.01～0.06 1 

ルフェヌロン 1 /    0.01  0.3   

  くり 0 / 1    

  こまつな アセタミプリド 1 / 5  0.08 5   

アゾキシストロビン 1 /    0.12 15 

クロラントラニリプロール 2 /    0.11～0.75 20 

ジノテフラン 1 /    0.07 10 

シペルメトリン 1 /    0.04 5.0 

フルフェノクスロン 1 /    0.02 10 

ペルメトリン 1 /    0.77 5.0 

メタフルミゾン 1 /    1.27 40 

ルフェヌロン 1 /    0.12 5   

  しろな 0 / 1    

  そらまめ 0 / 1    

  だいこん類(根)   0 / 6    

  たまねぎ 0 / 4    

  チンゲンサイ 0 / 1    

  トマト アセタミプリド 1 / 8  0.20  2   

アゾキシストロビン 1 /    0.06  3 

エトフェンプロックス 1 /    0.03  2 

カルベンダジム 2 /    0.06～0.12 3 

クロラントラニリプロール 1 /    0.04  0.7 

シアゾファミド 1 /    0.14  2 

ジノテフラン 1 /    0.02  2 

チアクロプリド 1 /    0.02  1 

フルベンジアミド 1 /    0.04  2 

ペンチオピラド 1 /    0.08  3 

ボスカリド 1 /    0.02  5   

  ながいも 0 / 1    
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（国産品）    実施期間：平成 28 年 5 月～平成 29 年 1 月 

分 類 品   名 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数  検出値 ppm 基準値   

野 菜 なす クロラントラニリプロール 1 / 7  0.02 0.7  

フロニカミド 1 /  0.02 3 

ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 1 /  0.04 2 

ボスカリド 1 /    0.07 3   

  なばな ボスカリド 1 / 1  0.03 40   

  にんじん 0 / 3    

  ねぎ アゾキシストロビン 1 / 1  0.06  10   

ペルメトリン 1 /    0.23  3.0   

  はくさい シアゾファミド 1 / 4  0.06  2   

フェンバレレート 1 /    0.08  3.0 

フルベンジアミド 1 /    0.04  5 

ボスカリド 1 /    0.07  40   

  ばれいしょ 0 / 3    

  ピーマン アセタミプリド 1 / 6  0.06 1   

イプロジオン 1 /    0.08 10 

クロラントラニリプロール 1 /    0.24 1 

クロルフェナピル 1 /    0.02 1 

ジノテフラン 1 /    0.13 3 

トルフェンピラド 2 /    0.04～0.12 3 

プロシミドン 1 /    0.09 5 

ペルメトリン 1 /    0.22 3.0 

ペンチオピラド 1 /    0.73 3 

ボスカリド 2 /    0.01 10   

  ほうれんそう フルフェノクスロン 1 / 2  0.49 10   

  レタス 0 / 5    

  れんこん 0 / 1    

果 実 西洋なし アゾキシストロビン 1 / 1  0.02 2   

カルベンダジム 1 /    0.19 3 

シペルメトリン 1 /    0.06 2.0 

ボスカリド 1 /    0.01 3   

  日本なし ペルメトリン 1 / 1  0.08 2.0 

りんご クレソキシムメチル 1 / 1  0.01 5 

クロラントラニリプロール 1 /    0.02 1 

トリフロキシストロビン 1 /    0.02 3 

検体数：95 72 / 95 
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(輸入品）    実施期間：平成 28 年 5 月～平成 29 年 1 月 

分 類 品   名 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数  検出値 ppm 基準値 ppm 

野 菜 アスパラガス 0 / 1    

  かぼちゃ 0 / 4    

  セロリ プロピコナゾール 1 / 1  0.01  5   

  ピーマン イミダクロプリド 1 / 3  0.10  3   

インドキサカルブ 2 /    0.01～0.03 1 

カルベンダジム 1 /    0.04  3 

クロルフェナピル 1 /    0.06  1 

スピロメシフェン 1 /    0.02  3 

ピラクロストロビン 1 /    0.01  1 

ボスカリド 1 /    0.03  10   

  ブロッコリー 0 / 1    

  未成熟えんどう アゾキシストロビン 1 / 1  0.04 3   

果 実 キウイ 0 / 3    

  パイナップル 0 / 1    

  バナナ カルベンダジム 1 / 5  0.03 3 

クロルピリホス 2 /    0.01～0.02 3   

検体数：20    13 / 20  
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11.17 国産食肉の残留農薬試験結果 

実施期間：平成 28年 7月

      検体の種類

試験項目

牛-筋肉 

（4検体） 

豚-筋肉 

（4検体） 

鶏-筋肉 

（4検体） 

有機リン系農薬（23項目）注 1

および代謝物（5項目）注 2

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

有機塩素系農薬（22項目）注 3

および代謝物（6項目）注 4

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

N-メチルカーバメイト系農薬（10項目）注 5 

および代謝物（1項目）注 6

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

含窒素系農薬（101項目）注 7

および代謝物（2項目）注 8

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

ピレスロイド系農薬（16項目）注 9
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

その他の農薬（6項目）注 10
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

総検体数：12検体

注 1： ｴﾁｵﾝ，ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ，ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ，ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ，ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ，ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ，ﾁｵﾒﾄﾝ，ﾃﾙﾌﾞ
ﾎｽ，ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ，ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ，ﾊﾟﾗﾁｵﾝ，ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ，ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ，ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ，ﾌｪﾅﾐﾎｽ，ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ，ﾌｪﾝﾁｵﾝ，
ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ，ﾎﾚｰﾄ，ﾏﾗﾁｵﾝ，ﾒﾀｸﾘﾎｽ 

注 2： ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝｵｷｿﾝ，ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝｽﾙﾎﾝ，ﾊﾟﾗﾁｵﾝｵｷｿﾝ，ﾌｪﾝﾁｵﾝｵｷｿﾝ，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽｵｷｿﾝ 
注 3： γ-BHC，DDT (o,p'-,p,p'-)，ｱﾗﾏｲﾄ，ｱﾙﾄﾞﾘﾝ，ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(α-,β-)，ｴﾝﾄﾞﾘﾝ，ｷﾝﾄｾﾞﾝ，ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞ

ﾒﾁﾙ，ｸﾛﾙﾃﾞﾝ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽ-)，ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ，ｸﾛﾛﾈﾌﾞ，ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾄﾞ，ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ，ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ，ｼﾞｺﾎｰﾙ，
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ，ﾃｸﾅｾﾞﾝ，ﾉﾅｸﾛﾙ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽｰ)，ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ，ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ，1,1-ｼﾞｸﾛﾛ-2,2-ﾋﾞｽ(4-
ｴﾁﾙﾌｪﾆﾙ)ｴﾀﾝ 

注 4： DDD (p,p'-)，DDE (p,p'-)，ｼﾞｺﾎｰﾙ代謝物（4,4'-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ），ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄ (endo，exo)，
ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ，ｷｬﾌﾟﾀﾝ,ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ代謝物（cis-1,2,3,6-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ） 

注 5： ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ，ｱﾙﾄﾞｷｼｶﾙﾌﾞ，ｵｷｻﾐﾙ，ｶﾙﾊﾞﾘﾙ，ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ，ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ，ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ，ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ，ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙ
ﾌﾞ，ﾒｿﾐﾙ 

注 6： 3OH-ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 
注 7： EPTC，ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ，ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ，ｱﾄﾗｼﾞﾝ，ｱﾐﾄﾗｽﾞ，ｱﾗｸﾛｰﾙ，ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ，ｲｿｼﾝｺﾒﾛﾝ酸二ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ，ｲ

ﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ，ｲﾏｻﾞﾘﾙ，ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ，ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ，ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ，ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ，ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ，ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ，
ｵｷｻﾍﾞﾄﾘﾆﾙ，ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ，ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ，ｶﾙﾍﾞﾀﾐﾄﾞ，ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ，ｶﾙﾎﾞｷｼﾝ，ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ，ｷﾉｷｼﾌ
ｪﾝ，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ，ｸﾚﾄｼﾞﾑ，ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ，ｸﾛｼﾞﾅﾎｯﾌﾟﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞﾙ，ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ，ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ，ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ，
ｸﾛﾙﾌﾞﾌｧﾑ，ｸﾛﾛｸｽﾛﾝ，ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ，ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ，ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ，ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ，ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ，ｾﾄｷｼﾞﾑ，ﾀﾞ
ｲｱﾚｰﾄ，ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ，ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ，ﾁｵﾌｧﾈｰﾄ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾃﾌﾟﾗﾛｷｼｼﾞﾑ，ﾃﾙﾌﾞﾄﾘﾝ，ﾄﾘｱｼﾞﾒ
ﾉｰﾙ，ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ，ﾄﾘｱﾚｰﾄ，ﾄﾘﾁｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ，ﾄﾘﾌﾙﾑﾛﾝ，ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ，ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ，ﾄﾘﾎﾘﾝ，ﾆﾄﾗ
ﾋﾟﾘﾝ，ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ，ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ，ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ，ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ，ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ，ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ，ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ，ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ，
ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ，ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ，ﾌｪﾅﾘﾓﾙ，ﾌｪﾉｷｻﾌﾟﾛｯﾌﾟｴﾁﾙ，ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ，ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ，ﾌﾞﾌﾟﾛﾌ
ｪｼﾞﾝ，ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ，ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ，ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ，ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ，ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ，ﾌﾙﾌｪﾅｾｯﾄ，ﾌﾙﾐｸﾛﾗ
ｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ，ﾌﾙﾘﾄﾞﾝ，ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ，ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ，ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ，ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ，ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ，ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ，
ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ，ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ，ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ，ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ，ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ，ﾒﾀﾗｷｼﾙ，ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ，ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ，ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞ
ﾝ，ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ，ﾓﾉﾘﾆｭﾛﾝ，ﾘﾆｭﾛﾝ 

注 8： ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ代謝物{N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-3-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｿｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ}，ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰ
ﾙ代謝物{4-ｸﾛﾛ-a,a,a-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-N-(1-ｱﾐﾉ-2-ﾌﾟﾛﾎﾟｷｼｴﾁﾘﾃﾞﾝ）-o-ﾄﾙｲｼﾞﾝ} 

注 9： ｱﾚｽﾘﾝ，ｼﾊﾛﾄﾘﾝ，ｼﾌﾙﾄﾘﾝ，ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ，ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ，ﾋﾞｵｱﾚｽﾘﾝ，ﾋﾞｵﾚｽﾒﾄﾘﾝ，ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ，ﾋﾟﾚﾄﾘﾝ(Ⅰ,Ⅱ)，
ﾌｪﾉﾄﾘﾝ，ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ，ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ，ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ，ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ，ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ，ﾚｽﾒﾄﾘﾝ 

注 10：ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ，ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ，ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ，ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ，ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ，ﾒﾄﾌﾟﾚﾝ 

定量限界値：0.01ppm 

（ｲｿｼﾝｺﾒﾛﾝ酸二ﾌﾟﾛﾋﾟﾙは 0.004ppm，ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄは 0.005ppm，ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ，ﾄﾘﾎﾘﾝは 0.02ppm） 
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11.18 畜水産食品等の残留医薬品試験結果（輸入畜水産食品） 

実施期間：平成 28年 8月～平成 28年 11月 

試験項目
牛肉 

（5検体） 

豚肉 

（5検体） 

鶏肉 

（5検体） 

えび 

（15検体） 

テトラサイクリン類（4項目）注1
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

フルオロキノロン剤（8項目）注2
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

酸性キノロン剤（3項目）注 3
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

サルファ剤（16項目）注 4
すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

すべて残留は

認められない

ホルモン剤（2項目）注 5
すべて残留は

認められない

総検体数：30検体

注 1： オキシテトラサイクリン，テトラサイクリン，クロルテトラサイクリン，ドキシサイクリン 
注 2： エンロフロキサシン，オフロキサシン，オルビフロキサシン，サラフロキサシン，ジフロキサシン，

シプロフロキサシン，ダノフロキサシン，ノルフロキサシン 
注 3： オキソリニック酸，ナリジクス酸，フルメキン 
注 4： スルファセタミド，スルファキノキサリン，スルファグアニジン，スルファクロルピリダジン，ス

ルファジアジン，スルファジミジン，スルファジメトキシン，スルファチアゾール，スルファドキ
シン，スルファニルアミド，スルファピリジン，スルファベンズアミド，スルファメトキサゾール，
スルファメトキシピリダジン，スルファメラジン，スルファモノメトキシン 

注 5： ゼラノール，β-トレンボロン 

11.19 国産食肉の残留医薬品試験結果

実施期間：平成 28年 7月～平成 29年 2月 

品 名 
合成抗菌剤注 1

内寄生虫用剤 

フルベンダゾール イベルメクチン モキシデクチン 

検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 

牛 肉 5 
すべて残留は

認められない 
－ － 1 

残留は認め

られない 
2 

残留は認められ

ない 

豚 肉 4 
すべて残留は

認められない 
2 

残留は認め

られない 
1 

残留は認め

られない 
－ － 

鶏 肉 6 
すべて残留は

認められない 
3 

残留は認め

られない 
－ － － － 

総検体数：24検体

注１：スルファメラジン，スルファジミジン，スルファモノメトキシン，スルファジメトキシン，スル
ファキノキサリン，オキソリニック酸
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11.20 輸入柑橘類の防かび剤試験結果

実施期間：平成 28年 9月 

品  名 試 験 項 目 検出数 / 検体数 検出値 ppm 基準値 ppm 

オ レ ン ジ OPP 0 / 6   ND 10 

ジフェニル 0 / 6   ND 70 

チアベンダゾール 5 / 6 ND ～ 4.1 10 

イマザリル 5 / 6 ND ～ 3.8 5.0 

グレープフルーツ OPP 0 / 5   ND 10 

ジフェニル 0 / 5   ND 70 

チアベンダゾール 4 / 5 ND ～ 3.1 10 

イマザリル 5 / 5 1.1 ～ 2.5 5.0 

レ モ ン OPP 0 / 4   ND 10 

ジフェニル 0 / 4   ND 70 

チアベンダゾール 2 / 4  ND ～ 0.37 10 

イマザリル 2 / 4 ND ～ 2.7 5.0 

総検体数：15 
定量限界値：0.1 ppm 
ND：定量限界値未満

11.21 輸入食品における指定外添加物等の試験結果 
実施期間：平成 28年 5月～28年 7月 

品  名 
着 色 料 

ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ 

・ソルビン酸 

tert-ﾌﾞﾁﾙﾋﾄﾞﾛｷﾉﾝ

(TBHQ) 
サイクラミン酸 

検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 

飲 料 ・ 酒 類 1 適 

麺 ・ ス ー プ 等    4 ND   

チ ョ コ レ ー ト   3 ND     

ジ ャ ム ・ 
ピ ー ナ ッ ツ バ タ ー

  3 ND     

菓 子 類 8 適 1 ND 4 ND   

乾 燥 果 実   2 ND   1 ND 

缶 詰 ・ 瓶 詰 等   1 ND  2 ND 9 ND 

干 し え び 1 適 

検 出 限 界 値 ― 

0.005g/kg 

(ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ）

0.01g/kg（ｿﾙﾋﾞﾝ酸）

0.001g/kg 0.005g/kg 

総検体数：40   ND：検出限界値未満 

［原産国別検体数］ 

飲 料 ・ 酒 類： フィリピン（1） 

麺 ・ ス ー プ 等： ベトナム（3），韓国（1） 

チ ョ コ レ ー ト： ドイツ（2），フランス（1） 

ジャム・ピーナッツバター： アメリカ（1），スイス（1），デンマーク（1） 

菓 子 類： ベトナム（4），タイ（3），ハンガリー（2），中国（1），マレーシア（1）， 

フランス（1），オーストリア（1） 

乾 燥 果 実： アメリカ（2），トルコ（1） 
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缶 詰 ・ 瓶 詰 等： タイ（4），中国（3），インドネシア（2），イタリア（1），ベトナム（1）， 

南アフリカ（1） 

干 し え び： 中国（1） 

［着色料の検査項目］下記の 40種類 

指定外着色料（日本で使用が認められていないもの）：ポンソー6R、ファストイエローAB、ナフトール

イエローS、クリソイン、レッド 10B、オレンジ G、アシッドバイオレット 7、ブリリアン

トブラック PN、イエロー2G、レッド 2G、ウラニン、ファストレッド E、グリーン S、ポン

ソー2R、アゾルビン、オレンジⅠ、キノリンイエロー、マルチウスイエロー、ポンソーSX、

ポンソー3R、エオシン、オレンジⅡ、オレンジ RN、アシッドブルー1、アミドブラック 10B、

パテントブルーV、アシッドグリーン 9、ベンジルバイオレット 4B（合計 28種類） 

許可着色料（日本で使用が認められているもの）：食用赤色 2号，食用赤色 3号，食用赤色 40号，食

用赤色 102号，食用赤色 104号，食用赤色 105号，食用赤色 106号，食用青色 1号，食用

青色 2号，食用緑色 3号，食用黄色 4号，食用黄色 5号（合計 12種類） 

11.22 ピーナッツ等のカビ毒（アフラトキシン）試験結果 

実施期間：平成 28年 6月 

品   名 検 体 数 
アフラトキシン（μg/kg） 

計 B1 B2 G1 G2

ピ ー ナ ッ ツ 5 ND ND ND ND ND 

ピ ス タ チ オ 3 ND ND ND ND ND 

ア ー モ ン ド 1 ND ND ND ND ND 

レ ン ズ 豆 1 ND ND ND ND ND 

ピ ー ナ ッ ツ バ タ ー 2 ND ND ND ND ND 

唐 辛 子 1 ND ND ND ND ND 

白 コ シ ョ ウ 1 ND ND ND ND ND 

イ チ ジ ク 1 ND ND ND ND ND 

総検体数：15 ND（定量限界値）：B1, B2, G1,G2 ともに 1.0μg/kg未満  

規制値：総アフラトキシン（B1, B2, G1,G2）10.0μg/kg以下 

11.23 有用貝類等毒化調査結果 

品  名 調査年月 

麻痺性貝毒 

検体数 
検査結果 

(MU/g) 

アサリ 

平成 28年 4月 11 ND-148 

平成 28年 5月 10 ND-3.8 

平成 28年 6月 3 ND-2.1 

イワガキ 平成 28年 6月 1 ND 

マガキ 

平成 28年 10月 3 ND 

平成 28年 11月 4 ND 

平成 28年 12月 4 ND 

平成 29年 1月 4 ND 

平成 29年 2月 4 ND 

平成 29年 3月 4 ND 

アサリ 平成 29年 3月 7 ND-8.4 

総検体数：55  ND：麻痺性貝毒 2.0 MU/g以下，規制値：麻痺性貝毒 4 MU/g 
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11.24 器具・容器包装の規格試験結果 

実施期間：平成 28年 5月～28年 6月 

材 質 等 検 体 数 
溶 出 試 験（μg/mL） 

鉛 カドミウム 

ガ ラ ス 加熱調理用器具以外 10 ND ND 

陶 磁 器 加熱調理用器具以外 10 ND ND 

総検体数：20 

ND：鉛 0.25μg/mL未満，カドミウム 0.025μg/mL未満 

規格基準 ［ガラス製］ 鉛：1.5μg/mL以下，カドミウム：0.5μg/mL以下（加熱調理用器具以外の容

量 600mL 未満のもの），[陶磁器製] 鉛：2μg/mL 以下，カドミウム：0.5μg/mL 以下（加

熱調理用器具以外の容量 1.1L未満のもの） 

11.25 家庭用品（繊維製品）の試買試験結果 

実施期間：平成 28年 5月 

区 分 品 名 試 験 項 目 検 体 数 結  果 

生後 24ヶ月以内 

の乳幼児用 

よ だ れ 掛 け 

ホルムアルデヒド 

2 適 

下 着 2 適

外 衣 2 適

帽 子 1 適

寝 衣 1 適

上記以外のもの 
下 着

ホルムアルデヒド 
1 適 

寝 衣 1 適

総検体数：10 

繊維製品 （有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づく検査） 

適の判定基準：生後 24ヶ月以内の乳幼児用の基準値；A-Ao：0.05 以下、その他の基準値；75μg/g以下  

11.26 アレルゲン（アレルギー物質）を含む食品の試験結果 

実施期間：平成 28年 12月 

検査対象項目 品   名 アレルギー物質を含む旨の表示 検査結果 

卵 

焼 豚 も も 無 陰性

焼 豚 無 陰性＊

ローストビーフ 無 陰性

そば 
う ど ん 有（そば） 陰性

生 ラ ー メ ン 有（そば） 陰性

総検体数：5  陽性の判定基準：10μg/g 
＊製造ラインで使用している旨の表示あり 
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11.27 食品の放射性物質試験結果 

実施期間：平成 28年 6月～29年 1月 

品 名 検出数 / 検体数 
放射性セシウム  

(Bq/kg) 

基 準 値  

(Bq/kg) 

検出限界値 

(Bq/kg) 

乾燥果実（あんぽ柿） 1 / 1 5.1 

100 5 

え の き 茸  0 / 2 ND 

こ ん に ゃ く 0 / 2 ND 

さ つ ま い も 0 / 2 ND 

ぶ な し め じ 0 / 2 ND 

干 し 柿 0 / 2 ND 

り ん ご 0 / 2 ND 

甘 藷 蒸 切 干 0 / 1 ND 

き び 0 / 1 ND

キ ャ ベ ツ 0 / 1 ND 

黒 大 豆 0 / 1 ND 

小 麦 粉 0 / 1 ND 

と う も ろ こ し 0 / 1 ND 

は く さ い 0 / 1 ND 

ほ う じ 茶 0 / 1 ND 

干 し そ ば 0 / 1 ND 

み ず 菜 0 / 1 ND 

湯通し塩蔵わかめ 0 / 1 ND 

レ タ ス 0 / 1 ND 

総検体数：25 

放射性セシウム：セシウム 134およびセシウム 137    ND：検出限界値未満 
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11.28 水道水質試験の検査項目 

基  準  項  目 水 質 管 理 目 標 設 定 項 目

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

水銀及びその化合物 

セレン及びその化合物 

鉛及びその化合物 

ヒ素及びその化合物 

六価クロム化合物 

亜硝酸態窒素 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

フッ素及びその化合物 

ホウ素及びその化合物 

四塩化炭素 

1，4-ジオキサン 

シス及びトランス-1，2-ジクロロエチレン 

ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン 

トリクロロエチレン 

ベンゼン 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン※1 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

亜鉛及びその化合物 

アルミニウム及びその化合物 

鉄及びその化合物 

銅及びその化合物 

ナトリウム及びその化合物 

マンガン及びその化合物 

塩化物イオン 

硬度（カルシウム，マグネシウム等）

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ジェオスミン 

2-メチルイソボルネオール 

非イオン界面活性剤 

フェノール類 

有機物（全有機炭素（TOC）の量） 

pH 値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

アンチモン及びその化合物 

ウラン及びその化合物 

ニッケル及びその化合物 

1，2-ジクロロエタン 

トルエン 

フタル酸ジ（2-エチルヘキシル） 

亜塩素酸 

二酸化塩素 

ジクロロアセトニトリル 

抱水クロラール 

農薬類 

残留塩素 

硬度（カルシウム，マグネシウム等） 

マンガン及びその化合物 

遊離炭酸 

1，1，1-トリクロロエタン 

メチル-t-ブチルエーテル 

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 

臭気強度（TON） 

蒸発残留物 

濁度 

pH値 

腐食性（ランゲリア指数） 

従属栄養細菌 

1，1-ジクロロエチレン 

アルミニウム及びその化合物 

※1 クロロホルム，ジブロモクロロメタン，ブロモジクロロメタン及びブロモホルムのそれぞれの濃度の総和．
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11.29 水質管理目標設定項目の農薬類（102種）

殺 虫 剤 殺 菌 剤 除 草 剤

1，3-ジクロロプロペン（D-D） 

イソキサチオン 

ダイアジノン 

フェニトロチオン（MEP） 

ジクロルボス（DDVP） 

フェノブカルブ（BPMC） 

EPN 

カルボフラン 

（カルボスルファン代謝物） 

アセフェート 

クロルピリホス 

トリクロルホン（DEP） 

ピリダフェンチオン 

カルバリル（NAC） 

イソプロカルブ（MIPC） 

メチダチオン（DMTP） 

ジメトエート 

エンドスルファン 

（エンドスルフェートベンゾエピン） 

エトフェンプロックス 

フェンチオン（MPP） 

マラソン（マラチオン） 

メソミル 

ベンフラカルブ 

フェントエート（PAP） 

ブプロフェジン 

エチルチオメトン 

チオジカルブ 

ピリプロキシフェン 

フィプロニル 

チウラム 

クロロタロニル（TPN） 

イプロベンホス（IBP） 

イソフェンホス 

イプロジオン 

エトリジアゾール（エクロメゾール） 

オキシン銅 

キャプタン 

クロロネブ 

トルクロホスメチル 

フルトラニル 

ペンシクロン 

メタラキシル 

メプロニル 

エディフェンホス 

（エジフェンホス，EDDP） 

ピロキロン 

フサライド 

チオファネートメチル 

カルプロパミド 

プロシミドン 

ベノミル 

プロベナゾール 

トリシクラゾール 

アゾキシストロビン 

イミノクタジン酢酸塩 

ホセチル 

ポリカーバメート 

プロピコナゾール 

イソプロチオラン（IPT） 

シマジン（CAT） 

チオベンカルブ 

プロピザミド 

クロルニトロフェン（CNP） 

CNP-アミノ体 

ベンタゾン 

2，4-ジクロロフェノキシ酢酸（2，4-D）

トリクロピル 

アシュラム 

ジチオピル 

テルブカルブ（MBPMC） 

ナプロパミド 

ピリブチカルブ 

ブタミホス 

ベンスリド（SAP） 

ベンフルラリン（ベスロジン） 

ペンディメタリン 

メコプロップ（MCPP） 

メチルダイムロン 

アラクロール 

メフェナセット 

プレチラクロール 

テニルクロール 

ブロモブチド 

モリネート 

アニロホス 

アトラジン 

ダラポン 

ジクロベニル（DBN） 

ジクワット 

ジウロン（DCMU） 

グリホサート 

シメトリン 

ジメピペレート 

エスプロカルブ 

ダイムロン 

ビフェノックス 

ベンスルフロンメチル 

ピペロホス 

ジメタメトリン 

ハロスルフロンメチル 

フラザスルフロン 

シデュロン 

トリフルラリン 

カフェンストロール 
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11.30 水質管理目標設定項目の農薬類（120種）

殺 虫 剤 殺 菌 剤 除 草 剤

1,3-ジクロロプロペン（D-D） 

EPN 

アセフェート 

アミトラズ 

イソキサチオン 

イソプロカルブ（MIPC） 

イソプロチオラン（IPT） 

エトフェンプロックス 

エンドスルファン（ベンゾエピン） 

オリサストロビン（殺菌） 

カズサホス 

カルタップ（殺菌、除草） 

カルバリル（NAC） 

カルボフラン 

（カルボスルファン代謝物） 

クロルピリホス 

シアノホス（CYAP） 

ジクロルボス（DDVP） 

ジスルホトン（エチルチオメトン）

ジメトエート 

ダイアジノン  

チアジニル（殺菌） 

チオジカルブ 

トリクロルホン（DEP） 

ピリダフェンチオン 

フィプロニル 

フェニトロチオン（MEP） 

フェノブカルブ（BPMC） 

フェリムゾン（殺菌） 

フェンチオン（MPP） 

フェントエート（PAP） 

ブプロフェジン 

プロチオホス 

ベンフラカルブ 

ホスチアゼート 

マラチオン（マラソン） 

メソミル 

メタム（カーバム） 

メチダチオン（DMTP） 

メトミノストロビン（殺菌） 

イソフェンホス 

イプロベンホス（IBP） 

イミノクタジン酢酸塩 

エディフェンホス 

（エジフェンホス，EDDP） 

エトリジアゾール（エクロメゾール） 

オキシン銅（有機銅） 

カルプロパミド 

キャプタン 

クロロタロニル（TPN） 

ジチアノン 

ジチオカルバメート系農薬 

ダゾメット 

チウラム 

チオファネートメチル 

トリシクラゾール 

ピロキロン 

フサライド 

フルアジナム 

プロシミドン 

プロピコナゾール 

プロベナゾール 

ベノミル 

ペンシクロン 

メタラキシル 

メプロニル 

2,2-DPA（ダラポン） 

2,4-D（2,4-PA）、MCPA 

アシュラム、アトラジン 

アニロホス、アラクロール 

インダノファン 

エスプロカルブ 

オキサジクロメホン 

カフェンストロール 

キノクラミン（ACN） 

クミルロン、グリホサート 

グルホシネート 

クロメプロップ 

クロルニトロフェン（CNP） 

シアナジン 

ジウロン（DCMU） 

ジクロベニル（DBN） 

ジクワット、ジチオピル 

シハロホップブチル 

シマジン（CAT） 

ジメタメトリン、シメトリン 

ジメピペレート、ダイムロン 

チオベンカルブ 

テルブカルブ（MBPMC） 

トリクロピル 

トリフルラリン 

ナプロパミド 

パラコート、ピペロホス 

ピラクロニル 

ピラゾキシフェン 

ピラゾリネート（ピラゾレート） 

ピリブチカルブ 

フェントラザミド 

ブタクロール 

ブタミホス 

プレチラクロール 

プロピザミド 

ブロモブチド 

ベンゾビシクロン 

ベンゾフェナップ 

ベンタゾン 

ペンディメタリン 

ベンフルラリン（ベスロジン） 

ベンフレセート 

メコプロップ（MCPP） 

メチルダイムロン 

メトリブジン 

メフェナセット 

モリネート 
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11.31 浄水の検査結果の概要（検出された項目を記載）

検 出 項 目 検出数／検体数 検出値 mg/L 
基準値 

目標値 mg/L 

一般細菌 2／15 1.0 - 4.5個/mL 100個/mL以下 

鉛及びその化合物 1／15 0.001 0.01以下 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 15／15 0.03   -  1.60 10以下 

フッ素及びその化合物 11／15 0.05   -  0.34 0.8以下 

ホウ素及びその化合物 7／15 0.01   -  0.02 1.0以下 

1,4-ジオキサン 1／15 0.0022 0.05以下 

塩素酸 12／15 0.03   -  0.13 0.6以下 

クロロホルム 8／15 0.001     0.047 0.06以下 

ジクロロ酢酸 13／15 0.002  - 0.008 0.03以下 

ジブロモクロロメタン 11／15 0.001  - 0.004 0.1以下 

臭素酸 1／15 0.001 0.01以下 

総トリハロメタン 12／15 0.002  - 0.056 0.1以下 

トリクロロ酢酸 13／15 0.002  - 0.018 0.03以下 

ブロモジクロロメタン 8／15 0.001  - 0.01 0.03以下 

ブロモホルム 3／15 0.001  -  0.002 0.09以下 

アルミニウム及びその化合物 7／15 0.01   - 0.04 0.2以下 

銅及びその化合物 2／15 0.02 1.0以下 

ナトリウム及びその化合物 15／15 5.6    -  15.0 200以下 

マンガン及びその化合物 2／15 0.002     0.011 0.05以下 

塩化物イオン 15／15 6.7       19.3 200以下 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 15／15 22.8      62.7 300以下 

蒸発残留物 15／15 88.0   -  128.0 500以下 

ジェオスミン 5／15 0.000001 - 0.000004 0.00001以下 

2-メチルイソボルネオール 1／15 0.000003 0.00001以下 

有機物(全有機炭素(TOC)の量) 8／15 0.3    -  1.7 3以下 

pH値 15／15 6.7    -  7.7 5.8以上 8.6以下 

色度 3／15 0.3 5度以下 

濁度 4／15 0.02   -  0.04 2度以下 

亜塩素酸 3／15 0.001     0.003 0.6以下 

ジクロロアセトニトリル 3／15 0.001  - 0.003 0.01以下（暫定） 

抱水クロラール 2／15 0.003 0.02以下（暫定） 

残留塩素 15／15 0.2    -  0.8 1以下 

有機物等(過マンガン酸カリウム消費量) 2／2 1.1    -  1.6 3以下 

腐食性(ランゲリア指数) 2／2 -2.0    - -1.2 -1程度以上とし極力 0 に近づける 

従属栄養細菌 11／15 1.0    -  14個/mL 2000個/mL以下(暫定) 

電気伝導率 2／2 112.0  -  139.0μS/cm  

溶存酸素 2／2 3.7    -  7.1 

アルカリ度 2／2 29.0  

硝酸態窒素 2／2 0.54   -  0.74 

シアナジン 1／11 0.00005 0.004以下 

－ 64 －



兵庫県立健康生活科学研究所健康科学研究センター業務年報

- 65 - 

11.32 水道原水の検査結果の概要（検出された項目を記載） 

検 出 項 目 検出数／検体数 検出値 mg/L 浄水の基準値等(mg/L） 

一般細菌 11／15 1.0   3800個/mL 100個/mL以下 

大腸菌 7／15 1.0  260.3 個/100mL 検出されないこと 

ヒ素及びその化合物 5／15 0.001  -  0.002 0.01以下 

亜硝酸態窒素 1／15 0.004 0.04以下 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 14／15 0.25   -  1.30 10以下 

フッ素及びその化合物 9／15 0.05    0.51 0.8以下 

ホウ素及びその化合物 9／15 0.01   -  0.03 1.0以下 

1，4-ジオキサン 2／15 0.0008   0.0043 0.05以下 

トリクロロエチレン 1／15 0.002 0.01以下 

アルミニウム及びその化合物 8／15 0.01 - 0.21 0.2以下 

鉄及びその化合物 6／15 0.03 - 0.32 0.3以下 

ナトリウム及びその化合物 15／15 4.8 -  16.0 200以下 

マンガン及びその化合物 7／15 0.002 - 0.110 0.05以下 

塩化物イオン 15／15 3.1     17.6 200以下 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 15／15 22.5 -  55.9 300以下 

蒸発残留物 15／15 76.0  -  120.0 500以下 

ジェオスミン         3／15 0.000001-0.000002 0.00001以下 

2-メチルイソボルネート         1／15 0.000003 0.00001以下 

有機物(全有機炭素(TOC)の量) 8／15 0.5     -  2.0 3以下 

pH値 15／15 6.2 - 7.6 5.8以上 8.6以下 

色度         8／15 0.3 - 10.6 5度以下 

濁度 11／15 0.02 -  8.55 2度以下 

遊離炭酸 9／15 0.6 -  5.0 20以下 

メチル-t-ブチルエーテル 1／15 0.0004 0.02以下 

有機物等(過マンガン酸カリウム消費量) 14／15 0.4     -   6.0 3以下 

臭気強度(TON) 1／15 1     3以下 

腐食性(ランゲリア指数) 15／15 -2.9    -  -1.3 -1 程度以上とし極力 0 に近づける 

アンモニア態窒素 2／15 0.02 

BOD 5／6 0.8       1.0  

COD 2／2 4.0 -   8.1  

全リン 2／2 0.04        0.06 

全窒素 2／2 0.37 -   0.86  

浸食性遊離炭酸 9／9 1.1 -   38.1 

電気伝導率 2／2 91.7- 133.0μS/cm  

溶存酸素 2／2 5.3 -    7.1  

アルカリ度 2／2 28.0 -   29.0   

硝酸態窒素 2／2 0.50 -   0.56  

シメトリン 2／25 0.00003 0.03以下 

ピラクロニル 3／31 0.0002 0.01以下 

フィプロニル 3／31 0.000020 - 0.000045 0.0005以下 

プレチラクロール 3／25 0.00002 - 0.00015 0.05以下 

プロピザミド 1／28 0.00002 0.05以下 

ブロモブチド 7／25 0.0002  - 0.0012 0.0001未満 

メタム(カーバム) 1／31 0.00007 0.00002未満  

モリネート 1／25 0.00029 0.00001未満 
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11.33 温泉水の検査項目と試験結果（濃度範囲） 

検  査  項  目 濃  度  範  囲 温 泉 の 定 義 療養泉の定義 

泉温(℃) 21.8 － 96.6 25≦ 25≦ 

湧出量（L/min） 27 － 72  

pH 6.05 － 9.41  

電気伝導率（S/ｍ） 0.02 － 6.39  

ラドン(Bq/kg) 8.61 － 122 74≦ 111≦ 

蒸発残留物(mg/kg) 200 － 51000  

リチウムイオン(mg/kg) <0.01 － 46.5 1≦ 

ナトリウムイオン(mg/kg) 70.9 － 13800  

カリウムイオン(mg/kg) 0.5 － 3220  

マグネシウムイオン(mg/kg) <0.01 － 135  

カルシウムイオン(mg/kg) 5.3 － 2900  

ストロンチウムイオン(mg/kg) <0.01 － 50.4 10≦ 

バリウムイオン(mg/kg) <0.01 － 40.2 5≦ 

マンガンイオン(mg/kg) <0.01 － 32.2 10≦ 

総鉄イオン(mg/kg) <0.01 － 48.5 10≦ 20≦ 

アルミニウムイオン(mg/kg) <0.01 － 0.1 

銅イオン(mg/kg) <0.01 － 1.1 

亜鉛イオン(mg/kg) <0.01 － 1.6 

鉛イオン(mg/kg) <0.001 

ふっ化物イオン(mg/kg) 2.3 － 11.5 2≦ 

塩化物イオン(mg/kg) 70.1 － 30600  

臭化物イオン(mg/kg) 0.1 － 57.4 5≦ 

よう化物イオン(mg/kg) <0.1 － 0.7 1≦ 

硫酸イオン(mg/kg) <0.2 － 8.2  

炭酸水素イオン(mg/kg) 23.2 － 1950 
340≦ 

(炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑとして) 

炭酸イオン(mg/kg) <0.01 － 4.5 

メタけい酸(mg/kg) 36.2 － 297 50≦ 

メタほう酸(mg/kg) 2.2 － 388 5≦ 

メタ亜ひ酸(mg/kg) <0.01 － 0.2 1≦ 

溶存物質(ガス性のものを除く) (mg/kg) 230 － 52600 1000≦ 1000≦ 

遊離二酸化炭素(mg/kg) <0.1 － 969 250≦ 1000≦ 

総硫黄(S) 〔HS-+S2O3
2-+H2S〕(mg/kg) <0.01 1≦ 2≦ 

総ヒ素 <0.001 － 0.1  

総水銀(mg/kg) <0.0005  

成分総計(mg/kg) 230 － 53200  
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